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「雅まさ人とは、どこか悪いんだと思う」

　愛の神エロスと純潔と狩しゆ猟りようの神アルテミスが、再び下界に降りることになって三日目の朝。教室につくなりエロスは九く条じよう雅人のすぐ前の席に後ろ前に座すわって、そんなことを言い出だした。アーモンド色の目で雅人を心配そうに見つめ、平均よりはるかに豊かな胸を背もたれの上に乗せている。白い太ふと股ももが露ろ出しゆつしていることにも気付いていない。

「こらっ。行ぎよう儀ぎ悪い。ちゃんと座り直して！」

　雅人より早く、天あま城ぎ結ゆ衣いが叱しかりつけた。すでに教室にはかなりの生徒が登校している。まわりの、特に男子の目を気にして、結衣はあわててスカートを直してあげた。男おとこ勝まさりな結衣だが、これで面めん倒どう見みがいいのだ。

　それはさておき。

「オレのどこが悪いって言うんだよ、エリス」

　学校など他の人の前では、エロスはこう呼ばれている。なにせ名前が名前なので、しかたがない。エロスは目線をナナメ上に向けて、しばし考える。

「……頭、とか？」

「失礼なこと言うな！」

　しかしエロスは聞いていない。くるりとアルテミスを振ふり返かえった。

「アスクレピオスって、いま暇ひまかな？　アルテミスは居場所知ってる？」

　いきなり話をふられて、アルテミスはきょとんとした。もともと美人なので、そんな表情も可愛かわいらしい。首を傾かしげた拍ひよう子しに、銀色の美しい髪かみが揺ゆれる。

「なんで、わたしに聞くの？」

「だって甥おいっ子こじゃない」

　アスクレピオスとは医い療りようを司つかさどる神で、アルテミスの弟アポロンの子だ。

「それならケイローンの方が、養父なんだから詳くわしいんじゃない？　明日には戻もどるはずだから、聞いてみたら？」

「そうしようかな。あ、でも、アスクレピオスでも頭は治せないかな？」

「残念そうな顔をするな！」

　そこで結衣が首を傾げた。

「あれ？　そういえばケイローンさん、見ないね？　エリスたちと一いつ緒しよじゃなかったの？」

「その予定だったんだけど、ちょっと実家のほうに寄ったら、下界の話をいろいろ聞かせろって親しん戚せきに捕つかまっちゃったらしいんだよね。ヘリオスの遊覧馬車に乗って、宴えん会かいしたらしいよ」

「遊覧馬車って……？」

「ほら。こっちでも船であるでしょ？　屋形船って言うの？」

「へえ～。神さまでも、そんなことしているんだ」

　結衣は馬車に乗って宴会するケンタウロスたちの図を想像したのか、ふいにくすりと笑えみをこぼした。

「それ、まるでドナドナみたいじゃない？」

　雅人も笑ってしまった。が、すぐに我に返る。

「だからオレを無視するなって！　突とつ然ぜん、なんなんだよ」

「だって。『人を誰だれも好きじゃない』んでしょう？　ぜったいおかしいよ」

「はあ？　いつ、そんなこと言った？」

「今朝、学校に来る途と中ちゆうだよ！」

　雅人は思い返す。たしか、今朝の牛乳をアルテミスだけおかわりしたのは、やっぱり背が小さいのを気にしているのかとか、そろそろテストが近くて憂ゆう鬱うつだとか、雅人は誰のことを好きなのかとか……。

「あ、わかった！　あのなぁ、オレは『好きな人は誰もいない』って言ったんだよ。それをオレがまるで人間不信みたいに！」

「あれ？」

　エロスはなにを間ま違ちがえたのか、すぐには理解できなかったらしい。しばし考えるも、途中であっさりあきらめた。

「でもさ、勘かん違ちがいしてもおかしくないと思うんだ。だって結局、雅人は結衣を好きじゃなかったんでしょ？」

　はたで聞いていた結衣が小さく呻うめいて、よろりと机に手をついた。

「それは異性として好きなわけではないって意味だから！　人としては、ちゃんと好きだから。誤解するなよ、結衣」

「わ、わかってる、雅人。大だい丈じよう夫ぶだから、それ以上言わないで。あ、あはははは」

「本当か？　あんまり大丈夫そうに見えないんだけど」

　雅人は、自分のフォローこそが結衣を追おい詰つめていることに気付かない。

　なにせ雅人は、まさか結衣が自分を好きだなんて思ってもいない。結衣がいつも雅人に「好きだ」と言っているのは、友だちとしての好きとか、もしくは冗じよう談だんだと信じている。

　エロスも、なぜ結衣が傷ついているかわからないのか首を傾げるが、すぐに気を取り直した。

「ねえねえ、だったら雅人は、どんなタイプが好きなのさ？」

　そのセリフに結衣はくるりと雅人を振り向むいた。

　アルテミスも気のないふりを保ちつつも、さりげなく耳を雅人たちの方に向けていた。ぐぐぐっと全身に力が入っているのが、よく見ればわかる。

「タイプって言われてもなぁ……」

　雅人は考えを巡めぐらそうとして、ふと思おもい止とどまる。

「──っていうか、なんでそんなこと聞くんだよ。金の矢は使うなって、言っておいただろう？」

　そもそもエロスがなんで下界に来ているのかと言えば、雅人に救われた恩を返すためだ。恋れん愛あいの神エロスは命中すると恋こいに落ちる金の矢を持っている。だが、あまりに弓がヘタであるのと、なにより雅人が望んでいないからと止められていた。

　エロスのお目付役として下界に来ているアルテミスも口を挟はさんだ。

「いままで下界で羽を伸のばしたいからって、だらだらやっていたのに、どういう風の吹ふき回し？　そんなに帰りたいの？」

「そうじゃないよ、下界は面おも白しろいもん。雅人や結衣ちゃんとも、お別れするとなったら、つらいだろうし」

「だったら……」

「でもさ。せっかく金の矢を結衣ちゃんに当てたのに、ダメだったでしょ？　だから次はちゃんと恋の女め神がみとしての実力を証明したいというか、なんというか……」

　そのとおり。紆う余よ曲きよく折せつの末、エロスの金の矢は結衣の胸に突つき刺ささった。にもかかわらず、結衣は素直に愛情を表現しなかったため、恩返しをやり直すことになったのだ。

「つまりはプライドの問題か。失敗を認めたくない気持ちはわかるけどな」

　話が見えた雅人は、エロスを慰なぐさめの目で見つめる。

「ああ、なに、その慰めの目！　あのね、本当はすごいんだよ。神さまだって恋に落とす力が本当はあるんだから。結衣ちゃんみたいに、金の矢の効果がなかったなんて、何万年も神さまやってて初めてだもん」

「ほー、そーかそーか」

「ああ！　信じてないな、もう！　ひどいなぁ、雅人は……あれ？　でも金の矢も効かないなんて、むしろおかしいのは結衣ちゃんの方なの、かな？」

　エロスは心配そうに結衣を見やる。

　結衣はぎくりとして、ぶんぶんと頭を左右に振る。

「ううん、違ちがう、違う。あたしはなんともないから。と、言うよりね、えっと、その……あたしに効かなかったんじゃなくて……じつは……」

　そこまで言って、結衣はごにょごにょと言葉をにごす。いつもハキハキ、白黒はっきりつけたがる結衣にしては珍めずらしい。エロスばかりでなく、雅人まできょとんとする。

　そして唐とう突とつに結衣は癇かん癪しやくを起こした。

「ああっ！　もう、そんなことより！　どうなの、雅人？　どんな子がタイプなの？」

「え？　あー。いや、うーん。タイプって言われてもな……特にないんじゃないか？」

「むー、じゃあさ、じゃあさ。例えば、結衣ちゃんとアルテミスだったら、どっち？」

　エロスによって、いきなりサンプルにされた結衣とアルテミスは揃そろって目を丸くした。

「……あ、あたし？」

「なんでそんな話になるのよ!?」

「『例えば』なんだから、ふたりとも落ち着いてよ。で、雅人。どっち？」

　雅人は小さく呻いて、自分をまじまじと見つめる結衣とアルテミスを見やった。

　いまだ恋愛対象として見たことのない二人であるが、魅み力りよくがないかと言えば、もちろんそんなことはない。むしろ普ふ通つうの子より、よっぽど可愛い。

　結衣は長身ですらっとしていて、モデルのようだし、顔だってカッコいいタイプの美人だ。学校での人望だって厚くて、男女問わずに人気がある。料理がヘタなのは愛あい嬌きようのひとつだし、それもじきに上う手まくなって、良いお嫁よめさんになるんじゃないかなと、雅人はそう思う。

　アルテミスはと言えば、人間離ばなれしたほどの──神さまなので当然ともいえるが、美び貌ぼうの持ち主だ。結ゆった銀色の髪も艶つややかで美しい。背が低いのがコンプレックスらしいが、プロポーションは良いし気にすることはないのにと雅人はいつも思う。男性嫌ぎらいと言っていたけれど最近ではずいぶん慣れたようで、雅人とも手の届く距きよ離りで会話できるまでになっていた。むしろ最近では、なにかと自分を気にかけてくれているような気もした。

　そんな二人が固唾かたずを呑のんで、雅人が返事するのを見守っていた。

　雅人は考えに考えて、そして……。

「ダメだ！　どっちかなんて選べない」

　言った瞬しゆん間かん、そばに立つ人の気配を感じて顔をあげた。

　担任の先生だった。若わか白髪しらがが目立つ自身の頭に手をやりながら、難しい顔をしている。

「……あー。そろそろ授業を始めたいんだが、いいか？」

「え……ええ、もちろん」

　エロスや結衣、アルテミスたちも自分の席にわたわたと戻る。先生は雅人に背を向けながら、つぶやくように言った。

「それとな、九条。二ふた股またはいかんぞ、二股は」

　教室がざわめいた。遠巻きに聞いていたクラスメイトたちも確信を得たようで、口々に「やっぱり、そんな話だったのか」「九条くんって、サイテー」「結衣、可哀かわいそう」などと噂うわさしはじめた。

「違う！　誤解だ！」

「お？　だったら優ゆう柔じゆう不ふ断だんか……そいつは、もっと悪いな」

　担任は遠い目をしながら、左手を掲かかげてしげしげと見つめた。よく見れば、去年までその薬指にあったはずの指輪がなくなっていた。

「九条は放課後、職員室まで来いな。男にとっていかに選せん択たくと決断が大切か教えてやる」

　すぐそばの席だったエロスが、ぼそりとつぶやいた。

「優柔不断って、アスクレピオスでも治せるかなあ」

　雅人はやつあたり気味に睨にらみつけたあと、小さくため息をついた。



　　　　　※　　　　※



　その放課後。

「雅人は、あんなこと言っていたけど、ボクはタイプってやっぱりあると思うんだ。ただ雅人自身も気付いてないだけなんだよ」

　エロスのセリフに、アルテミスも深くうなずく。

「それはそうかもしれないわね」

「でも大丈夫なの？　勝手に部屋に入って、雅人は怒おこらないかな？」

　一緒についてきた結衣が、あたりをきょろきょろと見み渡わたしながら口を挟んだ。幼なじみなので雅人の部屋にも何度か遊びに来たこともあるが、ごく最近ではそれもない。六畳じようのフローリングに敷しかれたカーペットや、ベッドにガラステーブル、勉強机やイスなどは変わりないが、ぱかっと開きっぱなしのノートパソコンには見覚えがなかったし、なによりなんとなく部屋に漂ただよう匂においが違う気がした。

　たしなめられたエロスは「なんで？」という顔をした。

「雅人のためを思ってやるんだもん。平気だよ」

「そうかな？　……うん、そうよね。雅人のためなんだから、悪くない。悪くない」

　結衣は自分に言い聞かせるように何度もうなずいた。別に雅人がどんな子を好きか気になるからとか、雅人のタイプにちょっとでも近づきたいからとか、そんなエゴのせいじゃないのだ。と、言い訳を重ねてみる。

　アルテミスはエロスの袖そでを引いた。

「そんなことより、どうやって、その“〝雅人本人も気付いていない好きな子のタイプ”〟を調べるって言うの？」

「そんなの簡単。これだよ」

　エロスは机に載っていたノートパソコンを指さし、勝手に電源を入れた。

　さすがにそれはまずいのではと結衣が止めるよりも早く、パソコンはパスワードを要求してきた。これであきらめるかと思いきやエロスは、不敵な笑みを浮うかべた。

「ふっふっふっふっ。ボクに抜ぬかりはないよ」

　かたかたかたかたっ。

　キーを打つと、パソコンはあっさりと起動した。結衣は目を丸くする。

「……なんで？」

「ケイローンに協力してもらったんだ。かなりパソコンは使いこなしているみたいだよ？　なんだか、この間はウイルスに対たい抗こうするワクチンを開発して、どこかの会社に提供したって言っていたかな。さすが、ケイローンだよね。アスクレピオスの養父だけあるよ」

　たしかにアスクレピオスに医術のイロハを教えたのはケイローンなのだが、エロスは勘違いしている。ウイルスやワクチンといっても、そういうものじゃない。

　しかし結衣は、つっこむのも忘れて目を瞬またたかせる。

「……なんで、いまの四桁けたなの？」

「うん？　いまのパスワードに、なんか意味あるの？」

　１２３０。

　それは十二月三十日とも見ることができた。

　そしてその日は結衣の誕生日なのだった。

　昔は誕生日パーティーなども開いて、雅人に祝ってもらったこともある。雅人は自分の誕生日にしたらすぐにバレてしまうだろうと、あえてその四桁をパスワードに設定した。

　そう考えて結衣はひとり、頬ほおを赤くした。

　もちろん、わかっている。

　ただの偶ぐう然ぜんかもしれない。なんとなく覚えやすい番号だったとか、テンキーの近いキーをぐるりと一周するだけなので打ちやすかったとか、そんな理由も十分ありえる。

　アルテミスも不思議そうな顔をする。

「どうかした？　結衣」

「ううん。なんでもない。大だい丈じよう夫ぶ、気にしないで」

　アルテミスはいまだ首を傾げているが、エロスは早々に気を取り直した。

「そっか。じゃあ次に、最近使ったファイルを調べて……あ、これが怪あやしいかな？　ケータイは慣れたんだけど、マウスはね～。かちっと」

　動画ファイルが画面上に展開した。

「おっ。ビンゴかな？」

　エロスは、ぱちんと指を鳴らす。

　現れたのは、女性があられもない姿で嬌きよう声せいをあげている、いわゆるえっちな映像だった。

　はたで見ていた結衣とアルテミスは、しばし声もない。ひときわ大きく響ひびいたあえぎ声に、ようやく二人は我に返った。

「なっ！　な、なっなっなっ!?」

「ちょっと！」

　結衣はあわててボリュームを落とし、アルテミスは柳りゆう眉びを逆立てエロスに詰め寄よった。

「こんなの調べるつもりだったわけ!?」

「あれ？　言ってなかった？」

「『雅人の好きなタイプを調べる』としか、あたしも聞いてなかったよ」

「だから調べてるじゃない」

　たしかに少なくともタイプでなければ、こうして密ひそかにコレクションしないだろう。

「初めて来た日にボクたちにベッドの下をあさられてから、雅人も考えたらしいけどね。まだまだ甘あまいよ。──あー、でも、あんまり数は見つからないなあ」

「十分よっ！　あ、ああ、もうっ。これだから男は！」

　アルテミスは横からエロスのマウスを取り上げようとする。

「貸しなさい、消去してやる！」

「ああん！　邪じや魔ましないで！　気に入らないなら、アルテミスはムリに見ることないよ。ボクひとりでできるもん」

「そういう問題じゃない！」

　繰くり広ひろげられる騒さわがしい攻こう防ぼうを前にして、結衣はかえって落ち着くことができた。パソコンの画面を見つめ、目を閉じて、深呼吸をして、言った。

「あたしは平気よ」

「結衣、本気で言っているの？」

「うん。雅人だって男の子だもんね、しかたないよ。あまり面白くはないけど」

















「さすが結衣ちゃん！　アルテミスと違って話がわかるね」

　アルテミスは口を結んで、むむっと小さく唸うなる。パソコン画面を見つめて、拳こぶしをぎゅっと固めて、しばし考える。

「わ、わかったわよ。じゃあ、わたしも見てるわよ」

　そこまで言って、はたと気付いて付け加える。

「あ。勘違いしないでよ。エロスが無む茶ちやしないように監かん視しするお目付役だから、ここに残るだけなんだからね」

　そのアルテミスの顔は怒いかりと羞しゆう恥ちからか、健康に悪そうなほど赤くなっていた。

「むしろアルテミスが無茶しているような気がするけど」

「いいったら、いいの！」

　これ以上はなにを言ってもムリだと判断したのだろう。エロスはパソコンに向き直って、かちかちと操作する。早送りしてみたり、飛ばして別の動画を探さがしてみたり。

「おおおっ。これすごい！　しかも可愛い！　雅人もなかなかいい趣しゆ味みしてるなぁ」

「──ねえ？　なんでこんな格好しているわけ？」

「こすぷれって言うらしいよ？　キャラクターの場合もあるし、さっきはナースさんだったよね。こっちは……あ、メイドさんだ！　いま流は行やっているんだよね、結衣ちゃん」

「流行ってないよ！　たぶん」

「あれ？　そうなんだ。まあ、だったらなおのこと雅人は、メイドさんみたいにご奉ほう仕しされたいのかな？」

「それは……」

　結衣は返答につまる。アルテミスに話の矛ほこ先さきを振ふろうとして、あきらめた。アルテミスは目を瞠みはって、がちがちに固まっていた。たしかに刺し激げきが強い。結衣だって気き恥はずかしくて直視はできない。とはいえ、完全に目をそらすこともできないのだが。

「そんなのは雅人に聞いてよ」

「そっか。……あ。ねえねえ、こっちのメイドさんの子、なんとなく結衣に似てない？　それに、ほら、背が高くてすらっとしているし」

「え？　え、そ、そうかな？」

　言われてみれば、そんなような気がしないでもない。そう思った瞬間、脳内で自分とすり変わってしまい、結衣は首をぶんぶんと振った。いま浮かんだ光景を必死に頭から追い出そうとする。

「そ、そんなことは……」

「そんなことないんじゃない？」

　自分ならともかく、人に否定されるのは、それはそれで面白くなかった。アルテミスに悪気はないのだろうが、さらに彼かの女じよは追い撃うちをかける。

「だって、胸は明らかにこっちの娘この方があるじゃない」

　ぐさっ。

　言葉の刃やいばが、結衣の胸に深々と突き刺さった。

　まるで見てきたみたいに言わないで、と反論しようとした結衣だが、思えばこの家で一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ったことがあった。

　──気にしているのに！

　結衣は、ついカッとなった。

「そんなこと言ったらアルテミスなんて、雅人にツンツンしてばっかりで、こんなふうにもてなすとか絶対できないよね」

「そ、それは結衣でしょ!?　わたしは、やればできるわよ。こんな格好で、雅人が喜ぶように炊すい事じとか家事とかの世話を焼けばいいんでしょ？　簡単じゃない」

「まあ言うだけなら、タダよね」

「なによ、それ！　信じてないわね？　悔くやしい！　機会があったら見せてあげるのに！」

　売り言葉に買い言葉。少し言いすぎたよねと思った結衣だが謝あやまるには、ほんのちょっと勇気と時間が必要だった。

　そしてそんな時間はなかった。

「機会がないなら、作ればいいよね？」

　結衣とアルテミスは、そろってエロスを振り向いた。

「「……え？」」

「ちょうど良かった。これだけ見ても、まだいまひとつ雅人の傾けい向こうが掴つかめないでいたんだ。やっぱりここは生の反応を見ないとね！」

　エロスは、にこやかに言い放った。



　　　　　※　　　　※



「なにが『いかに選択と決断が大切か教えてやる』だ。ほとんど泣き言じゃないか。こんな時間まで付き合わせて」

　憔しよう悴すいした顔で、雅人は玄げん関かんの扉とびらを開けた。

　担任は最近、浮うわ気きが原因で離り婚こんして、奥おくさんとは慰い謝しや料りようやらなんやらで相当モメたらしい。しかも浮気相手には結けつ婚こんしていたことを隠かくしていたから、そっちはそっちでオオゴトになって、結果的にフラれてしまったようだ。それは大変だったろうが、自じ業ごう自じ得とくだし、なによりそんな話を聞かされる身にもなってほしい。高校生にはヘビーすぎる。

　まあ、しかし。こっちの奥さんと、あっちの彼女もどっちも良いところがあって、決めきれなかった、という気持ちはなんとなく、わからないでもなかった。そんな自分がなんだかとても悲しかった。

　長丁場で我が慢まんしきれずに途と中ちゆうの自じ販はん機きで買ったペットボトルのジュースを片手に、雅人は玄関を上がって部屋へと向かった。とりあえず着き替がえて、一息つきたい。

　雅人はなんの警けい戒かいもなく、部屋のドアを開けた。

　瞬間。

「お、おかえりなさいませ！　ご主人さま」

　メイドの格好をしたアルテミスが、深々と頭を下げた。濃のう紺こんのワンピースに、フリルも華はなやかなエプロンドレス。頭にはご丁てい寧ねいに、これまたレースつきのカチューシャをつけていた。

　またその隣となりには。

「今日は、いかがいたしましたか？」

















　ナース服を着た結衣が、クリップボードを手に立っていた。顔を赤くして、微び妙みように伏ふし目めがちにしている。たっぷりと数秒、あんぐりと口を開けたあと雅人は結衣に言った。

「『いかがいたしました』は、こっちのセリフだ」

「あたしだって、好きでやってるわけじゃないよ！」

　結衣は、かくかくしかじかと事情を説明する。

「ちょ、ちょっと待て！　お前ら……あ、あれを見たのか!?」

　あれ、とはつまりパソコンに保存されていた秘蔵映像だ。

　ベッドに腰こし掛かけていたエロスは満面の笑えみでうなずいた。

「うん。なかなか良かったよ」

「感想なんか求めてない！」

　大声をあげてから、雅人はがっくりと膝ひざと手をついた。パソコンの中身を見られるのは、頭の中をのぞかれるのに等しい。それぐらい恥はずかしかった。もはや生きていられない。いっそ殺してくれとすら思う。いたたまれなくていますぐこの場を逃にげ出だしたいのに、絶望のあまり足あし腰こしに力が入らない。

　エロスは心配そうに雅人を覗のぞき込んだ。

「もしかして思い出して興奮しちゃった？　だから立っていられないの？」

「違うわ！」

　怒りを糧かてに、なんとか気を持ち直した。まだ思考を停止してはならない。ようやく見えてきた現状を、なんとかしなければ。

　つまりエロスは、雅人の反応を見ようとして、結衣とアルテミスにコスプレするように持ちかけたわけだ。いかにもエロスが考えそうなことだった。

「それにしても……よく二人が、うんって言ったな」

　アルテミスは、むすっと膨ふくれる。

「だって。もてなしもできないなんて思われたら、シャクじゃない。だからやってあげてるの！」

「だったら、なんで結衣まで」

「それは、」

「わたしばっかりじゃ不公平じゃない。もともと結衣が言い出したんだから、結衣だって見せてもらわないと」

　──ああ、そういうことか。

　必死の抵てい抗こうを試みた結衣だが、エロスとアルテミスに強ごう引いんに押おし切きられたに違ちがいない。うっかりすれば、もっと短いスカートとか、大だい胆たんに胸むな元もとが開いている服とかを着させられていたのかもしれない。押し問もん答どうの光景を思おもい浮かべて、雅人は心より結衣に同情した。

　そんな気苦労も知らず、エロスが話しかけた。

「それで、それで？　雅人は、どっちが好み？」

「どっちと言われても……」

　雅人はあらためて二人を見比べる。

　メイド服のアルテミスは腰こしに手を当てて、踏ふん反ぞり返かえっている。じつにメイドらしくないが、これはきっと照れの裏返しなのだろう。そう思うと可愛かわいらしく見えてくるから不思議だった。

　結衣のナース服もさまになっていた。しかし堂々としていればいいのに、気恥ずかしそうにうつむく仕草がかえって、煽せん情じよう的だった。やたらとスカートを気にしているからこそ、雅人もついそちらに目がいってしまう。妙みようにドキドキして、しばらくなにも言えなかった。

　すると、エロスがなんか勘かん違ちがいしたらしい。

「あ、そっか！　じっとしていちゃ、わからないよね。アルテミス、ちゃんとご奉仕してあげて」

「うっ……わかったわよ……」

　結衣が目を剥むいた。

「ちょっと、本気なの？」

　雅人の脳のう裏りにも、パソコン内の秘蔵映像がちらりと過よぎった。ひざまずいたメイドが、ご主人さまのさまざまなお世話をする。アルテミスは、まさかあれと同じことをしようとしているのか。

「待て。早まるな！」

　一歩踏み出したアルテミスがぴたりと止まった。難しそうな表情で雅人を見つめ、しばし沈ちん黙もくする。

「……わかった」

　良かった、わかってくれたのかと、雅人は胸をなで下ろす。

「わたしじゃできないと思っているんでしょ、バカにして。みてなさいよ」

「うおいっ！　そんなこと言ってねえだろ！」

　アルテミスは部屋の出入り口にいた雅人にずんずんと歩み寄ると、その腰あたりをむんずと捕つかまえた。どうするつもりかわからないが、雅人は念のためにと、ベルトを押さえる。アルテミスはギロッと雅人をにらみつけると、そのまま──

　雅人を横に押し退のけた。

「お茶ぐらい、きちんと入れられるんだから」

　アルテミスは、そう怒ど鳴なった。

「お茶……？　ああ、お茶ね」

　たしかにメイドの正当な仕事のひとつに間ま違ちがいない。

　雅人と結衣の安あん堵どの吐と息いきが重なった。目をあわせ、微び苦く笑しようしたところで結衣は顔を背そむけた。結衣も“〝その手のご奉仕”〟を想像していたならば、それはたしかに気恥ずかしい。

　そしてエロスはそんな空気をみじんも察しない。

「ねえ、アルテミス！」

「……なに？」

　廊ろう下かに消えようとしたアルテミスが、肩かたごしに振り返った。

　雅人と結衣もエロスを見やった。

　この期ごに及およんで、なにを言うつもりなのか。

　せっかく去ろうとしている危難を呼よび戻もどすつもりなら、実力行使で黙だまらせてやると雅人は思う。すると。

「ボクはジュースでいいよ。できればグレープ。注ぐだけだから、簡単でしょ？」

　雅人と結衣はずっこけた。

「わかったわよ！」

　アルテミスは怒鳴るとドアを勢い良く閉めた。キッチンへと遠ざかる足音を耳にして、雅人は今度こそ胸をなで下ろした。

「やれやれ……まったく……」

　落ち着くのは、まだ早かった。エロスはなにしてるのと言う顔で、結衣を突つつく。

「ほらほら、ぼーっとしてないで。結衣ちゃんも看護してあげなきゃ」

「え。でも、なにをすればいいの？」

「うーん。本当はヘビを用意したかったんだけど」

「ヘ、ヘビ!?」

「ほら、アスクレピオスも、その娘のヒュギエイアも、いつもヘビを連れていてね。その毒から薬を作ったりしてるんだけどさ。さすがにそれは難しいよねえ」

「あたりまえよ！」

　結衣は力のかぎり叫さけんだ。その首筋には鳥とり肌はだが立っている。どうやら苦手らしい。雅人だって得意なわけではない。

「そっかあ。健康になりたいだけなら、ステュクスの水につけるという手もあるんだけど。ちょっと問題があるんだよねぇ」

　ステュクスとは、かのアキレスが母テティスに踵かかとを握にぎってもらい浸つかったとされる冥府の川だ。死者が渡わたる川という意味では、日本の三さん途ずの川かわみたいなものだろう。その水のおかげでアキレスは不死身になったが、握っていた踵だけにはその不思議な力が働いていなかった。ゆえにそこを射られて命を落とすことになる、という話がある。現在、踵の筋や隠れた弱点のことをアキレス腱けんと呼ぶのも、その逸いつ話わから来ている。

　雅人はピンときた。

「つまりあれか。オレを脱ぬがそうって腹か!?」

「違うよー。そんな怯おびえてあとずさるなんて、生き娘むすめみたいだよ？　雅人」

「じゃあ、問題ってなんだよ」

「うん。あれってね、いたずらしたアキレスをテティスさんが、お仕置きしただけなんだよね。だから看護とはほど遠いんだよなぁ」

「……お仕置き？」

「踵を持つってことは、逆さまになるんだよ？　そのまま水に浸けるんだから、鼻から水が入って大変だよ」

　たしかに、言われてみれば折せつ檻かんっぽいよなぁと雅人も思った。幼少期のアキレスが涙なみだながらに、母親に許しを請こう姿を想像して、なんだか可哀かわいそうになってきた。

「それに、ステュクスの水は猛もう毒どくなんだよね」

「なんだと!?　じゃあ、その水のおかげで不死身になったって言うのもウソなのか？」

「ううん。それは本当。そりゃあ、ステュクスの毒に負けない身体になったら、不死身っぽくなるよね。ほら、下界でもワクチンってあるじゃない、あれと一緒だよ。あ、あと！　うまくいっても、調子に乗って渡り切っちゃったらダメだよ？　冥府に行ったら、二度と帰って来られないからね」

　そこまで言ったあとで、エロスは雅人の身体を爪つま先さきから頭のてっぺんまで見つめる。

「うーん。命の保障はないけど、雅人がどうしてもって言うなら行ってみる？」

「どうしても、行きたくない」

　たしかに死人になったら、医者はいらなくなるだろうけれど。

　エロスも「だよねえ」とつぶやく。

「それじゃあ、お食事のお世話は？　ほら、手をケガとかすると、食べさせてくれるんでしょ？」

「でも食事って言ったって……」

「ふふふふ。こんなこともあろうかと用意しておいた！　じゃん、おかゆだよー」

「用よう意い周しゆう到とうだな！　っていうか用意したなら、最初から出せよ。そして、なぜ湯気が出るほど熱々なんだ？」

「美お味いしそうでしょ、ボクが作ったの。誉ほめて、誉めて」

　ツッコミどころは他にもある。だったら最初からお茶も用意しておけば、わざわざアルテミスが淹いれに行かなくても良かったはずだ。雅人は呆あきれて、思わずため息をついた。

「おお。さっそく元気のない演技に入ってるの？　雅人ってば、やる気まんまんだね」

「なんでそうなる!?」

「ささ、そういうわけで、結衣ちゃん食べさせてあげて。ほら、おかゆを一口すくって……雅人は手を使っちゃダメだよ」

「えっと。ほら、きちんとやらないとエロスが納なつ得とくしてくれないから」

　言い訳する結衣の顔は耳まで真っ赤だった。心なしか涙目にすらなっていて、羞恥からか手にしたレンゲが小さく震ふるえていた。

「あーん」

　ものすごい切羽つまった「あーん」だった。雅人まで恥ずかしい。

　雅人はやつあたり気味にエロスを睨にらむが「さっさと食べなきゃダメ」とばかりに睨み返されてしまった。なるほど結衣の言ったとおり、これは食べないと納得しないに違いない。断れば、あとあともっと恥ずかしいことを強要されかねない。

　雅人は覚かく悟ごを決めて、えいやっとばかりに、おかゆを口にした。

「あっづっ！」

　思わず悲鳴をあげた。とりあえず吐はき出しこそしなかったが、喉のどを熱い塊かたまりが落ちていく感覚に涙が浮うかぶ。

「ご、ごめん。大だい丈じよう夫ぶ？　あ、う、え、えっと、なにか飲むもの、飲むもの──あ。これ、いいよね」

　結衣は可哀そうなほど慌あわてふためくと、雅人が持ち帰ったジュースのペットボトルを取り上げキャップを捻ひねった。

「あれ？　固い」

「結衣、回す方向が逆」

「あ、そっか。ごめん、ごめん。……はい、どうぞ」

　雅人はヤケドしかけた口内をなんとか冷やした。ペットボトルをテーブルに置いて、ようやく人ひと心ごこ地ちがついた。

　エロスは自分が作ったおかゆであることをさらりと棚たなにあげて、ため息をついた。

「もう、ダメだなぁ、結衣ちゃんは。……うんと、次はね」

「次があるのか!?」

「今度は大丈夫だよ、難しくないから。じゃあ、検温をやってみようか」

　落ち込んでいた結衣だが、それぐらいならばとうなずいてみせる。

「良かった。えっと、ちょっと待っててね。体温計は……あった、あった」

　エロスは救急箱をあさると、底の方から体温計を取り出して、結衣に渡した。

　それは水銀式だった。雅人は驚おどろく。

「はじめて見た」

　小さな温度計のようだが、中には水銀がきらめいていて、三十八度一分を示していた。

「こんなにいまの気温、高くないだろ」

「あ、あたし知ってる。こうやって振って、遠心力で下げるのよね」

　結衣は得意気につぶやくと、カーペットに正座したまま、ぶんぶんと体温計を振った。

　すると、その手がガラステーブルにあった雅人のペットボトルに当たってしまった。しかも、フタの閉め方が甘あまかったのか倒たおれた拍ひよう子しに外れて、中身がこぼれてしまった。

　さらにそのジュースが雅人にかかってしまう。ズボンの太ふと股ももから、股こ間かんにまでかなりの量だった。

　結衣はあわててペットボトルを戻すが、もう遅おそい。

「ご、ごめん、雅人！　大丈夫？」

「平気、平気。けど、ちょっと着替えてくるな」

　雅人が中座しようとしたそのとき、エロスが、ぽんっと両手を叩たたいた。

「さすがだね、結衣ちゃん！　着き替がえを手伝ってあげようってわけだ」

「え？　ええっ!?」

「ほら、やっぱり腕うでとかケガしていたら手伝ってあげるんでしょ？　それだ！　身体も拭ふいてあげるといいよね。というわけで、雅人」

「なにが『というわけで』だ！　どうして、そんなことばっか思いつくんだ、お前は!?」

「さあさあ、雅人。大人しく脱がされちゃいなよ。結衣ちゃんも恥ずかしがってちゃダメだよ。ほら、こうして、雅人のズボンの──」

　エロスは結衣の手をがっちり捕まえると、力ずくで雅人のズボンのチャックへ向けようとする。結衣は頬ほおを赤くしておろおろするばかりで、エロスの魔まの手から抜ぬけ出せない。

　さらに片方の手でエロスに押さえつけられた雅人は、声を張り上げた。

「アホか！　こら、やめろエロス」

「ぬっふっふっふっふっふっ。良いではないか、良いではないか」

「どこの悪代官だ、お前は！」

　なんてことをやっていると、階下から物音が聞こえてきた。

　がしゃん、がしゃん、がしゃん。

　雅人と結衣が息を呑のんだ。

「おい、いま、イヤな音が聞こえなかったか？」

「話をそらそうとしても、ムダだよ」

「本当だって！」

「エロス、いい加減にして！　ちょ、ちょっと、雅人のが、触ふれる、触れる！」

「あたりまえだよ、触さわらなきゃ着替えさせられないでしょ？」

　がらりっ。

　いきなりドアが開いた。さらに声が続く。

「ごめんなさい。その……カップを割っちゃった」

　アルテミスが、中の様子を見ずに、深々と頭を下げていた。

　エロスや雅人、結衣の動きがぴたりと止まったのと、アルテミスが顔をあげたのは、ほぼ同時だった。

　三人で組んずほぐれつする姿は、どこからどう見ても、救いようのないくらいふしだらだった。

「おい。勘違いするなよ、これには、深い事情があってだな」

「そう、そうなの。アルテミスが思うような、やましいことはなにもないの」

　無む茶ちやを言っているのは、本人たちだってわかっていた。

　案の定、アルテミスはわずかに顔を伏ふせて、拳こぶしを握りしめた。震わせた肩からは剣けん呑のんな空気が漂ただよい出す。

　このまま弓を持ち出したら、いよいよマズい。雅人は逃げる算段をつけようとするが、なにせここは二階。しかも自分だけじゃなくて結衣もいる。

　アルテミスの声は、思いのほか小さかった。

「……ナースなら」

「え？」

　なにを言い出すのかと雅人はあらためてアルテミスの顔をのぞき込み、ぞっとした。

　完全に目が据すわっていた。その顔は真っ赤になっている。

　アルテミスは、エロスたちを押し退け雅人に掴みかかった。

「な、なにする気だ？」

　怯える雅人をアルテミスは睨んで、こう言った。

「ナースにゃら、わたしだって、ふまくやれうんなからね！」

　長い沈黙が訪おとずれた。

　静せい寂じやくを破ったのは──

　ひっく。

　アルテミスのしゃっくりだった。

「な、なんだ？」

「どうしたの？　大丈夫、アルテミス」

　どんなときでも人を気づかえる結衣の優やさしい心が、このときばかりは裏目に出た。アルテミスは、ぐりんと結衣を振ふり向むくと、しばし固まる。そして。

「ひょーよね、子どもを取り上げなきゃいけないのは、あなたにょね。お産ははじめへ？」

　話が妙なところに、ぶっとんだ。なにをどうしたら、ナース服を来ている結衣が出産するなんてことになるのか。

　ここで、ようやく雅人も結衣も気がついた。

　アルテミスの吐息が酒さけ臭くさい。

　アルテミスは酔よっぱらっていた。そう考えれば目が据わっているのも、顔が赤いのも、話が意味不明なのも納得できる。アルテミスは結衣を押し倒すと、とろけた笑え顔がおで力ちから一いつ杯ぱいにうなずいてみせた。

「安心ひて。アピョロンを取り上げたのは、わたしにゃんだから」

　そして結衣のナース服のスカートを、がばっとめくろうとした。あらわになった太股の白さに雅人は思わずどきっとして、目をそらす。

「きゃ、きゃあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああああああ。やめて、ちょっと！」

「へーき、へーき。みんなはじめはー、こわひもんなんだからー。おひついて？　ね？　ひ、ひ、ふー」

「怖こわいのはお前だ、アルテミス！　こら、結衣から離はなれろ！」

「ねえ？　その呼吸、なに？」

　ラマーズ法を知っているあたり、さすがアルテミス。出産の神としても崇あがめられるだけある。

「いいからエロス、お前も手伝え！」

　そして事態はさらに混こん迷めいを極きわめた。

　がちゃり。

　ドアが開いた。

　結衣やアルテミスは相変わらずの攻こう防ぼうを繰くり広ひろげていて気付いていないが、雅人は凍こおりついた。母親が帰って来たのかもしれない。メイドのアルテミスがナースの結衣に襲おそいかかって、無痛分ぶん娩べんを施ほどこそうとしている図なんて、どう説明しても伝わらない自信がある。

　雅人の見上げた視線の先。

　そこにいたのは、目を見開いたケイローンだった。

　雅人は思わず胸をなで下ろし、エロスは笑みを浮かべた。

「ケイローン、おかえり～。帰るの早かったね」

「お。おう、エロス。なんとか抜け出してきたのじゃ、が」

「のん気に挨あい拶さつしてる場合じゃないよ！　──わ、ちょ、アルテミス、服が破ける！」

　ぎゃいぎゃい騒さわぐ三人をしばし見つめ、ケイローンはすべてを悟さとった。さすがは賢けん者じやと名高いだけのことはある。

「……むう。わしがちょっと目を離したスキに、土産みやげを勝手に飲んだのはアルテミスじゃな？　酒の神デュオニソス秘蔵のワインは、とても貴重なのに」

「そっか。ボクがグレープジュースとか頼たのんだから、間違えちゃったんだね。なんで酔っぱらっているのか、不思議だったんだ」

「問題はそこと違うだろ！　ケイローンもいつまでも悔くやんでないで、責任とれ！」

「ぬう。わしは被ひ害がい者しやじゃぞ？」

　ぶつくさ言いながらも、ケイローンはぱっかぱっかと蹄ひづめを鳴らして、雅人の部屋に踏み込んだ。半身半馬形態のケイローンは、それなりに大おお柄がらで力もある。アルテミスを背後から羽は交がい締じめにしようとして。

「邪じや魔まするんじゃない！　危ないでしょ」

　いきなりアルテミスのろれつが戻った。かと思ったら、アルテミスはどこからともなく矢を取り出し、弓につがえようとした。

　狙ねらわれたケイローンだけでなく、雅人やエロスまで身を引いた。ケイローンも矢を使うが、そもそもアルテミスから教わっている。いまここでアルテミスにかなう者はいない。

「どうすればいいんだ、これ」

「むうぅぅぅぅ。あ、そうだ！」

「なんだエロス。なんか良いアイデアでもあるのか？」

「うん！　……えっとね……結衣、ごめん」

「ええっ!?　見捨てた!?」

　結衣は涙目で、エロスを睨む。

　なんてことをやっている間にも、アルテミスの魔の手はさらに迫せまる。もはや結衣の下着が露ろ顕けんするのも時間の問題だった。

　結衣はとっさに口を開く。

「待って、違うの！　子どもなら、もう産んでいるの！　ほら、あっちの子がそう」

　結衣はエロスを指さした。

　ぐりんと、アルテミスは振り向き、にっこりと笑った。

「そうだったの？　なんだ」

　矛ほこ先さきを向けられたエロスは、声にならない悲鳴をあげた。

「ア、アルテミス？　なにを勘違いしているの？　ボクだよ、エロスだって」

　アルテミスはにこにこしたまま返事をしない。ただ、じりじりと寄ってきた。

「うわぁん。ひどいよ、結衣ちゃん！　ボクを身代わりにするなんて」

「そっちが先にやったんでしょう！」

　アルテミスはエロスへとさらに近寄り、その手を伸のばした。が、その手が掴つかんだのはエロスの手ではなかった。

「元気な男の子ね」

　隣となりにいた雅人の手を、アルテミスは握った。

「オ、オレ？」

「違ちがう！　そっちじゃなくて、隣の女の子！」

　しかし結衣の声など、もはやアルテミスの耳には届いていなかった。絵に描えがいたような誤ご爆ばくに雅人は頬を引ひき攣つらせ、エロスは安堵の息をついた。

「あらあら、可愛い子でひゅね」

　ろれつがまわっていないのか、赤ちゃん言葉になっているのか。ともあれ立ち上がったアルテミスは雅人をひょいっと抱だき上あげる。

「えっ？」

　小こ柄がらなアルテミスのどこにそんな力があったのかと雅人も結衣も目を丸くする。

「ご機き嫌げんはいかがでひゅか？」

　アルテミスは雅人をのぞき込んで、あやしはじめる。満面の笑えみは、純潔の女め神がみなのに不思議と母性を感じさせた。が、見とれている場合じゃなかった。

「ほら、高い、高～い」

　アルテミスは雅人の身体を軽々と宙に放ほうり投なげた。

「う、うおぉっ！　こ、怖い！　怖いって！」

「良かった。はしゃいでる、はしゃいでる」

「なんでそうなる!?」

　かたわらの結衣も止めにかかる。

「アルテミス！　危ないよ！」

「へーき、へーき。落としたりしましぇん」

　たしかに、しっかりと雅人をキャッチすると、再度宙に放り投げる。そして。

　べちっ。

「ぐへっ」

　雅人は天てん井じように大の字になって激げき突とつした。

「ほら、だから言ったのに！」

「ああ、アルテミスって出産を助ける女神だけど、自分で育てたことないからね。大目に見てあげてよ、結衣ちゃん」

「自分じゃないから、そんなこと言えるんだろ！」

　天井にぶつかった痛みで、雅人の目にはうっすら涙が溜たまっていた。

「あら、泣いてう。ああ、おむつを交こう換かんしなきゃ」

「違う！」

　雅人は力のかぎり首を横に振った。

　雅人の脳のう裏りに、さっきの結衣の惨さん状じようがよみがえる。ここで同じように、ひんむかれることになったら、もう誰だれも止められない。女神たちや結衣に見られるなんて辱はずかしめを受けようものなら、舌をかんで死んでやるとまで考える。

「違うの？　それなら……」

　雅人を赤あかん坊ぼうと思っているなら、口を聞いている事実に疑問を覚えてしかるべきなのだが、そもそも酔っぱらいに理り屈くつを求めてはいけない。

「そうか、お乳の時間にゃのね」

　アルテミスはそう決めつけると、またも結衣に顔を向けた。

「さあ、お母さん。お乳あげましょう」

「え、あ、ちょ。そんなのムリよ！」

「大丈夫、胸が小しゃくても母乳は出まふ」

「ひ、ひどい！」

　本当のことだからこそ、人は深く傷つく。しかしアルテミスは容よう赦しやしない。むんずと手を伸ばすと、結衣のナース服の胸むな元もとのボタンをぶちぶち引きちぎった。

「きゃ、きゃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ」

　さらにアルテミスは結衣の胸元に、雅人を近づけようとする。

「お、おい！　なんてことするんだ！」

　雅人は結衣の肩かたに手を伸ばし、押おし退のけようとした。

　が、しかし。

　ふにっ。

　雅人は弾はずみで結衣の胸に触れてしまった。

「どさくさに紛まぎれて、どこを……っっ」

「わざとじゃない！　それに、あんまりわかんなかったし」

「雅人まで！　ひどいっ」

　結衣が叫さけんだそのセリフに、アルテミスがぴたりと止まった。

「……雅人？」

　つぶやくとアルテミスは、手の中にある雅人をまじまじと見つめた。

　雅人は声もなく、息を殺してアルテミスを見つめ返した。その目は虚うつろなままだ。このあと、どう展開するのか、皆かい目もく見当がつかない。

　しばしの沈ちん黙もくのあと。

　アルテミスは唐とう突とつに口を開いた。

「雅人」

「は。はい」

　雅人は怯えていた。背筋が痛いぐらいに強こわ張ばっている。

　そんな雅人にアルテミスは、にこりともせずに真顔で告げた。



「雅人。好き」



　水を打ったように、その場が静まり返った。

　雅人も結衣もケイローンも、エロスでさえも動きを止める。ただアルテミスだけがゆらゆら揺ゆれていた。

「いま、なんて言った……？」

　ようやく口を開いた結衣に、雅人は五秒考えて答えた。

「ロシア人かなんかの知り合いだろう。ドラゴビッチ・マサトスキーみたいな」

「それはムリあるとボクは思うなぁ、雅人」

「うわあぁぁぁぁ。現実を直視させるなよ、エロスは！」

　なんて言っている間に、アルテミスは雅人を押し倒した。

「あいた！　お、おいっ！　なに考えてんだ！」

「アルテミス！　だめっ！」

　雅人と結衣が、ほぼ同時に声をあげるが、聞こえているかは怪あやしかった。アルテミスはそのまま雅人の顔に顔を近づけて──

　脇わきを擦すり抜け、そのまま床ゆかにキスをした。額がぶつかって、ごちんと痛そうな音が響ひびく。

　雅人と結衣は顔を見合わせ、次にアルテミスを見つめた。アルテミスはまるで土下座しているかのような格好で、

「…………すー…………すー…………すー…………すー…………すー…………」

　規則正しい呼吸を繰り返かえしはじめた。

　どうやら寝ねてしまったらしい。

　結衣と雅人は大きく息をついた。おろおろするばかりだったケイローンも表情を崩くずし、エロスも良かった良かったと笑みを浮かべる。と、いきなり思い出だしたように声をあげた。

「あっ！　そうだ、雅人」

「ま、まだなにかあるのか？」

　エロスは真顔で問いかけた。

「雅人は結局、メイドとナース、どっちが好みだったの？」

「…………エロス。ちょっと耳貸せ」

「え、なになに？」

　興きよう味み津しん々しんでエロスは雅人に耳を近づける。

　その耳を雅人は思いっきりひっぱった。



　　　　　※　　　　※



「やれやれ。今日は大変な目にあった……」

「たしかに。大変“〝おいしい”〟目にあったよね、雅人は」

「……なんだよ、それ」

「だって、ほら。アルテミスに告白されたじゃない」

　結衣は眉み間けんに皺しわを寄せた。

　雅人の家から結衣の家へと向かう途と中ちゆう。住宅街の路地は、すでに暗くなりはじめていた。近所だから大丈夫と結衣は言ったのだが、それでも雅人は送ることにした。

「あのな、結衣。酔っぱらいの言うことを真に受けるなよ」

　たしかに雅人も動どう揺ようしたけれど、いつまでも気にする方がどうかしている。雅人はそう思う。

「本当にそう？　酔っぱらっていたからこそ、なんじゃない？」

「どういう意味だ？」

　雅人をしばし見つめていた結衣だが、ふいにぷいっと目を背そむけた。

「わからないならいい！」

「なんだよ、機嫌悪いな──あ。さては胸を触ったこと、まだ怒おこってるのか」

「ち、違うわよ！　あああっ、もう！　せっかく忘れかけてたのに！」

　結衣は自身の胸に手を当てて、頬を上気させた。

「だから、あれは事故だって！」

「それはわかってるよ。でも、やっぱりショックなの！」

　だったらどうすればいいんだよと、雅人はしばし考える。

「わかった！　今後一切、結衣の胸には触りません」

「え？」

「だから。そんなにショックだったんなら誓ちかっておこうかなと。これで満足か？」

「い、いや。それはそれで、ちょっと困るというか、なんというか……」

　うつむいて、ごにょごにょとつぶやく結衣に雅人は眉まゆをひそめる。

　結衣は、唐突にキレた。

「もう！　ともかく、この話はおしまい！」

「……結衣から先に絡からんできたような気がするんだけどな」

　多少の理り不ふ尽じんさを感じながらも、雅人は結衣の隣を歩く。結衣の家まであと少しというところで、向こうからやってくる人ひと影かげに気がついた。小柄でアップに止めた髪かみの美しい女の子だった。

　結衣も彼かの女じよを見つけて、声をあげた。

「忍しのぶ！　あれ、今日はどうし……」

　結衣の声は途中で途と切ぎれた。のぞき込んでみれば、その顔には「しまった」と書いてある。制服姿のままの忍は、ぷうっと頬を膨ふくらませた。

「思い出した？　結衣から言い出したのに、もう」

　聞けば来週からテストなので、一いつ緒しよに勉強することになっていたらしい。しばらく結衣の家で待たせてもらっていた忍だが、もう遅いからと家路についたところだった。

「ごめん。すっかり忘れてた！」

　両手をあわせて謝あやまる結衣に、忍はようやく相好を崩した。どうも最初から本気で怒っていたわけではないらしい。

「まあ、しかたないよね。雅人くんと一緒だったんなら。うまくいったのね」

　結衣はほのかに頬を染めて、言葉を失くす。代わりに雅人が口を開いた。

「なんか勘かん違ちがいしているな。先に言っておくけど、別につきあってるとか、そんなんじゃないから。たまたまウチに遊びに来ていただけだからな」

「……ふーん。まあ、そういうことにしておいてあげるよ」

「信じてないだろ。あのな、ついさっきも『わたしに触るな』って怒られたところなんだぞ」

「……え？　そうなの？」

　結衣が拳で雅人の肩を小こ突づいた。

「そんな言い方してないでしょ!?」

「似たようなもんだろ」

「ニュアンスが全然違う！」

　言い争う二人を忍は交こう互ごに見比べ、ふいに肩を落とした。

「雅人くんは、本当にバカね」

「なんだ!?　ヤブから棒に！　そりゃあ成績はあんまり誉ほめられたもんじゃないけど」

　結衣はすかさず口を挟はさむ。

「そういうところがバカって言うんでしょ？」

　忍もすかさずたしなめる。

「結衣も人のこと言えない。そんなんじゃ、いつまでたってもダメだよ？　なにせ相手は雅人くんなんだから」

「うっ……それは……そうかもしれないけど……」

「おい、なんかよくわからないが、いちいちオレをバカにするんじゃない」

　うなだれる結衣とムッとする雅人を前に、忍は視線をあさってに向けてしばし思案する。そしていきなり雅人に切り出した。

「ねえ、雅人くん。今度、私と結衣と三人で勉強会しない？」

「ん？」

　忍は優等生で、全教科の成績が雅人より上だ。勉強できないから教えてあげようかと、またバカにされているような気がしなくもない。

　だがしかし、近づくテストに雅人が不安を感じているのも、また事実だった。エロスたちが同居してからと言うもの、なにかと騒がしくてロクに勉強もできなかったんだから、これはもうしょうがないよなと自分に言い訳する。

「まあ、じゃあ、いいか」

「そうこなくっちゃね」

　その屈くつ託たくのない笑顔に、雅人は「忍に他意はなかったのかな」と思い直した。





　結衣の家まで目と鼻の先だったので、その場で別れて雅人は家路についた。

　が、すぐに思い出した。

「おっと。マンガを貸しっぱなしだったな。読んだって言ってたし、もういいだろ」

　ちなみに貸していたのは、ギリシャ神話や星座をモチーフにした往年の名作マンガだ。結衣もエロスたちとつきあうようになって、いろいろ興味が湧わいてきたらしい。

　雅人は、マンガを返してもらおうといま来た道を戻もどった。路地を折れて結衣の家が見えたところで、雅人は立ち止まる。

　結衣と忍が、立ち話をしていた。

「忍ったら、なんで勉強会なんて言い出したの？」

「ダメだった？」

「そうじゃないけど……」

「そんなふうに煮にえ切きらないからよ。エリスやアルテミスに先を越こされても知らないよ？」

　話し声が風に乗って聞こえてきた。結衣たちは雅人に気がついていない。

　それにしても先を越すとは、おおげさだと雅人は思う。成績でエロスやアルテミスに遅おくれを取ることなど、万にひとつもないはずだ。なにせ本人たちは真面目まじめに勉強するつもりがないのだから。

「うっ……それは……そうかもだけど……」

「なに？　もしかして、すでになにか進展でもあったの？」

「う、うん。アルテミスがちょっと……」

　肩を落とす結衣に忍は軽くため息をついた。

「じゃあ、なおのこと頑がん張ばらないとね。それに、これは私のためでもあるのよ」

　なんとなく深刻な雰ふん囲い気きを感じたが、このまま聞いているわけにもいかない。雅人は手をあげて、声をかけようとした、その瞬しゆん間かんだった。



「だって私は結衣のこと好きだもん」



　思わず雅人は路地を引き返して、身を隠かくした。

　いま、聞いてはいけないことを聞いてしまった気がする。いや、さすがに聞きき間ま違ちがいだろうと雅人は思いなおそうとするが、しかし。

「好きって、そんな……」

「前にも言ったの、覚えてるでしょ。もしかして冗じよう談だんだと思っていた？」

　雅人はいけないと思いながらも、盗ぬすみ聞ぎきを続けてしまう。遠目に見えた忍の無理して作った笑顔と、結衣の困りはてた表情に、聞き間違いや冗談などではなかったと確信する。

　忍は、やけに明るい声で言った。

「好きな人がね、いつまでも悩なやんで苦しんでる姿を見るのはつらいよ。できれば結衣には幸せになってほしいもの」

「あ。う、えっと……ごめん」

　ぶんぶんと忍は首を横に振る。

「結衣は私のこと、嫌きらい？」

「ううん！　まさか！　そんなことない！　好きだよ？」

「よかった。ありがとう──それじゃあ、またね」

　忍は笑え顔がおを浮うかべると、手を振って別れを告げた。

　そんな光景を前に、雅人は息を殺しつづけるしかなかった。










　　　二章





「えー？　なんで？　どうして、ボクたちは一緒に勉強できないの？」

　次の日曜日。

　これから結ゆ衣いと忍しのぶが、家に勉強しに来ると知って喜んだエロスだが、雅まさ人とに早々と退場命令を下されてしまった。

「どうしてって、狭せまいからだよ」

　雅人の部屋は六畳じよう程ほど。ベッドや本ほん棚だな、勉強机まで置かれていてけっして広くない。真ん中の小さなガラステーブルに、三人がノートを広げるだけでも窮きゆう屈くつだった。

「うーっ。ずるーい。ボクも勉強しようと思っていたもん！　一緒にやる～！」

　留学生であるエロスたちも当然、週明けのテストを受けることになっていた。いままでロクに勉強なんてやってこなかったくせに、エロスはテーブルにかじりついて離はなれない。お気に入りの忍が来るからなのか、それともなんだか面おも白しろそうな気配を感じ取ったからか。

　どちらにせよエロスがこう言うことぐらい、雅人だって見当がついていた。

「だからエロスとアルテミスのために、先生をお願いしておいたぞ」

　雅人は部屋のドアを、がちゃりと開ける。

　半人半馬のケイローンが教科書を小こ脇わきに抱かかえて立っていた。銀ぎん縁ぶちメガネをくいっとあげて、きりっと笑ってみせる。ケイローンの視力は悪くないので伊だ達てメガネだ。

「家庭教師のケイローンじゃ。これからはケイローン先生と呼ぶように」

　ケイローンはカタチから入るタイプだった。

　エロスの隣、事態を静観していたアルテミスまでが口をあんぐりと開けた。

「待って。わたしも？　聞いてないわよ」

「言ってなかったからな──っていうか、そもそもここ二、三日、オレが話しかけようとしてもアルテミスは逃にげてただろうが」

　アルテミスは苦虫をかみつぶしたかのような顔で押し黙だまった。

　先日、酔よっぱらってしでかした自身の醜しゆう態たいをエロスから聞いて、アルテミスはウソだと大おお騒さわぎした。本人はなにも覚えていなかったらしい。気持ちはわかるが事実だし、アルテミスだって耐たえがたい翌朝の二日ふつか酔よいを経験しては否定しきれなかったのだろう。以来、アルテミスは雅人から話しかけられるたびに、なにかと理由をつけて逃げ回まわっていた。

「それはそうだけど……でも、よりによってケイローンに教わるの？」

　その昔、ケイローンに狩しゆ猟りよう技術などを教えたのはアルテミスである。かつての教え子に教えられるとなれば、アルテミスとしては複雑に違いない。

　逆にケイローンは、じつに楽しそうだった。馬の部分のままの尻尾しつぽが、ぶんぶん揺れている。いつも犬に偽ぎ装そうしているせいか、このあたり、すでに馬なのか犬なのかわからなくなりつつある。

「はっはっはっはっ。大だい丈じよう夫ぶじゃ。アルテミス殿にしていただいたように、懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてさしあげよう」

　ケイローンの口元に笑みが浮かび、アルテミスは頬ほおを引き攣らせた。かつて、どんな教わり方をしたのか。雅人は怖こわいので考えないようにした。

「ケイローンの方が、高校の勉強はわかるからな。あ、近代史とかはいいからな。わからなかったらオレが教える」

　なにせずっとオリンポスに籠こもっていたケイローンであるからして、普ふ遍へん的てきな知識はともかく新しいことには妙みように疎うとかったり、誤解していたりするフシがある。

「だからエロスたちはケイローンと一緒に居間で勉強してろよ。そういうわけで、さっさと出ていった、出ていった」

　雅人はエロスたちの肩を出口に向けて押す。

　むぅと口をとがらせながら、エロスは雅人の顔をじろりと見つめる。

「……なんかさ。雅人、ボクらを強ごう引いんに追い出そうとしていない？　なに、なんかボクたちがいたらマズいことでもあるの？」

　雅人はぎくりとする。

「そ、そんなわけないだろ？　考えすぎ、考えすぎ」

「……あやしい」

「なによ、エロス。わたしたちを追い出して、雅人がなにをするって言うの？」

「そんなの決まってるじゃない」

　アルテミスにエロスは即そく答とうした。

「３Ｐだよ」

「あほかっ！　どうして、そうなるんだよ！」

　つっこむ雅人のわきで、アルテミスは怪け訝げんな顔でエロスを突つつく。

「なにそれ？　ワンピースの親しん戚せき？」

「たしかにワンピって略すけど、違うよ～」

　ケイローンが、ぽんっと手を叩たたいた。

「あれか！　落語家の──」

「それは三さん平ぺいな」

　雅人が反射的につっこんだ。

　まだわけのわからないアルテミスとケイローンにエロスは、ごにょごにょと耳打ちした。

　ケイローンですら絶句した。アルテミスは火が付いたように頬を赤くして、雅人を睨にらみつける。唾つばでも飛びかねない勢いでひと言叫ぶ。

「信じられない！」

「信じるなよ！」

「そんなに女好きだったの!?」

「男好きではなさそうだけどねぇ」

「エロス、お前は黙ってろ！」

　ぴんぽーん。

「うるさいっ！」

　思わず声に出してしまって、雅人は赤面した。エロスはニヤニヤと口元を緩ゆるませる。

「呼よび鈴りんにツッコんでるの？　それともお客さんに？　あ、それならボクが『うるさい』って伝言してきてあげるよ」

「待て、このバ神カミ」

　雅人は出口にダッシュしようとするエロスの襟えり首くびを捕つかまえ、ケイローンに引ひき渡わたす。

「ケイローン、じっくり、がっつり、こってり、頼たのむ」

「なにそれ。どんなラーメン!?　ボクはあっさりが好きだよ」

　しかしケイローンはエロスの戯ざれ言ごとに耳を貸さずに、階下へと引きずっていった。

「アルテミスも」

「言っておくけど、もし、ふしだらなこと」

「しないから。いい加減にしないと怒るぞ」

　アルテミスは眉間に深い皺を刻むと、不承不承部屋を出て、勢い良くドアを閉めた。雅人はやれやれと深いため息をつく。

　ぴんぽーん。

「おっと、いけない。──はい！　いま行くよ！」

　雅人は大声で答えると、気を引き締しめつつ、玄げん関かんへと急いだ。

　忍と結衣は両思いで恋こい仲なかなんだから、邪じや魔まが入らないように協力してやらなくっちゃな、と、雅人は思うのだった。
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　天板が長方形のガラステーブルに雅人と結衣が仲良く並んで座すわって、左ナナメ横に座る忍の説明を聞いていた。

　雅人としては、結衣と忍に並んで座ってもらうつもりだったのだが、勉強を教えてもらう都合上、こうせざるを得なかった。忍は雅人が取り組んでいる数学の問題を、ポイントを押さえながら解きあかしていく。

「……ここで、さっきの公式を使うと……」

「あ、そうか。わかってきたぞ」

　雅人はシャーペンを走らせて、計算式をノートに書いていく。結衣はその隣となりで問題集の解かい答とう欄らんと雅人のノートを代わる代わる見比べた。

「できた！　これで、いいのか？」

　目配せすると結衣は、こくこくと何度もうなずいた。忍も笑えみを浮かべる。

「雅人くん、飲み込み早いね」

　誉められて素す直なおに喜ぶ雅人だが、はたと我に返った。忍は教えるのも上う手まくて、しかも誉め上手と来ているから、つい夢中で問題に取り組んでしまった。それはそれでいいことなのだが、今日の目的は勉強だけではない。

「結衣も、わからない問題あったら、教えてもらったらどうだ？」

「そうしようかな。雅人でもわかったぐらいだもんね」

「オレ“〝でも”〟って、ナチュラルに失礼じゃないか!?」

「はいはい。ムダ口、叩かない。……それで結衣は、どこがわからないの？」

「うん。ここなんだけど……」

　忍は身を乗り出して、結衣に肩かたを寄せる。

　忍はおしゃべりしながら、結衣が自分で解法に気付くように誘ゆう導どうしていく。結衣がひらめいて明るい顔をあげた瞬間、至近距きよ離りで目が合った忍はわずかに息を呑のんだ。つい、どきっとしてしまったらしい。なんとかすぐに気を取り直して、また解説を続けていく。結衣も、忍の一言一句にこくこくとうなずいている。

　仲むつまじく、微笑ほほえましい光景だった。

　はっきり言って最初は雅人も驚おどろいた。

　やはりちょっと一いつ般ぱん的てきではないし、忍も結衣もそんな趣しゆ味みがあるとは思っていなかった。けれど、どうだろう。こうしてみれば、なかなか悪くない。結衣は多少男おとこ勝まさりなところがあるし、男の目から見てもスラっとしていてカッコいい。忍は女の子らしい可愛かわいさがある。

　──多少の障害はあるかもしれないが、本人が良いならそれでいいじゃないか。

　エロスのような神さまと一緒に暮らして、自分も毒されてしまったのかもしれないと雅人は苦く笑しようする。エロスは女性なのに、プシュケという奥おくさんをもらっているし、アルテミスの弟アポロンはヒュアキントスという少年を恋こい人びとにした過去がある。

　なにも問題はない。

　そのはずなのに一いつ瞬しゆんだけ、雅人の胸が痛んだ。

　わずかに戸と惑まどったものの、雅人はそれを寂さびしさだと結論づけた。仲の良かったイトコがお嫁よめに行くときにも似たような感情を覚えた。あれと同じ感情のような、気がした。

　雅人は気を取り直して立ち上がった。

「お茶でも淹いれてくるよ」

「そんな気にしないで」

　忍は遠えん慮りよするが、雅人は首を横に振ふって部屋の出口に向かう。お茶を淹れるという言葉にウソはないが、できればしばらくこのまま二人きりにさせてあげるつもりだった。

　そのとき忍は結衣の脇わき腹ばらをこっそりと突つついた。

　忍の目配せに結衣は小さく声をあげる。

「そっか……えっと、あたしも手伝うよ」

「え？　お前は忍と一緒に待ってろって」

「そんなこと言わずに、手伝わせてよ」

「いいから。結衣は大人しく座っていろって！」

　せっかくの厚こう意いをムダにするつもりかと、多少語気を荒あららげてしまったのが悪かった。結衣はあらぬ疑いを抱いだいて、見る間に眉間に皺を寄せた。

「もしかして、かえって邪魔だって思ってるの!?　料理は失敗しちゃったけど、さすがにお茶ぐらいあたしだって淹れられるってば！」

　アルテミスと料理を競きそった際に大失敗した一件は、結衣の心に深いトラウマを植えつけてしまったらしい。

「そ、そりゃあ雅人の方が上手かもしれないけどさ」

「だったら任せてくれよ」

「なによ！　男なのに料理上う手まいなんて、あたしの立たつ瀬せがないじゃない。バカっ！」

「なんでオレは叱しかられてるんだ？」

　言いようのない理不尽さに雅人が、さらにムッとしたところ、忍が間に割って入った。

「まあまあまあ。ふたりとも、くだらないことでケンカしないで。どーどーどー」

　荒あら馬うまをなだめるがごとく雅人と結衣の肩をぽんぽん叩くと、忍は仕方ないとばかりに切り出した。

「じゃあ、私が淹れてくるよ」

　そして忍は雅人と結衣の脇わきを擦すり抜ぬけて、そそくさと部屋を出てしまった。

「……あ、あれ？　おい！」

「大だい丈じよう夫ぶ。お勝かつ手ての場所くらいわかるよ」

　忍の声が階下から聞こえてくる。追いすがろうとしたが、シャツの裾すそを結衣に掴つかまれて雅人はあきらめた。あまり執しつ拗ようなのも、なんだかおかしい気がする。もっとスマートにさりげなく気を回せないものかと、雅人は肩を落とした。

　振り返ると結衣はばつの悪い顔をしていた。

「ついカッとなっちゃって……ごめん」

「いや、オレも熱くなりすぎた」

　雅人はため息をつくと、あらためて結衣をまじまじと見つめた。

　チェックのミニのスカート。上はキャミソールに、ざっくりとカーディガンを重ね着していて、頭にはカチューシャを付けている。

「どうかした、雅人？」

「あー。いや、なんというか、ずいぶん可愛いな」

「え？　可愛い？　ほんとに？」

「うん。まあな」

　おそらく、忍と会うので気合いを入れてきたに違ちがいない。そういうところは可愛いよなと雅人は思う。むしろ忍などは、パーカーに七しち分ぶ丈たけのデニムという格好で、ちょっと普ふ段だん着ぎすぎる気もする。もしかしたら結衣の方が夢中なのかもしれない。

　結衣は多少テレながら、思い切ったように口を開いた。

「えっと、その……雅人も、カ、カッコいいと思うよ」

「え？　オレは普ふ通つうだろ」

　雅人は自身を見み回まわす。無地のシャツにジーンズで、いたって普段着だ。

「あう、えっと、そうじゃくて……ああ、もう、いい」

「なんだ？　よくわからん」

「わからないのは、雅人の方だよ。なんか今日、そわそわしていない？」

　ぎくり。

「き、気のせいだろ」

「本当に？」

　結衣は雅人に一歩踏ふみ込んで、間近からまじまじと顔をのぞき込んだ。はじめこそ目を逸そらしていた雅人だが、いつまでもそうしてはいられない。結衣を見つめ返す。

　そこでふいに雅人は、結衣の首筋に手を伸のばした。

　結衣が、はっと息を呑んだ。

「な、ちょっと、雅人!?　二人っきりになったからって、そんないきなり──」

「動くなって！」

　雅人は、さらに結衣の後ろ襟えりにさらに手を伸ばす。結衣は頬を赤く染めて、ぎゅっと目を閉じ、小さく震ふるえだした。思いっきり力が入っているのが、傍はた目めにもわかる。

　雅人は無言のまま、わずかに結衣の首もとに顔を寄せて、そして。

　結衣の襟えり元もとに付いていたなにかを、びっと引き剥はがした。

「………………え？」

「これ。クリーニング屋のタグが付いたままだったぞ。恥はずかしいヤツだな」

　雅人は苦笑する。気合いの入った服だなと思ったけれど、クリーニングからの下ろしたてだったとは。

「な、なんだ……私は、てっきり……」

「なんだと思ったんだ？」

　問われた結衣は、さらに顔を赤く染める。

　雅人はますます訳がわからない。なれない勉強をしすぎて知ち恵え熱ねつでも出たんじゃないのかと真面目に心配しはじめる。

　結衣は、かなり逡しゆん巡じゆんした末、なかばヤケ気味に言い放った。

「雅人があたしを押おし倒たおすつもりなのかと思ったの！」

　しばし静せい寂じやくがあたりを包つつんだ。

　それを破ったのは──。

「ぷっ」

　雅人の失しつ笑しようだった。

「そんなことするわけないだろ？」

　肩を揺ゆらしてお腹なかを抱えて笑う雅人を、結衣はあっけに取られて見つめていた。その顔を見て、雅人はなおも笑い転げる。

「あ、あれか！　結衣の『オレを好き』って冗談を真に受けて、その気になっちゃったかも、とか心配したのか？　バカだな、結衣」

　雅人は、まだ笑っている。

　結衣も、ようやくその相好を崩くずした。

「くすくす──ほんと、あたしもバカだ。雅人の言うとおりかも」

　ツボに入ってしまって涙なみだまで浮かべている雅人は気付かなかった。

　結衣の笑いに、わずかだが、もの悲しさがふくまれていることに。

「結衣も、ときどきおかしな勘違いするよな」

「うるさいなぁ。──というより、そんなこと言ったら雅人だって変わらないよ」

「ええ？　そうか？」

「そうよ。勘違いしている自覚がないから、問題なの」

「……勘違いしている自覚があったら、それ、すでにもう勘違いじゃないんじゃないか？」

「あ、そっか！」

　なんてバカな話をして、ふたりはまたしばらく笑ったのだが、ふいに雅人が押し黙った。

「雅人、どうかした？」

「なんかな。静かすぎると思って──」

　結衣も笑いをおさめる。たしかにあたりは静かだった。もともと閑かん静せいな住宅街の一画にある雅人の家だったが、それにしても物音ひとつしない。

　雅人はぐるりと視線を巡めぐらせて、部屋の扉とびらに目を向ける。なにか言おうと口を開きかけた結衣に「しっ」と指を立てて押し黙らせると、抜き足あし差し足でドアに忍しのび寄よる。

　雅人は息を殺して、いきなり、がちゃっとドアを開けた。

　そこには、誰だれもいなかった。

　廊ろう下かに首を突き出だして、左右を見渡しても、誰の姿も見えなかった。

「考えすぎか」

「どうしたの？」

「うん。なんか視線というか、気配を感じたから、もしかしてと思って。ほら、エロスとかアルテミスなら、のぞいていても不思議じゃないだろ」

　なにげなく口にしたひと言だったし、間違ったことは言っていないと雅人は思う。

　しかし結衣は、ものすごいふくれっ面つらをした。

「別にいいじゃない。聞かれて困るようなことを話していたわけじゃないんだから。それとも、なに？　そんなにアルテミスが気になる？」

「なんだ、いきなり怒おこり出して」

　結衣はさっきまであんなに笑っていたのに。雅人はまったく理解できない。いつどこで、どんな地じ雷らいを踏んでしまったのだろう。

「っていうか。なんでアルテミスだけの話になってるんだ？」

　雅人はちゃんとエロスとアルテミス、二人の名を出したはずだ。

「そんなの知らない！」

　結衣は怒ど鳴なって、そっぽを向いた。

　と、ちょうどそのとき。がちゃりとドアが開いた。

　湯気の立ったカップの載のったお盆ぼんを手にした忍だった。

　忍は入るなり、むくれている結衣と困った顔をしている雅人を見つけて目を丸くした。

「まだケンカしてたんだ。いい加減にしたらどう？」

「いや違う……けど、まあ違わないか」

　雅人は細かい説明をあきらめて、ただ苦笑を返した。



　　　　　※　　　　※



　ちょうどその頃ころ、エロスは胸をなで下ろしていた。

「危なかった～。もうちょっとで雅人に見つかるところだったね」

　かたわらのアルテミスにエロスは笑いかける。

　二人がどこにいたのかと言えば雅人の部屋に面した廊下の、その上だった。天てん井じように張りついていたエロスとアルテミスは、忍が部屋に戻ったことを確かく認にんして、ゆっくりと降りてきて、翼つばさをおさめた。

「右も左も隠れる場所がないから、上に飛ぼうなんて、アルテミス賢かしこい！」

　これぐらいでそんな素直に誉ほめられるとアルテミスも、かえって居い心ごこ地ちが悪い。

「他に方法なんてないでしょう」

「そんなことないよ？　ボクも隠れる方法を、ひとつだけ思いついていたんだ」

「そうなの？」

「うん、ボクって魚に変身できるじゃない。いつもは大きなアロワナだけど、その気になれば小さい魚になれるって知らなかった？」

「……まあ、それは知ってるけど」

　廊下には金きん魚ぎよ鉢ばちもない。どこに隠れるの、というアルテミスの視線に応こたえるようにエロスは、アルテミスのお腹を指さす。

「ここ！　アルテミスに飲みこんでもらおうかと。ほら、この前、見たじゃない」

　アルテミスは思い出す。数日前にケイローンのパソコンをいじって、ネットの動画を見ていたときのことだ。とある男がコップの金魚を飲み込んで、その後、生きたまま吐はき出していた。

　動画のタイトルは『人間ポンプ』だ。

「わ、わたしにあれをやらせるつもりだったの!?」

「うん。あ、絶対に噛かんじゃダメだよ？　あと、すぐに吐き出してくれないと、消化されちゃうから、気をつけてね」

　アルテミスはつっこむ気力すら失くして、大きくため息をついた。だいたいそうやってエロスは隠かくれられたとしても、アルテミスはどうしろと言うのか。絶対にそこまで考えていなかったはずだ。

「それにしても結衣ちゃんと雅人、仲良いよね。さっきもあんなに近かったし」

「またケンカしているじゃない」

　しかもその途と中ちゆうで自分の名前が出たことに、アルテミスは内心穏おだやかではない。自分がケンカの原因になっていると思えば心苦しい。しかし結衣の言うとおりに雅人がなにかと自分を気にかけてくれているのだとすれば、ちょっと嬉うれしい。

「アルテミス、日本の諺ことわざでもあるじゃない。ケンカするほど仲が良いって」

「それ諺なの？」

　アルテミスは首を傾かしげるが、エロスは聞いていない。

「もしかして結衣ちゃん、雅人のこと好きなんじゃないかなぁ」

「な！」

「だったら応おう援えんしてあげたいよね」

「そ、それは困る！」

　思わずアルテミスは声を荒らげていた。エロスが慌あわてて口をふさいで、そっとドアを見やる。幸い雅人たちには気付かれていなかったらしい。エロスは小さく息をついて、気をつけてよねという目をアルテミスにした。

　アルテミスとしても、どうしてこんなに動どう揺ようしているのか、不思議でしかたなかった。エロスにまで首を傾げられる。

「どうして？　結衣ちゃん、いい子じゃない。そう思わない？」

「それは、思うけど」

　正体を知っているせいもあるが結衣は、日本の学校生活で不自由がないようにとアルテミスたちをいつも気づかっている。老ろう若にやく男なん女によの区別なく人気があるし、顔だって悪くない。

　そもそも結衣と雅人がくっつけばいいと最初に言い出したのは、他ほかならぬアルテミスだ。

　いまでも、どうせ誰かとつきあうならば結衣が雅人のためにもいい。それなら納なつ得とくできる、と思っている。

　しかし、それでも雅人と結衣がつきあうのは想像したくなかった。矛む盾じゆんしているのは、わかっているがどうしようもない。神さまにだって理解しがたい問題が、世の中にはあるのだ。

　するとエロスがふいに両手を叩いた。

「あ、そうか！　さすがアルテミスだね？」

「え？」

「ほら、だって。最初から雅人のことを好きだったらボクの矢の出番がないもんね。それだと、また恩返しできなくなっちゃうから、アルテミスは困るってことでしょ？」

「……そ。そうよ！　そのとおり、わかってるじゃない。わたしはエロスのお目付役で来ているんだから。いつまでも恩を返せないと、わたしだって困るのよ」

　そしてごまかし笑いを浮うかべて、アルテミスは内心の動揺を押し隠した。

　自分ですらわからない“〝自分の気持ち”〟が露ろ顕けんしてしまうのかと思って、アルテミスはおおいに慌てた。

「どうしたの、アルテミス。冷ひや汗あせかいて、具合悪いの？」

「え？　ううん。違う。なんでもないわ」

「……なんでもあるじゃろう。課題を投げだして、こんなところで遊びおって」

　いきなりの声に二人はびくりと肩を震わせた。ゆっくりと振り返かえると、半人半馬のケイローンが腕うでを組んで立っていた。その口元がぴくぴく震えている。

「ちょっとわしが『競馬中ちゆう継けい』に気を取られているうちに、まったく」

「どうだった？」

「うむ。ＧⅠに出てくるような馬は、さすがどれも肉体美を誇ほこっておったな。特にあの牝ひん馬ばの臀でん部ぶはすばらしかった」

　遠い目をしたケイローンは、はたと我に返った。エロスはにやにやと笑い、アルテミスは呆あきれた顔をしていた。

「なにを言わせるのじゃ！　もう怒おこった。エロスにはさらにがっつり、みっちり指導してやるでのう。アルテミス殿どのもまだ終わってないぞ」

　ケイローンはエロスの身体をひょいと抱かかえあげる。

「や、やだぁ、ケイローン、スパルタだもん。降ろしてよ、やーめーてー、人さらいー」

　ぱっかぱっかと蹄ひづめを鳴らしてケイローンは、じつに器用に階段を降りていく。

　何事かと不思議に思った忍が、雅人と結衣の制止を振り切きって廊下に顔を出したのは、その直後だった。

















　　　　　※　　　　※



「な？　気のせいだったろ。いまはエリスとアルテミスが階下にいるだけだから、男の声なんてするはずないんだよ」

「そうかな？　そうよね」

　ようやく納得した忍に、雅人と結衣は揃そろって胸をなで下ろした。なにを騒さわいでいたのかはよく聞こえなかったが、エロスとアルテミスとケイローンが廊下にいたのはたしかだった。万一、忍が半人半馬のケイローンを目にしたら卒そつ倒とうしかねない。雅人と結衣が時間を稼かせいだおかげで、事なきを得たのだった。

　ピンチを乗り切った二人の視線がぶつかった。お互たがいに微び苦く笑しようを浮かべたが、それも束つかの間ま。結衣はすぐに真顔に戻もどって、もとの場所からちょっと左にずれて座った。つまり雅人から離はなれて、忍にちょっと近寄ったことになる。

　忍も呆れたようにため息をついた。

「いい加減、機き嫌げん直したら？」

「別に普通よ」

　絶対、機嫌悪い。結衣がなんで怒っているのか、いま一つわからない雅人だが、このままでは居心地が悪い。忍にしたって、それは同じだろう。

　さて、どうしたものかと雅人が考えていると、忍が口を開いた。

「ねえ。雅人くんって星座に詳くわしいって言ってたよね」

「お、おう。正確にいえばギリシャ神話に興味があるんだけど……そっか、忍はたしか天文部だったな」

「そうそう。夜中に天体観測とかしているんだ。なかなか綺き麗れいだよ」

　雅人は思おもい浮かべる。満天の星の下、屋上で天体望遠鏡をのぞきこんでは、ふたり肩を寄せ合って他た愛あいもない話で盛り上がる。悪くないシチュエーションだと思う。

「結衣も最近、興味持ちはじめたよね」

「まあ、そうね。ギリシャ神話の神さまって、本当はどんな人なんだろうとか、いろいろ考えるようにはなったかな」

　エロスたち、本物の神さまを前にすれば、その気持ちもわからなくはない。

　そこで雅人は、はたと気がついた。いま、この流れは気を利きかせるチャンスではないか。雅人は勢い込んで結衣に言った。

「だったら結衣、忍と二人で天体観測してこいよ」

「だったら結衣、雅人くんと二人で天体観測してきなよ」

　ほぼ同時に、忍も言っていた。

　雅人と忍は顔を見合わせる。お互い、なんでそうなると言いたげな顔をしていた。

「忍の方が望遠鏡は詳しいだろう？　忍と星空を見ればいい」

「女の子ふたりで天体観測なんて危ないじゃない。結衣は怖こわがりだし」

「へ、平気よ？」

　無意味に強がる結衣は、当然のようにスルーされた。

「星座や神話についてお話するなら、雅人くんの方が適任でしょう。望遠鏡は貸してあげるから行ってきなよ」

　せっかくデートをお膳ぜん立だてしているのに、どうして自らぶち壊こわしてしまうのか。雅人には、まったく理解できないが、このままではマズい。なんとか自分が行けない言い訳を考えないと。

「あー。じつはオレ、望遠鏡はマズいんだ」

「どうして？」

「えっと……昔、天体観測をしに望遠鏡を担かついで公園に向かう途中で、だな。警察官に職務質問を受けたことがあるんだ。のぞきでもしてるんじゃないかって」

「のぞきなんてしてたの？」

「違う！　やってない。あらぬ疑いだったんだ！　でも、やっぱり怖くてさ。それ以来、望遠鏡を持てないんだ」

「雅人くんに、そんなトラウマがあったんだ」

　忍は声を落として、顔を伏ふせた。

　もちろんいまの話は真っ赤なウソだ。うまく信じてもらえたようだが、それはそれで多少、雅人は胸が痛かった。

「まあ、そんなわけだからオレは天体観測には……」

「だったら、望遠鏡なしでいいね」

「は？」

「星座を見るだけなら、大だい丈じよう夫ぶだよ。屋上にあがって二人で夜空見上げるだけでも、綺麗だし、ロマンチックだよ。あ、そうだ。ずっと上見ていると疲つかれちゃうから、エアマットあるといいかもね。その上に寝ねころんで、星を見るの。うん、それ、ウチにあるから貸してあげるね」

　雅人の口がぽかんと開いた。

　屋上でエアマットとは、忍もなかなか考える。しかし、なぜそれを雅人にやらせようと言うのか。

　──あれか！　これがいわゆるネトラレってヤツか？　自分の好きな人が誰かに寝ね取とられてしまう状じよう況きように、なぜか興奮するという趣しゆ味み嗜し好こうがこの世には存在するって、エロスのヤツが言っていたよな。

　そこまで考えて、雅人は自分にツッコミを入れた。そんなわけあるか。

「あー。えっと、じつはオレ、屋上もダメなんだ」

「なんで？」

　雅人は必死に考える。屋上に行けない理由、屋上、屋上──。

「じつはな……話すのも辛つらい、悲しい思い出があるんだ。オレの親友が学校の屋上で遊んでいたときのことなんだ。寄り掛かかったフェンスがさびていてな……ぼきっと支柱が折れて、そのまま、あいつは……」

　雅人はそこで言葉を切った。いっぱいいっぱいなだけだったのだが、忍の目には悲しみにくれて絶句したと映ったらしい。忍の方が涙目になっていた。

「そんな過去が？」

「ああ。だからそれ以来、屋上がダメなんだ」

　言い切った、その直後。

「あれ？　でも、この間、アルテミスと二人で屋上にいなかったっけ？」

　忍のひと言に、雅人の背筋が凍こおりついた。

　結衣も、アルテミスの名が出た瞬しゆん間かん、ぴくりと肩を震わせた。あの件では過去にも結衣を怒らせた経けい緯いがある。ほじくり返されるのは、よろしくない。

「あれは、やむにやまれぬ事情があったんだよ」

「どんな？」

　うちの女め神がみたちに拉ら致ちられたんですと、正直に答えられたらどんなにラクだろうか。結衣はともかく忍は信じないだろうし、なによりエロスたちが女神であることは、なるべく伏せておきたい。絶対面めん倒どうなことになるし。

　そこで結衣が口を開いた。

「ねえ、雅人。そもそも昔の親友って誰よ？　あたしも長いこと幼なじみしているから、そんな事件があったら、たぶん覚えていると思うんだけど」

　なんという絶ぜつ妙みようなタイミングでの横やりなのだろう。なんとごまかそうかとまとめていた雅人の思考が、一度に吹ふき飛とんでしまった。

「あ。あー、親友って言っても、結衣も知らないヤツだよ。ほら、夏休みなんかに遊びに行く田舎いなかの友だちだから」

「学校の屋上って言ったよね？　夏休みに、見知らぬ他校の屋上に、のぼったの？」

　あきらかにおかしかった。結衣に言われるまでもなく、雅人もそう思う。

“〝詰つみ”〟が、もうすぐそこに見えていた。

　結衣はしばしの無言ののち、武士の情けとでもいわんばかりの顔で言った。

「いまなら絶対に怒らないから。なにか隠していることがあるなら話して」

　素す直なおに負けを認めれば首までは取らない。そういうことなのかもしれない。棋き士しだって最後は詰む手前で投とう了りようする。

「わかったよ。あのな……そのつもりはなかったんだけど、オレ、知っちゃったんだよ。その……忍と結衣がつきあっているって……」

「え、ええっ!?」

　結衣は悲鳴のような甲かん高だかい声をあげた。忍も目を丸くして言葉を失くしている。

　二人で密ひそかに愛を育はぐくんできたのに、じつはバレていたなんて知ったら、それは驚おどろくだろうなと雅人は思う。

　結衣は声を荒らげた。

「つきあってるって、なんでそうなるのよ」

「そんないまさら隠さなくたって大丈夫だって！　別にオレ、女の子同士だろうと偏へん見けんとかないから」

「そうじゃなくって！」

「まだ否定するか。あのな、オレ、聞いたんだぞ。この勉強会に誘さそわれた、そのあとで、忍が結衣に『好きだ』って言ってるところ」

「あれ、見てたの？」

「偶ぐう然ぜんな。あのとき、結衣も『好きだ』って返してたじゃないか」

　結衣はぽかんと口を開け、しばらくのちにがっくりとテーブルに手をついた。どうやら返す言葉もないらしい。

　見かねた忍がおずおずと口を開いた。

「あのね、雅人くん。結衣は私に友だちとして好きって言ってただけなの。私はフラれてるのよ？」

　雅人はまじまじと忍を見つめた。気き恥はずかしさから、その頬ほおは真っ赤に染まっているが、目は真しん剣けんそのものだった。

「マジで？」

「うん」

　忍の浮かべた微び笑しように、雅人は哀あい愁しゆうを感じ取った。

　雅人は記き憶おくを掘ほり返す。忍の告白は本物に違いなかったが、結衣はたしかに好きと言いながらも断っているような、そんなようにも受けとれる。

「なんだ、そうだったのか、すっかり勘かん違ちがいしていた。オレはてっきり二人がつきあっているもんだとばかり思っていたから、必死に気を利かせていたんだけど──あー、恥ずかしいな、オレ。勝手に勘違いして、勝手に空回りしてたな」

　雅人は自分の顔に熱がこもるのを感じて、ぱたぱたと手で頬を扇あおいだ。

　忍も合が点てんがいったらしい。

「だからさっきも、私と結衣を天体観測に行かせようとしてたのね」

「おう。なのに忍は、しきりにオレと結衣で行かせようとするからさ。なにを考えているのかと思って焦あせった、焦った」

　そして雅人は、あっはっはっはっはっと、声をあげて笑った。こんな勘違いをするなんて、結衣のことをまったく笑えない。……なんて、思っていると。

　ばんっ。

　うつむいたまま、いきなり結衣がテーブルを叩たたいた。

　驚きのあまり雅人も忍も、声を出せなかった。

「なんで、そうなるのよ」

　結衣は顔をゆっくりとあげ、怒りに満ちた目で雅人を見つめる。

「ごめん！　ちょっと勘違いしていたんだって」

　過失とはいえ、結衣にも迷めい惑わくをかけたわけだ。笑ってばかりもいられない。

　しかし謝あやまったのに結衣は、まだ怒りをおさめなかった。どうやら結衣は、どうやっても笑い話にはできないらしい。

「なんで忍への『好き』は本気になって、雅人へのは冗談になるのよ！」

　雅人は結衣の気き迫はくにおののいた。だからそのセリフがどういう意味か、気づけなかった。結衣がなんで怒っているのか、いまだによくわからない。

「だから勘違いして悪かったって。あやまるよ、ごめん」

　両手をあわせて平ひら謝あやまりする雅人に、結衣は小さく鼻息を吐き出した。どうにか冷静であれと自分に言い聞かせているが、それでもあふれ出しそうな感情に振りまわされているようだった。

「それだけじゃないよ。あたしが忍とつきあってるって思ったんなら、どうしてもっと動揺してくれないの？　焦ってくれないの？　なのに、そこで気を利かせるなんて……」

「いや言っておくけど、オレだって驚いたし、焦ったぞ？」

「そうじゃなくって！」

　いまだ噛みつきつづける結衣に、さすがの雅人も戸と惑まどいを覚えた。

　──どうして勘違いにそこまで腹を立てているんだ？

　雅人はこの期ごに及およんでまだそう思っている。勘違いについては結衣はもう問題にしておらず、そのあとどうして仲を取り持ったのかと怒っていることに、雅人は気付かない。

「結衣はオレにどうしてほしいんだ？」

「それは……」

　結衣は言葉につまる。

　結衣の中で感情がぐちゃぐちゃに絡からまっていく。表情からそれがわかる。怒りと悲しみとやるせなさが押さえきれずに爆ばく発はつして、ついに。

　結衣の目から涙がこぼれ落ちた。

　さすがに雅人もあわてた。

「お、おい。泣くなよ」

　雅人が手を伸ばしたその瞬間、結衣は逃にげるように立ち上がった。

「もういいっ！　帰る！」

　近くにあった自分の鞄かばんを手にとり、そのまま雅人に背を向けて部屋のドアに取りついた。雅人も止めようと腰こしを浮かす。

　結衣がドアを開けた。そこで。

「うわあ！」

　エロスの悲鳴が響き渡った。

　今度は空中に逃げる間もなかったらしい。エロスとアルテミス、そしてケイローンまで一いつ緒しよだった。ちなみに万一のための保険としてケイローンは犬の姿をしていた。結果から言えば大正解だった。

「違うよ？　別に盗ぬすみ聞ぎきするつもりだったとか、そんなんじゃなくって。なんだか騒がしかったからなにをしているのかなぁと思って、耳をすませただけなんだ」

　見事に自白したエロスに、雅人はびしっと言いつける。

「よし、わかった。エロス、今日は川魚の刑けいな」

「ぎゃあ！　ごめんなさい、それだけは許して！　許してあげて！」

　エロスは涙目で雅人にすがりつくが容よう赦しやする気はなかった。ちなみに川魚の刑とは、エロスの目の前で川魚──例えばニジマスを捌さばいて料理するだけの刑けい罰ばつだ。魚に変身するエロスにとっては、とても残ざん酷こくに見えるらしい。とはいえ、アジなどは“〝なめろう”〟のようにミンチにしても全然平気だったので尋たずねてみたところ、いわく「淡たん水すい魚ぎよと海水魚は違うよ～。回遊魚？　あれは八方美人なコウモリ野や郎ろうだね」とのこと。雅人にはよくわからない価値観だった。

　雅人は脳内の「本日の買い出しメモ」にニジマスと書き込みながら、ケイローンへと目を向けた。まさかケイローンまで一緒になって盗み聞きするとは。

　その思いが伝わったのだろう。犬の姿のまま、ケイローンはぶんぶんと頭を横に振ふった。どうやら自分は巻き込まれただけだとでも言いたいらしい。

　しかしケイローンにも、やはりお仕置きは必要だ。

「ネットのＬＡＮケーブル、今日は外すからな」

　ぼそっとつぶやいた瞬間、ケイローンは尻尾しつぽを巻いてうなだれた。賢けん者じやと名高いケイローンは毎日の情報収集、別名ネットサーフィンを欠かさない。情報弱者になるのが、なによりも怖いらしいが、それはそれで現代社会に毒されているなと雅人は思わなくもない。

　そして最後に雅人はアルテミスに目を向けた。どうしてやろうか考えていたのだが。

　アルテミスはまったく悪びれていなかった。正確に言えば、雅人は眼中にすらなかった。

　アルテミスは結衣を見ていた。

　結衣は慌てて顔を背そむけて、目に浮かんだ涙を指でそっと拭ぬぐう。

「花か粉ふん症しようかな。やんなっちゃう。今年はよく飛ぶね、あはははははは」

　なんて作り笑いを浮かべてみたりするが、さすがにアルテミスはごまかせなかった。

「もしかして結衣、あなたは雅人のことを……？」

　結衣のかわいた笑い声が止やんだ。結衣はアルテミスから顔を背けたまま、部屋から飛び出してしまった。

　足音からして階段を一段飛ばして降りているに違ちがいない。雅人が危ないぞと声をかけようとした、そのときに。

　ずだん。

　案の定、踏ふみ外はずしたらしい。

「お。おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　雅人は廊下に出て、階段をのぞきこむ。たぶん、どこかぶつけたのだろうが、大事には至らなかったようだ。痛そうに足を引きずりながら、返事もせずに玄げん関かんへと向かっていく。

「雅人くん、私はちょっとショックだったな」

　背後を振り返れば、いつも温おん厚こうな忍がむくれていた。

「まさか、こんなにひどいなんて思わなかったわ」

「だよね、雅人はひどいよね！　忍ちゃん、もっと言ってやって！」

　雅人は当然、後ろで加勢しているエロスは放っておく。

「そりゃあ勘違いしたことは悪いと思うし、だから謝っただろ？　それに二人のために善かれと思ってやったんだから、そこまで忍に責められるのも心外だぞ？」

「そういうところが、ダメっていうの！」

「そうだよ、雅人！　魚のはらわたを抜ぬき出して塩焼きなんて、そんなむごいことダメ！」

「じゃあなにもしなきゃ良かったって言うのか？」

「違う！　もう、結衣がなんで怒ったのか。どうして欲ほしかったのか。なんで泣いたのか。ぜんぜん女心がわかってない」

「そうだそうだ。わかってないぞ、雅人は。もっと魚心をわかるんだ！」

　事実、雅人は結衣の気持ちがよくわからない。

　しかし、こんな風に忍に深々とため息をつかれると腹も立つ。じゃあこれ以上、自分にどうしろと言うのか。

　とりあえず雅人は、さっきから横でごちゃごちゃうるさいエロスの頬を、やつあたり気味につねったのだった。





　頬をつねられるエロスのかたわらで、アルテミスは顔を青ざめさせていた。

　さすがのアルテミスも気がついてしまった。

　結衣の想おもいに。

　かつて当たったエロスの金の矢が、いまごろになって効いてきたのか。それとも元から結衣はその想いを抱いだいていたのか。それはアルテミスにはわからない。

　本当ならば、良いニュースのはずだった。エロスの恩返しの機会が失われてしまうとはいえ、それはそれで別の方法を考えればいいだけのこと。むしろ雅人が幸せになるかもしれないのだから、喜ぶべきことのはずなのだ。

　なのに、いまアルテミスの胸にあるのは、激しい焦しよう燥そう感だった。

　野生の獣けものやオリンポスの怪かい物ぶつを相手にしているときだって、こんなに胸の鼓こ動どうは高鳴らなかった。妙みような息苦しさなど、感じたことはなかった。

　結衣の涙なみだを前にして、アルテミスは自身の想いを自覚させられつつあった。

　しかし。

　その想いは認めたくなかった。

　──わたしは狩しゆ猟りようと純潔の女神アルテミス。人間を好きになんて、なってはいけない。いや違う、なるわけないのよ。

　この期に及んでもまだアルテミスは、そう自分に言い聞かせていた。










　　　三章





「雅まさ人とが悪い」

「なんだ、いきなり。今度はどこが悪いって言うんだよ」

　テストがようやく終わった金曜の夜。

　雅人の部屋をアルテミスとともに押おしかけたエロスは、最初っから怒っていた。

「結ゆ衣いちゃんのことだよ！　雅人のせいで、ボクまでずっと口を聞いてもらってないよ」

「なんだ、その話か」

　たしかにその通りだった。

　結衣は雅人をあからさまに避さけていた。エロスやアルテミスは雅人とともにいることが多いので、結果的に結衣とおしゃべりできずにいる。

「おかげで、ずっと気になって勉強に身が入らなかったよ。テストの結果が悪くて追試とか補習になったら、雅人のせいだ」

「お前、責任転てん嫁かって日本語を知っているか？」

　雅人だって結衣のことはずっと心に引っかかっていたのに、エロスにまでとやかく言われるのは面おも白しろくない。エロスはさらに雅人につっかかる。

「ともかく！　どうせ雅人が悪いんだから、結衣ちゃんにごめんなさいしなさい！」

「あのな、詳しく知りもしないで、よくそんなこと言えるな」

「それはほら、日本にもいるでしょ？　現場に行かずに推理して、すべてを見通しちゃう、えっと……電気椅い子す探たん偵ていだっけ？」

「殺してどうする」

　安楽椅子探偵と言いたいのだろうが、それにしたって人から話ぐらいは聞く。こんな風に一方的に断罪なんてしない。

「雅人は女の子を泣かせたもん、それだけでも重罪だよ」

「……だったら悲ひ恋れんもの小説とか、タマネギも重罪になるぞ？」

「むう。あーいえば、こーいう。そんなに非を認めたくないの？」

「そうじゃない。だいたいオレはもう謝ってるんだよ。なのに許してくれないんだから、しかたないだろ」

「え？　そうなの？」

　雅人はしばし考えてから、あのときの状況を話すことに決めた。忍しのぶはあまり自分の想いなど表おも沙て汰ざたにされたくはないだろうが、相手がエロスやアルテミスならば偏見も持たないだろうし、ちゃんと言い聞かせれば口も堅かたい、だろう。

　かくかくしかじかと説明する。

「──というわけなんだ。誤解していたことは謝ったのに、なんでまだあんなに怒ってるんだ？　オレにどうしろって言うんだよ」

「わかった。雅人」

　エロスは雅人の肩かたにぽんと手を置いた。慰なぐさめてくれた──わけではなかった。

「やっぱり雅人が悪い」

「なにぃ？　ちゃんとオレの話を聞いてたか？」

「聞いたから、わかったんだよ。雅人がモテない理由も、ついでにはっきりしたよ～」

「悪かったな、モテなくて。……ハッ！　まさかお前、だからってまた性しよう懲こりもなく金の矢を使う気じゃないだろうな」

　なにせエロスはかつて雅人の好みのタイプを強ごう引いんに調べようとした。金の矢を使いたくてしかたないのだから、十分ありえる話だった。

　しかしエロスは首を横に振る。

「使わないよ～。残念ながら使うまでもないんだよね」

「はあ？　どういう意味だ、それ」

　しかしエロスは華か麗れいなスルーを決める。

「アルテミスも残念だよね。心配していたことが現実に起きちゃって」

　エロスはかたわらに座すわっていたアルテミスに話を振る。が、アルテミスは、ぼーっとしたまま返事をしなかった。

「アルテミス？　ねえ、聞いてる？」

「……あ、ごめん。なに？」

「大丈夫？　身体の調子が悪いなら、ケイローンに相談してみる？　それともアスクレピオスを捜さがして診みてもらう？」

　エロスが心配するのもわかる。アルテミスは、ここ最近様子がおかしい。いまのように物思いにふけるばかりでなく、ささいなことで機嫌を損そこねたり、かと思えば妙に優やさしいところをみせたりする。

「平気だって。考えすぎよ。えっと……なんの話だっけ？」

「だから。アルテミスも残念だったね、って言ったの」

「ええ、あ、うん、そうね」

　アルテミスはうなずいてから、はたと気がついた。

「あ、違うのよ。わたしが別に雅人をどうこう想っているから残念ってわけじゃなくって。ただ、わたしの腕を振るう機会がなくなったから残念って意味だからね」

「最初から、そうだと思っていたけど」

「そう。ならいいの」

「やっぱりヘンだよ、アルテミス」

「待て、お前ら。オレにもわかるように話をしろよ」

　エロスは雅人をじっと見つめて、小さくため息をついた。

「ともかく雅人はもっと女心をわからなきゃダメだよ。結衣ちゃん、可哀かわいそう」

　エロスの顔は説教する母親か教師のようで、雅人は思わずイラっとした。忍にも似たようなことを言われたが、相手がエロスだと余計に腹が立つ。

「お前な。自分は女心わかってるって言うけど本当かよ。中身がオヤジなお前に、女心が理解できているとは、オレは到とう底てい思えないけどな」

「な、なんだとう？　恋れん愛あいの神さまに向かって、なんてこと言うんだ！」

「恋こいの矢と同じで、女心も的外れじゃなきゃいいけどな」

「なに、雅人！　その上う手まいこと言ってやったみたいな顔！　むかつくー！」

　エロスは地じ団だん駄だをふむと、びしっと雅人に指を突つきつけた。

「よし、わかった。そこまで言うなら、決けつ闘とうだ」

　耳慣れない単語に、雅人は眉まゆをひそめた。

「……決闘？」

「そう。どっちが女心をちゃんとわかっているのか、白黒はっきりつけようじゃないか。──まあやらなくても結果は見えてるけどね。雅人みたいな唐とう変へん木ぼくじゃ勝ち目ないよ」

「なんだと？」

「雅人が『すみませんでした、エロスさん。オレの負けです。あと川魚にも敬意を払はらいます。今後一生、ニジマスは食べません』って約束するなら許してあげてもいいよ」

　エロスは豊かな胸を張って、ふふんと鼻を鳴らす。完全に調子に乗っている。

　雅人もさすがにムッとした。あの鼻をへし折ってやりたいと心から願う。

「ようし。なんだかよくわからないが、受けて立ってやろうじゃないか！　エロスこそ、あとで泣いて謝ることになっても知らないからな！」



　　　　　※　　　　※



　翌日は抜けるような快晴だった。これからはじまる夏の気配を感じさせつつも、爽さわやかなそよ風のおかげでとても気持ちがいい。

　休日の昼下がり、繁はん華か街がいを歩く人たちの足どりは、みな軽かろやかだった。

　ただひとり、雅人をのぞいて。

　雅人は大勢が行き交う交差点から、少し離れた歩道でじっと人の流れを見つめていた。

　贅ぜい沢たくは言わない。言えるはずもない。ただ目的を遂とげられそうな人だけを見定める。

　雅人の目の前を、白いブラウスにピンクのフレアスカートの女の子が通りすぎた。歳としは雅人と同じか、ちょっと上ぐらいだろう。赤い縁ふちのメガネから知的かつチャーミングな印象を受けた。

　雅人は決めた。

　信号待ちで立ち止まった彼かの女じよの背後から、雅人は歩み寄った。

「あ。あのー」

「はい？」

　彼女は小首を傾かしげて雅人を見上げた。道でも尋ねるつもりなのかしらと、その顔に書いてある。雅人は意を決して、口を開いた。

「ケータイの番号、教えてくれませんか？」

　彼女の顔色が変わった。半歩後ろに下がって、その身をわななかせる。

「あ。いや、違うんです。ヘンな意味ではなくて」

　必死に言い訳する雅人を見かねて、近くについてきていたアルテミスが口を挟はさんだ。

「そうそう。ただ連れん絡らく先さきが知りたいだけなの」

　アルテミスという女の子が現れたおかげで、メガネの彼女も少しは安心したらしい。が、それでもやはり雅人たちの真意をはかりかねて、怪け訝げんそうな顔をする。

　アルテミスはこう言った。

「雅人が“〝女”〟を知るために必要なんだって。協力して」

「ひっ！」

　悲鳴をあげた彼女をよそに、雅人は思わずアルテミスにツッコむ。

「違うだろっ！　“〝女心”〟だろ！」

「え？　似たようなものでしょ？」

「全然違う！　──あ、この子の言うことは気にしないで！　ただ教えてくれれば、それでいいんです。お願いします」

　雅人は深々と頭を下げた。

　願いが通じたのか、メガネの彼女はケータイを取り出だした。雅人は思わず喜色を浮うかべ、頭をあげる。このまま赤外線で送ってくれる──なんて展開を期待した。

　彼女はケータイを素す早ばやくプッシュするなり、自身の耳元に当てた。

「もしもし、助けてください！　変質者に襲おそわれてます！」

　どうやら通報されたらしい。

　まわりに大勢の人がいるのに一一〇番に助けを求めるあたり、よほど動転しているのだろう。雅人たちの周囲は、またたく間にざわつきはじめた。中には義ぎ侠きよう心しんに燃えて腕うでまくりをして歩み寄ってくる青年までいる。

「いい度胸じゃない。わたしが誰だれだかわかってるの？　狩猟の女神アルテミスに楯たて突ついてただですむと思わないで」

「わあ、ばか、ちょっと！　こんなところで弓を出すんじゃない！」

「でも」

「でもじゃない。あー、お騒さわがせしましたぁ！」

　雅人はそれだけ告げるとアルテミスの手を取って、その場を一目散に逃げ出した。





「……なんでナンパなんてやってるんだろうな、オレは」

「それはこっちのセリフよ！」

「あははは。まったくだ」

　繁華街から少し外れた、大きな公園にまで逃げ出してきた雅人は、ベンチに腰こし掛かけながら天を仰あおいだ。繁しげりはじめた桜の青葉が、涼すずやかに揺ゆれていた。

　女心をどちらが理解しているのか白黒付けよう。そこまでは良かった。

　ただ、その勝負の方法に問題があった。

　つまるところ女の子をナンパして、その連絡先を多く聞き出した方が勝ちということになったのだ。もちろん雅人は反対したが、すぐ対案を思いつくことができず、さらにエロスに挑ちよう発はつされた勢いで勝負を受けてしまった。

　すべては雅人が悪い。

「しかも、なぜかわたしが助すけっ人と兼けんレフェリーとして駆かり出されちゃったし」

「アルテミスには悪いと思ってるよ」

　エロスは「雅人だけじゃ頼たよりないから、ハンデとしてアルテミスを付けてあげる」とか「雅人は下界に知り合いいっぱいいるでしょ？　昔のクラスメイトとかと口裏あわせてズルできるもん。だから監かん視し役やくでもあるんだよ」などと、のたまわっていた。もちろん雅人にしてみれば心外だが、不正したと思われるのもシャクだった。

「しかしなぁ……」

「なによ」

「どうも、さっきからアルテミスが話をこじらせているような気がしてならないんだけど」

「なによ、それ。わたしがヤキモチやいて雅人の邪じや魔ましてるとか、そう言いたいわけ？」

「ごめん、ごめん。そうじゃない。謝る」

「まったくもう！　やめてよね、そんなわけないじゃない！　そうよ、本当に、もう、そんなことないんだから」

　アルテミスは繰くり返かえし何度も、自らに言い聞かせるように、ぶつぶつつぶやく。

　雅人は額面どおり、アルテミスに他意はないと信じた。ただ結果としてアルテミスが障害になっているのは、じつはエロスの策略なのではないかと考える。ハンデを与あたえるようにみせかけて、じつは雅人が不利になるように仕組んでいる。

　そこで雅人は苦く笑しようした。

　考えすぎだ。あのエロスが、そこまで考えているわけがないし、そこまであくどいはずがない。突とつ拍ぴよう子しもないし、ケンカもしょっちゅうだけど、エロス本人に悪意がないことだけは信じていた。

　アルテミスは、雅人の隣となりに、ちょっとの間をあけて座った。

「だいたいわたしばかりのせいじゃないわよ。いきなりあんなふうに声をかけたら、警けい戒かいされるに決まってるじゃない」

　アルテミスの容赦ないひと言に、雅人は傷ついた。

　雅人も、うすうす気付いていた。さっきのメガネの女の子は、アルテミスが来なくてもたぶんうまく聞き出せなかっただろう。

「だけどじゃあ、どうすれば良かったんだ？　アルテミスだったら、男にどう声をかけられたら心を開くって言うんだよ」

「え？　そ、それは……」

　アルテミスは雅人を見つめて、ぱちぱちと目をしばたかせる。と、いきなり気恥ずかしげに視線を逸そらせた。

「知らないわよ、そんなの」

　それはテレ隠かくしのひと言だったが、雅人は額面どおりに受け止めた。

「そうか。ごめん」

　男性経験ゼロのアルテミスに大おお真面目まじめに聞くだけヤボで、無神経だったと雅人は素直に頭を下げる。

「謝らないでよ！　それはそれで傷つく！　そりゃあ頼りない助っ人だし、すぐに口説き文句なんて思いつかないけど、まるっきり足手まといみたいに言われるのも心外よ」

「それもそうか。あー、じゃあ、ちょっと試ためしてみるから、良いか悪いか判断してくれないか？」

「……試す？」

「そう。アルテミスは道行く普ふ通つうの女の子の設定な。いまからオレが声かけるから、どう思ったか聞かせてくれ」

　雅人は大真面目だった。アルテミスは気け押おされながらもゆっくりとうなずいて、雅人に背を向けた。木こ漏もれ日びが、ワンピースからのぞくアルテミスのうなじに差していた。

　さてと雅人は考える。

　冷静に考えてみればたしかにいきなり「電話番号聞かせてくれ」はなかったかもしれない。

「えっと、ちょっとすみません。お茶しませんか？」

「間に合ってます、では、さようなら」

「……じゃあ。すみません。お暇ひまですか？」

「忙いそがしいです。さようなら」

「…………あの。ちょっとお話だけでも」

「いま誰とも話したくないんです。さようなら」

「なんだよ！　そんなにさよならしたいのか、お前は！」

「だって、ぜんぜん響ひびかないんだからしかたないでしょ！　もうちょっとグッと来るような声のかけ方とかないの？」

　雅人は眉をひそめる。目の前のアルテミスをまじまじと見つめて、なかばヤケになった。

「じゃあ『ひと目見て運命の人だと思いました』とでも言えばいいのか」

「……え？」

　アルテミスは目を見開いて押し黙だまった。

　するとふいに、その頬が赤く染まっていった。いきなり胸を押さえて視線を外すと、大きく深呼吸をする。

「まさか、こんなキザっぽいのがいいのか？」

　雅人はおそるおそる尋ねる。だとすると恐おそろしく少女趣しゆ味みというか、ロマンチストに違いない。普ふ段だんのアルテミスからは、ちょっと想像できない。

「いいと言えばいいけど……やっぱりマズいわ。こんなの他の女の子に言ってほしくない」

「うん？　なんだそれ」

「ともかくダメなの！」

　やつあたり気味に言われて、雅人は少し機き嫌げんを損ねる。「じゃあアルテミスが考えてみろよ」と喉のど元もとまで出かけたセリフをなんとか飲み込んだ。

　そんな葛かつ藤とうを見て取ったのか。アルテミスはおずおずと口を開いた。

「そ、それじゃあ、えっとえっと……こんなのはどう？　『あっちにイキのいいイノシシがいましたから、一緒に』」

「『狩かりましょう』とでも言う気か!?」

「ダメ？　……おかしいな。わたしなら喜んで付いていっちゃうのに」

「そんなのアルテミスだけだろ。だいたいここは現代日本だし、イノシシ狩りはゲームで十分だ。それならまださっきのがマシだろ。でなきゃ例えば……『あなたの恋の矢に射い抜ぬかれました』とか？」

「矢？　射抜く？　ダメダメ。そんなの！」

　アルテミスは力ちから一いつ杯ぱい止めたあと、小声で「それは、わたしが言われたい」と付け足したのだが、小さすぎて雅人には聞こえなかった。

　雅人は難しい顔をして、さらに頭を悩なやませて──

　ふいに苦笑した。

　ベンチの背もたれに寄より掛かかって、大きく伸のびをする。

「やーめた」

「やめるってなにを？」

「ナンパだよ。よくよく考えてみればバカバカしいもんな。エロスに負けても、まあいいかなって思ってさ。女心がわかるからナンパできるって言うのも怪あやしいもんだし」

「そう……まあ雅人がいいなら、いいんじゃない」

　アルテミスは雅人に見えないように気をつかいながら微笑ほほえんだ。勝負とはいえ、雅人が他の女の子に声をかけることに少なからず抵てい抗こうがあったらしい。

　それに気付かず雅人はつぶやくように続ける。

「だいたい女心というより、結衣がなに考えているのかわからないんだから、素す直なおに聞けば良かったんだよな」

　結衣がなんであんなに、泣くほど怒おこったのか。

　雅人はずっと考えつづけてきた。しかし、どうしてもその答えは出せなかった。女心がわからないと非難されれば、そのとおりなのだと雅人も思う。けれど、わからないものはわからないのだ。だったら、へんな意地を張らずにもう一度頭を下げて、結衣の真意を聞いた方がいいのではないか。

　そう思ったのだが、しかし。

「ダメよ。そんなの」

「どうしてだ？　それが確実だろ」

「それはそうだけど」

「じゃあなんだ。……あ、自分で考えないと許してくれないって言いたいのか？　まあ、それはあるかもしれないけど、必死に謝れば結衣も許してくれるんじゃないか。あれから一週間近くも経っているんだ」

　そう。約一週間だ。

　なにより雅人は、このまま結衣とケンカしているのが、辛つらかった。結衣の軽やかに弾はずむ話し声を間近でまた聞きたかった。いつもそばにいたから気付かなかったけれど、いないとずいぶん寂さびしい。それはエロスやアルテミスも同じだと、雅人は無根拠に思っていた。

「アルテミスだって、また結衣が笑っているのをそばでみたいだろ？」

　こくりとアルテミスはうなずく。そのしぐさは、その小こ柄がらな身体と相まって、まるで子どものようだった。結ゆった髪かみの先が、ゆらりと揺れてアルテミスの背中をそっと撫なでる。

　アルテミスは顔をうつむかせて、絞しぼり出すように言った。

「でも。そんなことしたら……雅人と結衣が仲直りして、そのあと……」

「うん？」

　雅人は首を傾げる。アルテミスの意図が汲くみ取とれない。

　結衣と仲直りするために、いろいろやってきたはずだ。なのにアルテミスは、まるで雅人と結衣が仲直りしてほしくない、そう言っているように聞こえた。

　アルテミスはぶんぶんと首を横に振る。

「なんでもない！　いまの忘れて」

　そんなこと言われて、忘れられるぐらいなら苦労はない。

　ここ最近、アルテミスの様子が時折おかしくなるとは思っていたが、いまもそうなのかもしれない。原因はなんだろうか。もし悩みでも抱かかえているならば、いつだって相談に乗るのにと雅人は心から心配する。神さまがどんなことで悩むのか、雅人には見当もつかないが。

　うつむくアルテミスの顔を雅人はのぞきこんで、ぎょっとした。

　青い目から、大おお粒つぶの涙をこぼしていた。

　結衣ばかりでなく、アルテミスまで自分の前で泣き出すとは。いったいなにをしたというのかと雅人は、おおいに慌あわてた。

「もうイヤ──こんな気持ち、知りたくなかったのに」

「こんな気持ちって、どんな？」

　アルテミスが顔をあげた。涙を湛たたえたままの目で見つめられて、雅人はわけもわからず胸をどきどきさせた。ごくりと喉のどを鳴らして、アルテミスの言葉を待つ。

　少しの沈ちん黙もく、そして。

　高い声が割って入った。

「あー。お姉ちゃん泣かしてる～。いーけないんだー、いけないんだー」

　雅人とアルテミス、ふたりともびくりとして声のした方を振り向むいた。

　いつの間にか、小学生ぐらいの子どもたちに囲まれていた。一年生ぐらいの小さな子から五年生ぐらいまで、年ねん齢れいはバラバラに見えた。小さな男の子が雅人を、険しい目をして指さしていた。

　その子を四、五年生と思おぼしき女の子がたしなめた。

「こら。指ささないの！　取り込み中なんだから。──ごめんなさい」

　頭を下げた拍子にツーテールに結った淡あわい色の髪が、ゆらりと揺れた。フリルのついたブラウスに、やや垂れた緑がかった目が可愛かわいらしい。ちょっとマセたようにも見えるのは、顎あごのほくろのせいだけではないだろう。

「ほら『夫ふう婦ふゲンカは犬も食わない』って言葉、聞いたことない？」

「「ふ、夫婦!?」」

　雅人とアルテミスの声が揃そろってひっくり返った。

「ち、違うの！　わたしは別に、雅人とケンカしてたわけじゃないわよ」

「……本当に？」

　疑わしげな目をする男の子の隣、ツーテールの女の子とは別の子が口を開いた。

「たぶん本当だよ。さっき、そっちのお兄ちゃんが『ナンパした』とか、どうとか言ってるの、あたし聞いたもん」

　ツーテールの女の子が雅人を爪つま先さきから、頭のてっぺんまで見つめた。

「へ～。ナンパして、もう泣かしてるなんて、お兄さん見かけによらないね」

「誤解だ！　オレとアルテミスは、その……あー、家族みたいなもんなんだ」

「やっぱり夫婦ゲンカで合ってた」

「ねー」

「だから！」

　よくよく考えれば、子ども相手にムキになることもないのだが、しかし雅人は手を抜けない。もっとも、そんな性格のせいでナンパ合戦をするハメにもなったのだが。

　なんと説明したものか、沸ふつ騰とうしかけた頭で雅人が考えていると、子どもたちの間から声があがった。

「ねえねえ。放っておいて、早く遊ぼうよ」

「ああ、ごめんごめん」

　ツーテールの女の子が我に返って、みんなを振り返った。野や次じ馬うまはここまでという空気をかもし出して、みんなを公園の奥おくへと先導しようとする。

　そこでいきなりアルテミスは立ち上がった。

「よし。決めた」

「ど、どうした？」

「雅人。もうナンパしないなら、わたしは好きにしていいのよね」

「ああ。うん。まあ」

　雅人がうなずくと、アルテミスは久々に笑え顔がおを浮かべて、ぐるりと子どもたちの方へと首を向けた。

「だったらさ──みんなの遊びに、お姉ちゃんも混ぜてくれない？」
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「へっへーんだ。捕つかまえられるものなら、捕まえてみなー」

「憎ったらしいわね！　見てなさい、神さまの本気をみせてあげるから」

　アルテミスは腕まくりした腕をぐるぐる回しながら、挑発する少年へと迫せまる。が、公園の勝手を知っている少年は備えつけられた遊具を下からもぐり込んで通とおり抜けたり、狭せまいヤブのなかを走はしり抜けたりとアルテミスの追つい跡せきを上手くかわしている。

　だが、しかし、アルテミスも負けてはいなかった。

「純子ちゃん！　いまよ！」

　アルテミスが叫さけぶ。と、いままで木こ陰かげに潜ひそんでいたおかっぱの女の子が、ばんっと少年の行く手にたちふさがった。アルテミスはいつの間にか、女の子の名前まで聞いていたらしい。

　突とつ然ぜんのことに少年は思わず声をあげる。

「うわぁ！　ズルいぞ！　挟み撃うちなんて！」

「なに言ってるの、待まち伏ぶせは狩りの基本よ。基本」

「ケイドロだっての！　それに余よ裕ゆうみせてていいのかよ。ほら、牢ろう屋やをみろ」

　少年に指さされて、アルテミスは振り返る。

　牢屋──と言っても、ただの水飲み場でしかないが、そこに拘こう束そくされていた子どもたちに、ひとりの泥どろ棒ぼう役の少年が迫っていた。頭を下げた少年はアルテミスたち警官役の目をかいくぐって、見事牢屋に到とう達たつ。捕まっていた仲間たちに次々とタッチしていく。

「わあい！　復活だぁ」

「それ逃にげろー！」

　解放された子どもたちは、無む邪じや気きな笑顔を浮かべて元気に四方八方に散っていった。

　ケイドロとは、つまるところ鬼おにごっこの一種だ。

　警官役の鬼が複数人いて、連れん携けいを取りながら泥棒役である子どもたちを捕まえに走る。警官にタッチされて捕まえられた泥棒役の子どもたちは、牢屋と設定された場所に連行され、そこから動けなくなる。しかし、まだ捕まっていない仲間の泥棒にタッチしてもらうことによって脱だつ獄ごく、解放されて再び逃げられるのだ。

　警官が泥棒をあまり深追いしてしまうと、牢屋が留守になって、こんな事態に陥おちいってしまうのだ。アルテミスは不覚を嘆なげいて、小さくうめく。

「ぬ、ぬうぅぅ。こしゃくなことを！」

「ほらほら、たくさん逃げていくよ。あっちを追わないでいいのかよ」

　少年は逃げ出していく仲間を指さして、アルテミスを差し向けようとする。

「あとでちゃんと追うわよ。あなたを捕まえてからね」

　アルテミスは不敵に笑うと、こきこきと指の関節を鳴らした。アルテミスはただの遊びとは思っていない。その目はあくまで本気だった。

「二に兎と追う者は、一いつ兎とずつ得るって、言うんでしょ」

「なんだよそれ、聞いたことないよ」

　それはそうだろう。一兎も得ずとケイローンあたりは正しく教えたに違ちがいないがアルテミスは勝手に、そう記き憶おくしたらしい。

「覚かく悟ごしなさいっ！」

　うわあぁぁぁぁぁぁんと悲鳴をあげる少年を、アルテミスはじつに楽しそうに追いかけていた。警官役の子どもまで、あまりの威い圧あつ感にちょっとびびっていた。

　雅人は思わず独りごちた。

「輝かがやいているなぁ」

　雅人のすぐ隣。髪をツーテールに結った乙女おとめという名の女の子が、くるりと雅人を振り向いた。

　ちなみに二人は、牢屋である水飲み場の比ひ較かく的てきそばにある、背の低い木の茂しげみの陰かげに身をひそめていた。泥棒役の二人は機を見て、牢屋につながれている子どもを救出する腹づもりなのだが、警官もさる者。さっきの教訓を活かして見張り役をひとり配置するようになっていた。うかつに動けば、逆に捕まりかねないし、リスクを負って救出作戦を遂すい行こうするほどに牢屋に仲間もいない。結果として、しばらくじっとしているしかなかった。

　乙女は、きらきらした目で雅人を見つめた。

「やっぱり、アルテミスさんのこと、好きなの？」

　雅人はまじまじとしばし見つめ返して、小さなため息をついた。

「……本当、女の子ってそういう話、好きだよな。オレはもう懲こりたよ」

　なんでこんなややこしい話になったのか。元を正せば、結衣と忍との関係にヘタに首を突っ込んだのが原因だった。他人の色いろ恋こい沙ざ汰たにかかわるとロクなことにならないと、今回身をもって痛感した。触さわらぬ神に祟たたりなしと言うけれど、神さまよりも人間の方がよっぽど面めん倒どうなのかもしれない。

「懲りたってなにかあったの？」

　乙女の目がさらに輝きを増した。ヤブヘビだったかもしれない。強引に話を終わらせてしまおうかとも思った雅人だが、食い下がられても面倒なので適当にかい摘つまんで話すことにした。

「じつはな。オレの幼なじみで、まあ仲のいい結衣って子がいるんだけどな」

「ええ、二ふた股また？」

「違う。黙って聞け」

「仲がいいって、どれくらい？」

「……あのなぁ」

「だってだって。どれくらい仲良しなのかわからないと困るよう。キスとかしたの？」

「別にオレとつきあってるわけじゃない。冗じよう談だんで『好きだ』って言われるぐらいには、気を許し合ってるつもりだけどな。とにかく聞け」

　かくかくしかじか。

　ざっくり話を終えると、乙女までが泣きそうな顔をして言った。

「それは泣いちゃうかも」

「……なんだよ、どいつもこいつも。そんなにオレが悪いのか？」

「だってお兄ちゃん、その人をふったんだよね？」

「ふ、ふった？」

　思わず高い声をあげそうになって、乙女の柔やわらかくて小さな手に口をふさがれてしまった。雅人も慌てて息を殺す。……どうやら、見張り役にはまだ気付かれていないらしい。

　雅人は胸をなで下ろして、乙女に向き直る。

「言っただろ、結衣とオレはつきあってるわけじゃないって」

「でも告白はされてるんでしょ？」

「冗談みたいなものだと言ったよな？」

　とつとつと言い聞かせる雅人に、乙女はきょとんと首を傾げる。

「それがわからないんだけど。じゃあお兄ちゃんは、好きでもない人に好きだなんて、冗談でも言える？」

　乙女はまっすぐな濁にごりのない目をして、雅人に問いかけた。

　雅人はハッと息を呑のむ。

　いろいろと物事を複雑に、ごちゃごちゃと考えすぎていたのかもしれない。子どものように純じゆん粋すいで単純な目線で見れば、答えは案外すぐに見つかる。そんなこともあるのかもしれない。

　雅人は想像する。

　自分の嫌きらいなヤツ、もしくは好きでもなんでもないヤツでもいい。ただの冗談でも、その場の笑いをとるためでもいい。そいつに向かって好きだと自分は言えるのか。

　答えはノーだった。

　愕がく然ぜんとする雅人に、乙女は子どもとは思えないほどの大人びた微笑みを向けた。

「仲直りのコツ、教えてあげようか」

「そんなのあるのか？」

　こくりと大きくうなずくと、乙女は小さな手のひらを差し出した。なんだろうと雅人が思っていると。

「タダで聞くつもり？」

　乙女はやっぱり子どもらしい笑えみを浮かべた。

「まったく、参るな。……うおっ、小こ銭ぜにが……ご、五円じゃダメだよな、やっぱり」

　いまどき五円で買えるものを探す方が大変だ。とはいえ、子ども相手にお札を渡わたすのも正直ためらわれる。

「もう、しょうがないなぁ」

　乙女は雅人の財さい布ふに手を伸ばして五円玉を取りあげると、自分のスカートのポケットにしまい込んだ。そして「一度しか言わないからよく聞いてね」と言い置いてから、こう続けた。

「思いが伝わるようにカタチにしてあげるといいと思うな」

「カタチ？」

「もう。プレゼントよ、そこまで言わせないでよね。なにか喜ぶような……ああ、食べ物がいいかも。なにか御ご馳ち走そうしてあげれば、きっと許してくれると思うな。ちなみにね、私はざくろが大好き」

　雅人は唖あ然ぜんとする。「もったいぶったあげくに、そんなことか」とか「食べ物がいいなんて言っているあたり、まだ子どもらしいな」とか「ざくろが好きって珍めずらしいな」とか「それで上手くいったら苦労はない」とか、いろんな思いが交こう錯さくする。

　結局、口をついて出たのは。

「子どもなのに、すごいこと言うんだな」

「えへへへ。すごいでしょ」

「誉ほめてないけどな」

　モノで釣つろうってあたりが末すえ恐おそろしい。雅人は苦笑しながらも、一理あるかなと同時に思った。

「でも結衣に、なにをあげたら喜ぶんだ？」

「そんなのお兄ちゃんが考えなよ」

　もっともだ、と思った、そのとき。

　がさっ。

　雅人たちの後ろで気配がした。ケイドロは公園から出てはいけないと取り決めており、背後には公園を取り囲むようにフェンスがある。警官役の子どもたちではありえない。ただの通行人が物もの珍めずらしげにのぞき込んだのかなと思って雅人は振ふり返る。

　警官だった。

　警官役の子どもではなく、制服を着た本物のお巡りさんだった。髪にうっすら白いものが混じりはじめた初老の警官は、雅人とその隣の乙女を代わる代わる見つめた。

「こんなところで、そんな子どもと、なにをしているんだ、お前は」

　公園の人目につきにくい灌かん木ぼくの陰に、小学生の女の子と一いつ緒しよに身をひそめている高校生の男子──という構図。

「な、なにか勘かん違ちがいしてないですか？　お、おい、乙女ちゃんからもなにか言ってやって」

「さっきお兄ちゃんに『五円でいいかな』って言われたの」

「こらっ。誤解されるようなことを言うな。違うんだ、話せばわかります」

「わかった。署でゆっくりと話を聞かせてもらおうか。ったく、さっきはのぞきの外国人で、今度は未成年のロリコン男か。世も末だ。待っていろ、いまそっちにいくから」

「違うって言ってるだろ！」

　しかし警官はダッシュで公園の入り口に回り込んだ。このままでは、問答無用で御ご用ようとなってしまう。

「ああ。くそっ！　なんでこうなるかな！」

　雅人は、がばっと立ち上がって警官から逃げるように走り出した。

「きゃはははははは。頑がん張ばって～」

「笑ってる場合じゃないだろ！」

「こら、貴様！　待て！　待ちなさい！　逃げるってことは、やっぱりやましいところがあるんだろ！」

「なんにもないっての！」

　追うものと追われるもの。

　その姿を遠目に見て、アルテミスは唖然とする。

「なにやってるの、雅人は」

　アルテミスに連行される途と中ちゆうだった泥棒役の子どもが、答えるようにつぶやいた。

「お兄ちゃん、すっげえ！　本物のケイドロやってるよ！」

　その目は本当に感動したかのように輝いていた。
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　相手が初老の警官だったので助かった。

　雅人は子どもたちに、さよならも言わずにその場を立ち去り、なんとかお巡りさんをまくことができた。アルテミスもその後、合流している。いまごろはきっと、警官も子どもたちから事情を聞いて誤解はとけているだろう、と思いたい。

　雅人たちはそのままスーパーで夕飯の買い物をしてから帰路についていた。すでに空は赤く、やけに遠くの電車の音がはっきり聞こえてきていた。さんざん走って汗あせだくになった肌はだには、夕刻の風はちょっと肌はだ寒さむい。雅人は小さくくしゃみをする。

　そこに、ため息が重なった。

　振り向くとアルテミスが雅人を、残念そうに見つめていた。

「なんだ、オレがなにかしたか？」

「だって。まさか雅人に幼女趣味があったなんて。完全に盲もう点てんだった」

　そしてアルテミスは残念そうに自分の胸むな元もとを触った。エロスほどではないが、アルテミスもそれなりに女性らしいスタイルの持ち主だ。アルテミスの手が包つつみ込んでいる豊かな胸を目にして、雅人は慌てて目をそらした。

「そんなわけないだろ、まったく！」

「本当に？　信じていいのね？」

「しつこい！」

　雅人は声を荒あららげると、ずんずんと先を急いだ。背後のアルテミスの足音は怒ど鳴なられて沈しずんでいるわけでもなく、かといって逆ギレして荒あら々あらしいわけでもなく、むしろ軽かろやかですらあった。

　雅人はぐるりと振り返る。

「やけに嬉うれしそうだな、アルテミス」

「いや、えっとそれは……ああ、ほら！　久々に子どもたちの相手して遊んだから。ほら、わたしって出産の女め神がみでもあるから、基本的に子どもは好きなのよ。あっ、もちろん産んだことも育てたこともないんだけど」

「知ってるよ」

　アルテミスが処女神として崇あがめられているのは周知の事実だった。

「子ども好きなのは、わかったよ。アルテミスが、じつに生き生きしてたからな。あの子たちも楽しそうな顔していたし、また今度、相手してもらえよ」

「……なんか、それ。まるでわたしが面倒みてもらってるみたいな言い方じゃない？」

「違うのか？」

　アルテミスは、むすっと頬ほおを膨ふくらませる。しかし返す言葉はなかった。どこかでアルテミスも認めてしまっているのかもしれない。

　雅人は思わず笑い声をあげる。ますます膨れるアルテミスだったが、ふいに破顔した。雅人と一緒に笑いあう。

　自然と笑いが消えたあと、雅人は背筋を伸ばしながらつぶやいた。

「まあ大変な一日だったけど、オレも収しゆう穫かくあったからよしとするかな」

　さっきまで笑顔だったアルテミスが血相を変える。

「収穫って、まさか、やっぱり乙女ちゃんと！」

「違うって言ったろ！　結衣がなんで泣いたのか、わかったってことだよ」

「……え？　それって、つまり……」

　アルテミスの足が止まった。つられて雅人も立ち止まり、

「うん」

　と、ひとつうなずく。いろいろ考えてみたが、やはりこの結論しかなかった。こう考えるのが、一番自然な気がした。

「結衣はたぶん、オレのことを好きなんだろうな」

　好きだと口にしても、真面目まじめに受け止めてもらえないから結衣は怒った。しかも雅人はその想おもいに気付かず、他の誰かとの仲を取り持とうとした。まったく眼中にないと知れば、結衣が泣くのも無理はない。

「それで雅人は……ど、どうするの？」

　アルテミスに問われて、またひとつ「うん」と雅人はうなずいた。

　一週間も口を聞かないようなケンカをしてみて、はじめて雅人はわかった。

　結衣の存在が、自分の中で思いのほか大きかったことに。

　そうでなければ、いくらエロスに挑ちよう発はつされたからと言って、女心をわかろうと──つまりは結衣の心をわかろうとして、ナンパすることもなかったはずだ。明らかに冷静さを欠いていた。思っていたよりも焦あせっていたのかもしれない。

「つきあうの？」

　結衣は自分にとって大切な人だと思う。

　それは間ま違ちがいない。かつて結衣の命を救うために、とっさに命を賭かけたことも、いまなら必然だとわかる。もし他の人ならば、ああまですぐに動けなかったかもしれない。

　結衣は魅み力りよく的てきだとも思う。

　ちょっとがさつで男おとこ勝まさりだけれど、恋こい心ごころが伝わらずに涙なみだするなんて可愛いところもある。などと、自分のせいなのに思った。

　けれど、はたして恋こい人びとにしたいのか、どうなのか。

「正直、よくわからない。けれどオレに何度も告白してくれたんだから、今度はオレもきちんと自分の気持ちを伝えようと思う」

　こうして向き合っていると、まるでアルテミスに告白しているような錯さつ覚かくに陥って、雅人は妙みようにテレてしまった。

　アルテミスは雅人の脇わきをするりと抜ぬけると、先を歩き出した。雅人も一歩後ろをついていく。アルテミスの結った髪の毛けが、歩くたびにゆらゆらと揺れていた。

「そっか。気付いちゃったんだ、残念」

　ふいのアルテミスの独り言はやけに大きかった。

「なんで、つまらなそうなんだよ」

「そんなこと──あるかも。右往左往している雅人を見ているのは、なかなか面おも白しろかったんだけどな」

「なんだよ、それ趣味悪いな」

「あははははははは」

　アルテミスは大きな声で笑った。妙に元気よく、両手を振って歩いている。

　それなのにアルテミスは、いまにも泣き出しそうな顔をしていた。

　雅人からは後ろ姿しか見えないが、たしかにそんな気がした。きっと前に回ってのぞき込もうとした途と端たん、目元を手で拭ぬぐわれるか、顔を背そむけられるか、もしくは雅人の目をチョキで潰つぶしにかかるだろう。最悪、弓矢を持ち出すところまで考えられる。

　さっきもふいに泣き出したことを、もちろん雅人は忘れていない。むしろ、ずっと気になっていたがアルテミスの性格上、話を振ってもトボけられるか逆ギレされるかに決まっていた。

　雅人は歩調を変えず、アルテミスまで一歩の距きよ離りを保ったままで話しかけた。

「あー。今日はさ、アルテミスの好きな馬ば刺さしも買ったから、元気だせよ。さすがにクマとかシカの肉はなかったけど、まあそこは勘かん弁べんしてくれ」

　ちなみに半人半馬のケイローンは馬刺しを目にするとものすごくヘコむのだが、そこは涙を呑んでもらうしかない。その代わり、高級ドッグフードも買かい物もの袋ぶくろの中にはちゃんと入っていた。

　雅人のセリフに、アルテミスはぴたりと足を止めた。

　同じく雅人も立ち止まる。

　アルテミスは振り返らずに、問いかけた。

「結衣のことだけ考えていればいいじゃない。どうしてわたしまで気にしているのよ」

「そうもいかないだろ」

「どうして？」

　どうしてと言われても。気にかけるのが自然すぎて、理由なんて考えたこともなかった。

　ここのところ、アルテミスの様子がおかしかったから。

　ときおり意図のわからないコトをいい出すから。

　目の前で泣かれたから。

　どれもが理由のひとつではあったが、決定的なものではなかった。

　あえてあげるならば、それは。

「オレにとってアルテミスも大切だからに決まってるだろ。もう家族みたいなもんだからな」

　ひとつ屋根の下に暮らしていて同じ学校にも通って、エロスと一緒になってつまらないことでケンカしたり、仲直りしたり、くだらないことを話してあきれたり、笑ったりした時間は、すでに雅人の一部になっている。

　面倒な神さまだとは思うけれど、それでも放っておくことはできない。雅人がアルテミスに対して抱いだく感情は、家族に向けるそれとよく似ていた。

　アルテミスは小さく息をつくと、そっと微笑んだ──気がした。

　雅人にはアルテミスの背中しか見えていないので、本当のところはわからない。

「そっか。じゃあしょうがないわよね。わたしもエロスとかアポロンとか、しかたないなあと思っていても放っておけないもんね」

「だろ？　同じ、同じ」

　アルテミスの口調が明るくなって、雅人は心から安あん堵どする。とりあえず、少しは元気を取り戻もどしたらしい。雅人はアルテミスの横に並んで、再び家路をともに歩く。

　しばらくは軽やかに歩いていたアルテミスだが、ふと気がついたように振り向いた。

「ねえ、ちょっと待って。じゃあエロスも雅人にとっては同じなの？」

「家族という意味では、だいたいは」

　アルテミスと目が合った。やはりちょっと赤かったが、それはさておき、その目つきがかなり険しい。

「でもエロスほど、わたしは雅人に面倒かけてない。そこは間違いないわよね？」

「……。うん、まあそうだな」

「いまのヘンな間はなによ！」

　むすっと口をとがらせるとアルテミスは、雅人の脇わき腹ばらをぼかりと拳げん骨こつで殴なぐった。

　弓矢を持ち出さなかっただけ、まだアルテミスは優やさしかったかもしれない。雅人はそう思うことにした。





　並んで歩く雅人とアルテミス、二人の後ろ姿が夕ゆう闇やみにとけていく。

　その男は、二人の表情がわかるほどの距離から目をこらし、風に乗って届く会話に耳をすませていた。アルテミスの表情が曇くもるたび、飛び出しかねない衝しよう動どうをなんとか抑おさえ込んでいる。

　そしてなぜ自分があの場にいられないのかと、この世の理り不ふ尽じんを嘆いた。

　家族のようなもの、というセリフを耳にした。

　しかし、それは結局まがいものでしかない。まがいものは、本物にはかなわない。自分ならば、あんな悲しそうな顔はさせないのに。

　そしてきっと、彼かの女じよも笑顔を自分に向けてくれるのに。優しく語りかけてくれるのに。うっかりすれば頭を撫でてくれるかもしれない。

　その瞬しゆん間かんを夢想する男を通りすがりの小さな女の子が目にした。手を引く母親を見上げて、首を傾かしげる。

「ねえ、あの銀ぎん色いろの髪かみのお兄ちゃん、なんでよだれ垂らして笑ってるの？」

「しっ、見てはいけません。こっちきなさい。きっと病気なのよ」

　そんなやり取りは、幸いにも男の耳には届いていなかった。



　　　　　※　　　　※



　ちなみに。

　エロスはナンパ合戦において、なんと四件もの女の子のケータイ番号を聞き出してきた。

　女子高生が一人、二十代のお姉さんが二人、四十前後の女性が一人である。信じがたい事実に愕然とした雅人は不正がないかどうか確かく認にんするため、きちんと電話させた。結果、女子高生に電話したときに「現在使われておりません」とのアナウンスが流れてしまった。エロス的にはこの子が一番好みのタイプだったらしく、泣いて悔くやしがっていた。強ごう引いんに迫られた女子高生がしかたなくウソのケータイ番号を教える光景が、まざまざと目に浮うかぶようだが、逆に言えば三件は本当だったわけで、雅人は知らない方が幸せだった世界を垣間かいま見みてしまい、ちょっと落ち込んだ。

　結局、この勝負は引き分けとなった。

　アルテミスがいつの間にか、小学生のうちの三人からケータイの番号を教えてもらっていたらしい。雅人と話していたあの乙女ちゃんなどは、泥棒役だったにもかかわらず自分からアルテミスを捕まえて「なにかあったら電話して」とメモを渡したらしい。それを聞いた雅人は苦笑を禁じえなかった。

　勝てると思っていた勝負を逃のがして、エロスは本気で悔しがったのだが。

「……え？　結衣ちゃんの気持ちに気付いたの。だったら良かったじゃない！」

「喜んでくれるのか？　勝てなかったのに？」

「もちろんだよ。元はといえば、この勝負だって雅人のためになるかもしれないって思ったから、持ちかけたんだから。本当に良かった、良かった」

　エロスの屈くつ託たくのない笑顔にウソはなかった。

　雅人は、ちょっと感動してしまう。

　そんな二人を目にして、アルテミスがすぅっと目を細める。

「ふ～ん。それじゃあ、このナンパでもらった番号は消しちゃってもいいのね」

　その手にはいつの間にか、エロスのケータイが握にぎられていた。ぱかっと開いて、ぴっぴっとボタンを押しはじめる。

「うわっ！　ちょ、やめてよ！　アルテミス！」

「なんで？　雅人のためだったんなら、いいんじゃないの？」

「そうだけど、せっかくもらったのになにも消すことはないじゃない」

「残念だけど、もう遅おそいわ」

「う、うわああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん。アルテミスのばかあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　エロスは両りよう手両膝ひざをついて号ごう泣きゆうした。血の涙が、床ゆかにぽたぽたと落ちる。

「なによ、そんなに泣くことないじゃない。冗談よ、冗談」

　エロスはぴたりと泣なき止やみ、がばっと起き上がった。アルテミスの差し出だしたケータイの液えき晶しようを目にして、今度は歓かん喜きの涙を浮かべる。

「ありがとうっ！　ありがとう、アルテミス！」

　礼を言うのもおかしな話なのだが感かん極きわまったエロスはそれに気付かない。アルテミスに熱い抱ほう擁ようをかわす。

「わかったから……ひゃっ！　ど、どこ触ってるの、く、くすぐったい！　やめて」

「ううん。ボクは離はなさない」

　くすぐったそうに笑うアルテミスと、涙に暮れるエロスの抱擁を前に、雅人は苦笑を浮かべた。










　　　四章





「なにしてるの？」

　その瞬間、雅まさ人とは心臓を握りつぶされたのかと思った。おそるおそる声のした方を振り返かえる。

　やっぱり結ゆ衣いだった。

　その背後には「ごめん」と両手をあわせているエロスと、「わたしたちに頼たのむ方が、どうかしてるのよ」とばかりに逆ギレしているアルテミスが見えた。少しでいいので結衣を足止めするようにと頼んでいたのに、役に立たなかったらしい。恩返しにきているはずなのに、借りをまた作っているようでは世話がない。

「なにしてるの？」

　繰くり返した結衣の声はわずかに震ふるえ、その頬はほんのり赤く染まっていた。

　状じよう況きようを整理しよう。

　時間は放課後。場所は昇しよう降こう口ぐち、下げ駄た箱ばこの前。

　雅人の手には、白い封ふう筒とう。

　こうくれば、だいたい相場は決まっている。結衣だっておおよそ見当がついているに違いない。

　それなのに言わせたいのかと、雅人は混乱もあって腹を立てた。むすっと膨れて結衣に歩み寄ると、手にした封筒を押しつけるように差し出した。

「これ、読んで。あと、ごめん」

　カタコトになりながら、雅人は頭を下げる。

　結衣は反射的に手紙を受けとった。

　エロスは胸をなで下ろし、アルテミスは安堵とは違った種類の吐と息いきをついた。



　そして。

　この光景は残っていた数名の生徒たちも目もく撃げきしており、後日学校の噂うわさになってしまった。

　おかげで雅人はしばらく“〝三マタ男”〟などと言うあだ名で呼ばれることになる。



　　　　　※　　　　※



「まったく、お前たちは揃いも揃って……」

　雅人たちのクラスを受け持っている数学の女性教きよう諭ゆは黒くろ縁ぶちメガネを外して、こめかみを押さえた。引っ詰めた髪の毛先は枝毛がちらほら見られ、三十近いはずなのに化け粧しようっ気がほとんどない。

「もったいないなぁ、先生。磨みがけば、もっと綺き麗れいになるのに」

　エロスの軽口に、彼女は冷たい声で即そく答とうする。

「うるさい、バカ」

「先生、ひどーい！」

　そう言いながらも、エロスの口元は綻ほころんでいた。生徒に真っ正面から悪態をついても許されてしまう不思議な雰ふん囲い気きをもつ先生でもあった。

　彼女は放課後の教室に残っている面々をあらためて見み渡わたすと、最後に雅人をじろりと睨にらみつけた。

「全員、お前の関係者だな」

　そのとおり。放課後の教室に居残っていたのは、九く条じよう雅人にエロスにアルテミス。そして、天あま城ぎ結衣の四人だった。

　なんで集まっているのかと言えば、なんのことはない。この四人は先日のテストで揃いも揃って赤点だったために補習を受ける運びとなったのだ。

「雅人はともかく天城まで受けることになるとは……なんだ。まさか、お前たちは私に含ふくむところでもあるのか？」

「そんなのあるわけないじゃないですか」

　慌あわてる雅人の隣となり、結衣も黙だまっておけないと口を挟はさんだ。

「あの、先生。エリスたちは雅人の家にホームステイしているからともかく、なんであたしまで“〝関係者”〟なんですか？」

「なんだ天城、先生に言わせたいのか？　放課後の昇降口で、堂々とラブレターをもらったそうじゃないか」

「「いや、あれは違うんです！」」

　雅人と結衣の声が重なった。二人は同時に顔を見合わせた。

　先生は思わず苦く笑しようする。

「安心しろ。先生は不純異性交遊には寛かん大だいだから」

「だから違うんです。別につきあってるわけじゃないんですから」

「あー、はいはい。わかった、わかった」

　先生は片手を振りながら、雅人たちに背を向けた。

　それを見計らったようにすぐ後ろの席に座すわっていたエロスが、雅人の背中を突つっついた。振り返った雅人に、こっそり耳打ちする。

「ねえねえ。あの手紙ってラブレターじゃないの？」

　ものすごく意外そうな顔をしていた。

　たしかに手紙の内容までは、雅人もエロスたちに知らせていなかった。雅人はちらりと先生に目を戻す。黒板に向き合ってチョークを走らせていた。視界の隅すみに入ったアルテミスが心なしか、こちらに耳を寄せているような気もするが、まあアルテミスに限って盗ぬすみ聞ぎきなんてしないだろうと雅人は結論づける。

「違う。いまのオレの気持ちを正直に書いただけだ」

「それでラブレターじゃなくて、つきあってるわけでもないんじゃ……雅人ってば、結衣ちゃんをふっちゃったの？」

「正確に言えば保留だ、保留」

　その瞬間、アルテミスはホッと胸をなで下ろした。そしてその事実に、はたと気がついたのか、ぶんぶんと首を横に振っていた。

「それで結衣ちゃん、許してくれたの？」

「ああ。うん、まあ、たぶん。手紙の中でも謝あやまったし。あれから普ふ通つうに口を聞いてくれるようになったしな」

「そっか。良かったね」

　そんな二人を見かねた結衣がついに口を挟んだ。眉み間けんに皺しわを寄せて、手にしていた三角定規の尖とがった方で雅人の脇腹を突つつく。

「なにを、こそこそ話しているの」

「痛っ！　刺ささった、刺さった」

「ああっ、もう！　定規が折れちゃったじゃない」

「そんなに強く突くなよ」

「……雅人。本当に結衣ちゃんに許してもらえたの？」

　あらためて問われると雅人も少し不安になった。別にはっきり「許す」と言われたわけではないし、すごい痛かったし。

　雅人がまじまじ見つめると、結衣はすっと視線を外した。

「もういいよ。怒おこってないから」

　なんて言っているが、その口調は多少あらっぽい。聞きようによっては、いまだ怒っているようにも聞こえた。

「いったいどっちなんだよ」

　思わずつぶやいたそのとき、先生が口を開いた。

「あー。そうだ、九条。天城。ひと言だけ先に言っておくな」

「はいっ！　なんですか？」

　雅人は姿勢を正して、声を裏返した。

　わずかな沈ちん黙もく、チョークがカツカツと黒板を走る音だけが響ひびく。

　先生は振り返らずに言った。

「イチャつくのもわかるが、学校では自重しろな」

「「だから違うんですってば！」」

　またも声が重なるあたり、やはり仲が良いようにしか傍はた目めには見えない。





　小一時間の補習の最後は小テストとなった。

「いいか。少し席を外すが、すぐ戻ってくるからな。カンニングするんじゃないぞ。したら許さないからな。絶対だぞ。言っておくが、フリじゃないからな！」

　そんな言葉を残して先生は、足早に教室を出て行った。

　テストの持ち時間は十分。問題は三問。

　最初は静かにシャーペンが紙の上を走る音だけが過ぎた。が、やはり三分までが沈黙の限界だった。

「うう～。一問目から難しいよう」

　もちろんエロスだった。机に上半身をつっぷして、両足をバタバタさせると、ふいに隣のアルテミスに目を向けた。

「ねえねえ、アルテミスはできた？」

　アルテミスは口くちの端はしを引ひき攣つらせた。余よ裕ゆうの笑みを浮かべているつもりらしい。

「わたしは狩しゆ猟りようの神よ？　弓矢を射るのに風向きや重力を計算にいれるのは当然であって、あたしはそれをカンでやってのけるわけよ。わかる？」

「う、うん。わかるけど。一問目は物理でも幾き何かでもなくて、確率の問題だよ？」

　そう。箱の中から赤い玉を引き当てる確率を問いかけている。

「だったら赤い玉が出るまで、引き抜き続ければいいじゃない」

「うん、わかった。アルテミスはできないんだね」

　アルテミスは顔をこわばらせると、がくりと頭を垂れた。事実ゆえに言い返せないらしい。そのさまを目にした雅人は、ちょっと可哀かわいそうに思った。

　エロスは、そのまま雅人を見やった。

　視線がぶつかること一秒。

　そのままエロスは、結衣の背中に目を向けた。

「おい、こら。聞けよ！」

「え、じゃあ、できたの？」

「……まあ、できてないけどな」

　エロスにまで呆あきれた顔をされて雅人は深く傷ついた。次のテストでは絶対見返してやると、本気で心に誓ちかう。

「ねえ、結衣ちゃんは？」

　結衣は振り返らずシャーペンをすらすら走らせたまま、エロスに答える。

「できたよ。そもそも、あの日のあたしは、たまたま調子悪かっただけなんだから」

　たしかに結衣は成績が良いとは言えなくても、赤点をとることはかつてなかった。

　エロスは、ぽんっと手を叩たたく。

「あ、そっか。数学のテストは、雅人とケンカした次の日だったもんね」

　つまり心の傷が癒いえてないまま、テストを受けたので散々だった。そういうことらしい。図星をつかれた結衣は手を止めて、その頬をかぁっと赤く染めた。

「もうっ！　おしゃべりしてないで考えなさい！」

　結衣は怒鳴りつけるがエロスはどこ吹ふく風かぜだった。雅人に早々と見切りをつけて、結衣の顔をのぞき込む。

「ねえねえ、結衣ちゃん……教えて？」

「そんなことできるわけないでしょ」

　いつもの雅人なら、エロスを止めたかもしれない。

　ただ今回の問題は難しすぎて、白旗状態。わらにもすがりたい気持ちは、エロスと同じ──いや、リアルな高校生としては、それ以上かもしれない。雅人は口を挟んだ。

「それじゃあヒントだけでも」

「雅人まで！　あのね、クイズ番組じゃないんだから」

「クイズみたいなものだよね？」

「ああ。現実社会の問題は、こんな簡単に白黒はっきりつけられねえよ」

「話題をすり替かえない！　これが高校の勉強なんだから文句言わない」

「それならボクたち女子高生じゃないし。神さまがいいって言ってるんだから、いいじゃない。ね？　ね？」

「ダメです」

「ぶー。結衣ちゃんのケチー」

　雅人もエロスに追従する。

「そうだそうだ、結衣のケチー」

　いい加減、ムッと来たらしい。結衣はエロスではなく雅人を睨みつけると、ふいに不敵な笑みを浮かべてみせた。

「あたしにそんな口を聞いていいと思っているの？　雅人」

　そして結衣は胸ポケットから、ちらりと封筒をのぞかせて雅人に見せた。

　ものすごく見覚えがあった。

「まさか……っ」

「みんなの前で読み上げましょうか？」

　間違いない。雅人が結衣に送った手紙だった。

「すみませんでしたっ！」

　平身低頭する雅人を前に、結衣は勝かち誇ほこった顔をした。

「ふふん。わかればいいのよ、わかれば」

　エロスは首を傾げた。

「どうして？　別にラブレターじゃないなら構わないんじゃないの？」

「そうじゃなくても、大おお真面目まじめに書いた手紙なんて恥はずかしいだろ！」

　結衣もこくこくうなずく。

「結構、クサくてキザなことも書いてたもんね」

　雅人もやられてばかりじゃいられない。

「ていうか、なんで結衣はそんなの持ち歩いているんだよ」

「それは……こんなときのためよ」

「結衣ちゃん、いま妙な間があった！　本当は嬉しくて、肌はだ身み離はなさず持ち歩いて、ちょくちょく読み直しているんじゃないの？　ねえねえ」

「なっ！」

「図星なんだ！　可愛かわいいなあ」

「う、うるさい」

　苦笑していたアルテミスだが、そこで思いついたように口を挟んだ。

「でも朗読なんてしたら、結衣だって恥ずかしいんじゃないの？」

「それは、もちろん恥ずかしいよ！」

「だったら結衣もやるなよ！」

「多少の犠ぎ牲せいは覚かく悟ごの上よ」

「なんで結衣は、変なところで男前なんだ」

　なんて雅人と結衣がやり合っていたスキをエロスは見み逃のがさなかった。結衣の胸元に素す早ばやく手を伸のばすと、狙ねらい違たがわず手紙を取り上げる。アルテミスも思わず舌を巻く電光石火の早はや業わざだった。矢で射るときもそれぐらいの集中力を見せなさいよと、アルテミスの顔には書いてあった。

　エロスは得意気に言い放った。

「それならボクが、結衣ちゃんの代わりに読んであげるね」

　雅人と結衣の顔色が、そろって変わる。

「か、返してよ！」

「バカ、やめろよな！」

　その瞬間。

　がらっ。

　教室の扉とびらが開いた。みんながそちらを振り向むいて、動きを止める。当然といえば当然のことだ。

　先生が戻ってきた。

　彼女は封筒を手にはしゃいでいるエロスと、それを奪うばおうと手を伸ばしている結衣と、ひとり呆れているアルテミスと、席を立ってエロスに掴つかみかかろうとしている雅人を順番に見つめる。

　先生は、にこりと笑った。

　雅人の背筋に悪お寒かんが走った。

　彼女は笑え顔がおのまま、つかつか雅人に歩み寄る。問答無用だった。

「バカは貴様だ！」

　じつにわかりやすい愛の鉄てつ拳けんが炸さく裂れつした。
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「補習、やり直しなんて、先生もひどいよね」

「誰だれのせいだ、誰の！」

　こってりと説教を受けた雅人たちが揃そろって帰宅する頃ころには、すでに日もとっぷりと暮れていた。雅人に突っ込まれてふてくされるエロスの横で、結衣は肩かたを落とした。

「あたしは問題できたのになぁ。はあ……」

　そのため息を雅人は聞きき逃さなかった。

「あのな、結衣。自分は巻き込まれたって顔してるけどな。元はといえば、あんな手紙を持ってこなけりゃ、こんなことにならなかったんだぞ」

「それを言ったら、雅人があたしを怒らせるのが悪いんでしょ」

　間にいたエロスが、二人の肩を軽く叩く。

「まあまあ。ふたりとも、ケンカしない」

「「誰のせいだ！」」

　雅人と結衣、同時にエロスの頬を左右からつねった。

「痛い、痛い、やめてよっ」

　そんな光景を微び苦く笑しようしながらアルテミスは眺ながめた。

　元通り──いや、もとよりも雅人と結衣は仲良さそうだった。少なくともアルテミスの目には、そう見えた。

　解放されたエロスが今晩のおかずの話を振り、雅人が献こん立だてを組み立てはじめたのを見計らって、アルテミスは結衣の袖そでを軽く引いた。

「ん？　どうかした？」

「あ、あの。あくまで雅人のいち同居人として聞きたいんだけど……雅人とつきあってるわけじゃないのよね？」

　尋たずねてから一秒ほどの間をおいて、結衣はにやりと笑った。

















　なぜかわからないが、アルテミスはカッとなった。なぜ笑ったのと口にするより早く、結衣は雅人の背中を見つめて答える。

「いまは、違うよ。残念だけどね」

　結衣はすでに笑ってはいなかった。どこか寂さびしげで悲しそうにも見えるのに、清すが々すがしさとしなやかさを感じる不思議な横顔だった。

「アルテミスはどうするの？」

「わ、わたしは雅人なんか、なんとも思ってないから！」

　大声を出してしまって、アルテミスはあわてて自身の口をふさいだ。

　しかし、もう遅い。

　さして離れていない雅人にも当然聞こえていた。

「知ってるよ、そんなこと」

　雅人はふんっと鼻を鳴らすと、エロスに向き直って献立について相談をしはじめる。肉か魚だったら、やっぱり肉だよな。当然だよ、できれば牛がいい、牛。

　アルテミスは思わず肩を落とす。誤解……されたわけではないのだが、なんだかやるせない気持ちになる。

　そこにさらに結衣の追おい撃うちが入った。

「わたしは別に、雅人のことをどうこう聞いたつもりはないんだけどな」

　アルテミスは絶句する。

　見上げた結衣の口元は、にやにやと笑っていた。

「アルテミスのそういうわかりやすいところ、あたしは好きよ」

　むすぅとアルテミスはふてくされる。

「神さま相手に、そういう口を利くところが、わたしは嫌きらい。だいたい怖こわいもの知らずにもほどがあるわ。なんならニオベと同じ目にあわせてあげましょうか」

「ニオベって……子どもをたくさん産んだから、アルテミスのお母さんのレトよりも偉えらいって自じ慢まんした人よね」

　そして、それを聞いて激げき怒どしたアルテミスは、アポロンとともにニオベの子どもを皆みな殺ごろしにしてしまったという伝承がある。エロスたちと付き合うようになって勉強していた結衣も知っていたようだ。

「つまりその子みたいに、あたしも殺すってこと？」

「そんなことしないわよ！　だいたいあのときだって、殺してなんていないんだから！　ただ、あったま来たから子どもたちを一人残らず拉ら致ちしてやったのよ。もちろん、子どもたちに罪はないから、怖がらないように、きちんと遊んであげたし」

「え？　だったら……」

「わたしは、大切な人を誘ゆう拐かいしてあげようかって言ってるの！　結衣だったら雅人よね。雅人がいなくなったら結衣は辛つらいでしょ」

「ああ。そういうこと」

　大きくうなずいてから、結衣はくすりと笑う。

「雅人を誘拐なんて、アルテミスがそんなひどいことできるわけないよ」

「あ。あのね！　神さま舐なめてると、ひどい目にあうんだから！　なんならいますぐ……」

　なんて話しているところで邪じや魔まが入った。

「なにを話しているんだよ、二人して」

　雅人が立ち止まって二人を見つめていた。

「なんでもないわよ！」

　そう告げるとアルテミスは結衣に視線を戻し、ことさら偉そうに胸を張ってみせた。

「まあ、いいわ。今回は許してあげる」

　ツボだったらしい。結衣はまた、くすくすと笑い出した。

　アルテミスはなにか言おうとしたものの墓ぼ穴けつを掘ほる予感がして、むすっと押し黙ることにした。雅人はわけがわからず首を傾げ、エロスはエロスでなにかを察したらしく、にやにや笑っていた。

　ひとしきり笑った結衣が、ふと我に返った。

「あ！　そうだ。あたしは文ぶん房ぼう具ぐ屋やに寄ってから帰らなきゃ。ほら、定規が折れちゃったからね」

「ああ！　あれ、痛かったんだぞ、本当に」

「それと、返しそびれていたマンガ、いま渡わたすね」

「人の話を聞けよ」

　結衣は鞄かばんをごそごそあさると、どさっと五冊も雅人に手て渡わたした。ずいぶん前に貸したマンガだった。

「こんなに持ち歩いてたのか？　重かっただろ」

「別に？　そんなことないけど」

　平然としている結衣を見て、雅人はごくごく小声でつぶやく。

「……たくましいよな、本当」

「聞こえたわよ」

　雅人は脳天にチョップを食くらった。

「あ痛。なんで、そんな声は聞こえるんだよ！」

「あはははははは。それじゃあ、また明日ね！」

　結衣はそのまま背中を向けて遠ざかっていく。雅人はチョップを受けた脳天を押さえてむくれていたが、すぐにその口元に笑えみを浮かべた。

　それに気がついたアルテミスは、胸にチクッと痛みが走るのを感じた。





　しかし結衣の口にした「明日」は、やって来なかった。

　結衣はその夜に突とつ然ぜん、意識を失い──

　そのまま目を覚まさなかった。
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　結衣が倒たおれて、二日目の朝が来た。

「エロス、まだパジャマかよ。まあいい、早く座って朝あさ御ご飯はん食べろ。いま味み噌そ汁しるよそってやるから」

　ダイニングテーブルにゆるゆると腰こし掛かけたエロスの前に、雅人は手て際ぎわよくご飯、味噌汁、目玉焼きに野菜サラダと並べていく。両親はすでに仕事に出かけてしまっており、雅人たちものんびりしているほどの時間はない。

　雅人も自分の分を用意して、エロスの向かいに座った。

「アルテミスは、まだ寝ねているのか。珍めずらしい」

　しかしそれもムリはないと、雅人は思う。

　結衣が倒れたと知らされた昨日、雅人はエロスたちとともに病院に見み舞まいに行った。

　ベッドに横たわった結衣はいつもと同じ健康そうな顔色をしていた。ただ、その口もとに取り付けられた人工呼吸器のマスクと、腕うでや胸に貼はり付ついているいくつもの電極が痛々しかった。

　原因はわからず、ゆえにいつ回復するかもわからない。明日なのかもしれないし、一週間後かもしれないし、一年先かもしれないし、ずっと目を覚まさないかもしれない。そう医者は口にした。

　あまりの現実に雅人は言葉を失った。

　病室に通されて、そっと触ふれてみた結衣の手は暖かくて、ゆえによけい不思議に感じられた。本当はただ寝ているだけなんじゃないか、じつは壮そう大だいなドッキリ企き画かくで頬ほおを叩けば目が覚めるのではないかと、雅人は一いつ瞬しゆん本気で考えた。

　いつもはどうでもいい話で騒さわがしいエロスが、その帰り道はうつむいたままひと言も口を聞かなかった。アルテミスは雅人たちから顔を背けて、ずっと上を向いていた。ときおり聞こえる洟はなをすする音が、雅人の胸に突き刺さった。

　そんなことを思い返しているうちに、アルテミスがようやく起き出してきた。いちおう学校の制服こそ着ているが、結ゆった髪かみがあっちこっちに撥はねていた。充じゆう血けつした目の下には、うっすらとクマもできている。

　雅人が声をかけるより早く、エロスがつぶやくように言った。

「ごはんいらない」

　アルテミスもつぶやく。

「わたしもジュースだけでいい」

　エロスの隣に腰掛けたアルテミスは、テーブルにあったオレンジジュースを一口だけ飲んで、またテーブルに戻してしまう。雅人は小さくため息をつくと、ことさらに大声で叱しかりつけた。

「おいおい。食わないと元気でないだろ。それともあれか？　神さまは、ちょっとぐらい食わなくても平気なのか？　それとも、そんなにマズそうに見えるか？　普通に美お味いしくできたと思うけどな」

　雅人は目の前のサラダに箸はしを伸ばすと、むしゃむしゃと頬ほお張ばる。悪くないと何度もうなずいて、さらに味噌汁に口をつける。

「うん、なかなかの出来」

「雅人、ひどいよ！」

　エロスが叫さけんだ。いままで悄しよう然ぜんとしていたのがウソのように、肩を怒らせて雅人を睨む。雅人は目をばしばしと瞬またたかせる。

「どうした、いきなり」

「結衣ちゃんが倒れたんだよ？　なんでそんなに元気そうなの？　信じられないよ」

　もちろんエロスの気持ちは、雅人にもわかる。結衣が倒れて、こんなにショックを受けるほど大切に思ってくれていると思えば、雅人だって嬉うれしい。

　でも、だからこそ感情に流されてはいけないと、雅人は必死に自分に言い聞かせた。

「じゃあエロスに聞くけどさ。オレたちが落ち込んでいれば結衣が回復するのか？」

「そんなことない、けど」

「結衣が回復するのを待つ以外に、オレたちにできることが、なにかあるのか？」

　雅人のまっすぐな視線から逃れるように、エロスはアルテミスを見やった。アルテミスは無言で首を横に振ふる。

　雅人はあえてゆっくりと、落ち着いて、言葉を選んだ。

「結衣が意識を取とり戻したときには、オレも元気な顔をみせてやりたい」

　エロスは下した唇くちびるを噛かむと、椅い子すを蹴けって立ち上がった。

「雅人の言っていることはわかるけど。それは正論だと思うけど！　でもやっぱり納なつ得とくできないよ」

　エロスは足音も荒あら々あらしくダイニングを飛び出した。部屋に閉じこもったのだろう。乱暴に閉めたドアの音が、ここまで聞こえてきた。

　しばしの沈黙のあと。

「ごめんなさい」

　頭を下げるアルテミスに、雅人は首を横に振る。

「アルテミスが謝ることじゃないだろ？」

「いいえ。わたしはお目付役だもの」

　雅人の想おもいを理解してくれたのか。アルテミスは気き丈じような目で雅人を見つめ返した。

　それだけで十分嬉しかった。

「……お目付役というなら、わしもそうなんじゃがのぅ」

「うわあっ！　いたのか、ケイローン」

　いままでまったく気がつかなかった。両親たちが留守なのを知っているために半人半馬姿のケイローンがダイニングの入り口に立っていた。ひとり蚊か帳やの外だったことがよほど寂しかったらしく、ケイローンの眉まゆが八の字になっていた。

　あまりに情けないその表情に、雅人は思わず噴ふき出してしまう。アルテミスも思わず笑い出した。

「な、なんじゃ！　人が心配しておるのに、笑うことはあるまい」

「ごめんごめん」

　謝りながらも雅人は、なかなか笑いを止めることはできなかった。

　ようやく落ちついた頃、アルテミスがおずおずと申し出た。

「ねえ雅人。やっぱりご飯くれる？」

　雅人は微笑ほほえみながら、食しよつ器き棚だなから茶ちや碗わんを取り出した。
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「あれ？　母さん、今日は帰るの早いじゃん」

「たまには早く帰って晩ばん御ご飯はん作るぐらいの、母親らしいことしてあげてもいいじゃない？」

　結衣のことを聞いて、母親は母親なりに気をつかっているらしい。

　それはありがたいのだが、今日、エロスは学校をズル休みしている。雅人とケンカしたあと部屋に引きこもって出て来なかったのだ。母親に知られたとなると、ちょっと面めん倒どうかなと思う。

　しかし。

「エリスちゃん？　見てないけど。……なに？　一いつ緒しよに帰って来たんじゃないの？」

　母親には首を傾げられた。どうやら休んだことに気付いていないらしい。そそくさと部屋に戻ろうとしたところ、雅人は母に呼び止められた。

「今日ね、雅人の部屋を軽く掃そう除じしたんだけど」

「か、勝手なことをするなよ！」

　その気づかいは百パーセント余計なお世話だ。

「自分で掃除しないのが悪いんでしょ。それより出しっぱなしだったマンガの間に、手紙が挟まっていたわよ。知ってた？」

「手紙？」

　出しっぱなしにしたマンガなどたくさんあって、どれなのかまずわからない。なんで、手紙なんて挟まっているのか。それに誰からなのか。

　母は最後の質問だけ答えた。

「結衣ちゃんの名前が、封筒には書いてあったわよ」

「なんでそれを早く言わないんだ」

　雅人は回れ右して、駆かけ出そうとしてアルテミスとぶつかってしまった。謝る言葉もそこそこに、雅人は階段を駆け上あがる。

　思い当たるフシはあった。

　結衣と最後に別れたあのとき、返すからと受けとったマンガの間に挟んであったに違いない。軽くもないのに一度に持ってきたり、理由をつけて早めに別れたりと、いま考えればおかしなところもいくつかあった。マンガは、物置と化している机の上に置きっぱなしにしてしまった。うっかりすれば、あと数日ぐらいは気付かなかったかもしれない。

　雅人は部屋に飛び込んで、あたりを見渡した。

　片づいている机の上に、きちんとその封筒は置いてあった。結衣の名を確かく認にんして急いで封ふうを破る。立ったまま手紙に目を落とす。

　そこには結衣のかたいが、丁てい寧ねいな文字が並んでいた。



九条雅人さま



　手紙、ありがとう。

　いつも会っているのに──ううん、会っているからこそだね。

　手紙のやり取りなんて新しん鮮せんで、ちょっと緊きん張ちようしてるよ。

　雅人は謝ってくれたけど、あたしも謝っておこうと思う。

　いきなり泣いたり、怒ったりして、ごめん。

　雅人はきっとわけわからなかったよね。

　あのとき、なんで伝わらないのって怒ったけれど、それはあたしのせいなんだ。

　怖くて、踏ふみ込む勇気がなくて、いつもごまかしてきたあたしが悪かったんだよね。

　なのに、雅人はあたしの気持ちに気付いてくれた。

　それが本当に嬉しかった。

　もうわかっていると思うけど。

　いまさらかもしれないけど。

　あらためて、きちんと伝えるね。



　あたしは雅人が好き。



　ちょっと口が悪かったり、鈍どん感かんであたしの乙女おとめ心ごころがわからなかったり──あ、ここは笑うとこだよ──そんな雅人だけど、なんだかんだと優やさしくて、気をつかおうとしてるとこが、あたしは大好き。

　やっぱり、ちょっとテレるね。

　雅人はどんな顔して読んでくれているかな。

　あたしみたいにテレて頬を赤くしてる？　少しは嬉しそうな顔してる？

　それともやっぱり困った顔をしてるかな。

　雅人は「まだつきあえない」って答えるだろうって、あたしは知っていたよ。

　いままで女の子として見てこなかったんだもん。しかたないよね、残念だけど。

　雅人が手紙で書いてくれた言葉──

“〝結衣のことは大切に思っている”〟

　これだけで、いまはとりあえず満足。

　でもね。これからは満足できなくなるかもしれないから。

　だからあたしに頑がん張ばらせて。もっと魅み力りよく的てきな女の子になるから。もっともっと雅人に大切に思ってもらえるようになるから。

　そしてあたしも雅人を大切に思えるようになるから。

　もっともっと雅人を大好きになるから。

　これからの、あたしを見ていてね。

　よろしくお願いします。

　それじゃあ、また。



天城　結衣より



追つい伸しん

　恥ずかしいから、この手紙は読み終わったら処分してください。そしたら雅人の手紙を持ち歩くようなことは、あたしもしないから。交こう換かん条件だから。お願いね。



「こんな恥ずかしい手紙、そう簡単に処分なんてできるわけないだろ。まったく……あは。あはははははははははは」

　雅人はベッドにそのまま倒れこんだ。

　なんとか明るい、元気な自分を取り繕つくろってきた。

　しかし雅人も、もはや限界だった。

　理性であるとか、虚きよ勢せいであるとか、自己暗示であるとか、そんな心の鎧よろいをすべて突き崩くずした。それだけの力を、この手紙は持っていた。

　雅人の部屋に嗚お咽えつが響いた。





　その嗚咽はかすかだが、廊ろう下かにまで響いていた。

　アルテミスはドアをノックしようとしたその格好で、凍こおりついた。

　会ったところで、どんなふうに声をかければいいのか、まったくわからない。

　なにもできない自分がいらだたしかった。こんな感情は苦手なのだ。だったらまだ野山でクマと対たい峙じしている方がどれだけラクかわからない。

　クマよりも雅人と会うのが怖いとは……アルテミスは自じ嘲ちよう気味に小さく笑うと、その場を立ち去ろうと足を踏み出した、そのとき。

「大変じゃ、アルテミス殿どの！」

　ケイローンだった。しかも半人半馬の形態を取っている。

「ちょっと！　ママさん、いるのよ？」

「わかっておる。しかし緊きん急きゆう事態なんじゃ」

「緊急事態？」

「うむ。今日の昼間のことじゃが、エロスがえらく慌てた様子で出かけてのう。声をかけたわしに『結衣ちゃんを助けられるかも』とだけ残しての──そのときに、もっと詳くわしく事情を聞いておくべきじゃった。わしがうかつじゃった」

　ケイローンは頭が良いが、理論立てて説明しようとして話が長くなることがある。アルテミスはすぐに癇かん癪しやくを起こした。

「なに!?　なにが起こったの？」

「わ、わかった。これをあらためてくれ」

　ケイローンはケータイ電話を差し出した。

「まあなにも言わずに、液えき晶しようを見るのじゃ」

　なんだろうと想いながらもアルテミスはケータイをぱかっと開けてみる。そこには。

　パドックを悠ゆう然ぜんと歩く牝ひん馬ばの姿があった。

「…………この馬がどうかしたの？」

「馬？　あ、違った！　それはわしのケータイじゃ。見せたかったのは、こっちじゃ」

　アルテミスの手から慌てて取り戻もどすと、ケイローンは今度は別のケータイを差し出した。

　多少、砂すな埃ぼこりなどで汚よごれたり細かな傷がついてしまっているが、アルテミスにも見覚えがある。

　エロスのケータイだ。

「これがわしの小屋の目の前に、投げ込まれたんじゃ。今度こそ液晶を見るのじゃ」

　なんだろうと想いながらアルテミスはケータイを開けてみた。待ち受けの画像が表示される。そこには──

　両手両足を縛しばられ、猿さるぐつわを噛ませられたエロスの姿があった。石や砂じや利りの多い場所に転がされていて、どうやら気を失っているらしい。

「どうやらエロスが何者かにさらわれたらしいのじゃ」

「……なんですって？」

　アルテミスが声をあげた瞬しゆん間かん、そのケータイから電子音が鳴った。突然のことに何度かお手玉しながらもアルテミスはケータイを掴みとった。

　見ればメールが届いていた。登録されていないアドレスからの、タイトルもついていないメールに予感めいたものを感じて、アルテミスはそのメールを開く。

　短い一文が液晶に表示された。

『エロスを返してほしければ、アルテミスとケイローンの二人で川原に来るべし』



　　　　　※　　　　※



　いつの間にか眠ねむってしまっていたらしい。

　雅人は身体を起こすと、ごきごきと首を鳴らして薄うす暗ぐらい部屋の時計を確認する。帰って来てから小一時間といったところ。そろそろ夕食の時間だった。

　あまり食欲もないが、食事を抜ぬけばまた母親が心配するに違いない。小さく息をついて立ち上がり、部屋の出口へと向かう。

　と、そのドアの下に、小さなメモが差し込まれていることに気がついた。

　取り上げて明かりを付けて、その文面を読む。



雅人へ

　ちょっとエロスやケイローンと出かけてくる。

　ママさんにはうまく言っておいて。

　　　　　　　　　アルテミス



「……夜遊びか。こんなときに」

　しかもケイローンまで連れ出して、なにをしているのか。

　妙みような胸むな騒さわぎがした。雅人はケータイを取り出して、エロスのケータイを鳴らしてみる。

『現在、電波の届かない場所にあるか、電源が入っていないためつながりません』

　雅人はケータイを切りながら、眉をひそめた。

「おかしい」

　普通の人ならば、別になんとも思わない。充じゆう電でんし損そこねてバッテリー切れを起こしたのかもしれないし、たまたまケータイの電源を切っていることもあるだろうし、電波の届かないところに行ってもおかしくない。

　しかしエロスはこと女の子に対しては、異常なほどにマメだった。

　ケータイと言うツールの存在を知り、ムリを言ってせがんでゲットしてからと言うもの、ナンパした女の子からいつメールが着てもすぐ返せるように、エロスは常に心がけている。バッテリー切れを起こさないように常に残量には気をつけているし、常にケータイの電源は入れっぱなしだし、電波の入らないところには基本行かないほどの徹てつ底ていぶりだった。

　そのエロスのケータイが、つながらない。

「なにか、あったのか？」

　思わずひとりつぶやいた、そのときだった。

「なかなか鋭するどいじゃないか、九条雅人」

　背後からの声に振り返かえった。

　雅人の部屋の窓に足をかけて、銀ぎん髪ぱつの頭に月げつ桂けい樹じゆの冠かんむりを載のせた美男子が侵しん入にゆうしてきた。

　アルテミスの弟、予言と放牧の神アポロンだった。

「また下界に来ていたのか」

　アポロンと雅人の間には因いん縁ねんがある。

　アポロンは姉であるアルテミスを大切に思うあまり、雅人の命を狙うまでに敵視した。アルテミスがクギを刺したがゆえに、もう手を出してはこないはずだが。

　アポロンは背後から矢を取り出した。

　一瞬、また命を狙われるのかと思った。

　しかしよく見れば違う。その矢が黄金こがね色いろに輝かがやいていた。

「それはまさかエロスの金の矢……？」

　射られた者が恋こいに落ちるその矢は、エロスのもののはず。戸と惑まどう雅人を前にアポロンは静かに笑う。

「ボクは慈じ悲ひ深ぶかいから、ひとつだけ望みを聞いてやろう」

　言葉とは裏腹に、その微笑みは冷たく見えた。

「恋に落ちるなら誰がいい？」

「ま、待てよ！　どういうことだ？　なんでお前がエロスの矢を持っている？」

　エロスがまた勝手なことをしているのか、とも一瞬思ったが、アルテミスならともかくアポロンに大切な金の矢を預けるとは考えられなかった。そうなるとアポロンが勝手に、もしくは強ごう引いんにエロスから金の矢を拝借したと考えられる。

「そうか！　オレが誰かに恋をするよう仕組んで、強引に恩返しさせるつもりなのか」

　そうすればアルテミスは天界に帰れる。

　アポロンは冷れい笑しようをたたえたまま、答えた。

「それも理由のひとつだが、お前に教える義理はない。相手のリクエストがないなら勝手にボクが決めさせてもらうよ」

　わずかに考えるだけの間。

「そうだな──さっき駅前のジムで見かけた三十代半ばのボディービルダーにしよう」

「お、おいっ！　なんて恐おそろしいことを考えるんだ！」

　雅人のツッコミを綺き麗れいに流して、アポロンは金の矢を自前の弓で引き絞しぼった。

　アポロンは弓矢の神としても崇あがめられており、その腕うで前まえはアルテミスに勝まさるとも劣おとらない。この距きよ離りで外すことはまずない。

　このままでは、雅人はどこぞの筋肉ムキムキのおっさんを好きになってしまう。

　そんな自分を想像して寒気を感じた。

「そんなわけに行くか！」

　雅人は吐はき捨すてると、さっと踵きびすを返した。そのままドアを飛び出し、階段をどたどたと駆け降おりる。「静かにしなさい」という母親の叱る声を当然のように無視して、雅人は玄げん関かんへと走る。靴くつを履はいている暇ひまはなかったので、サンダルを突っかけて表に飛び出した。

　とりあえず遠くへ。

　大通りに向かう途と中ちゆう、背後で「どすん」という地じ響ひびきを聞いた。

　アポロンが二階から飛び下りたに違いない。

　振り返る間も惜おしい雅人は、そのまま通りに出る。目の前を通りすぎたバスを追いかけ、バスが停車して、ドアが閉まる瞬間に飛び乗った。動き出したバスに雅人はひとまず息をつく。ガラス窓からアポロンの様子を伺うかがおうとして、目を丸くした。

　すぐにアポロンの姿を見つけた。アポロンはバスをぴったりと追っていた。

　ダチョウに乗って。

　その昔、アポロンはカラスを連れん絡らく係がかりの使い魔まとしていたことがある。もっともそのカラスのいい加減な報告によってアポロンは愛人コロニスを殺してしまったのだが、それはさておき。アポロンは白鳥を使いにしているという説もある。なるほど息子むすこのパエトンが死んだ際にも、その友人キュクノスを白鳥に変えている。

　つまりは。

「鳥類ならなんでもいいのか、あいつは!?　っていうか、あのダチョウはどこから連れてきたんだ」

　思わずツッコミを入れる。夜の街をダチョウに乗って疾しつ走そうする銀髪の美青年というのはあまりにもシュールな姿ゆえに、通りを行くほとんどの人が二度見していた。

　このままではいずれ追い込まれると思った雅人は、止まったバスがドアを開けた瞬間に飛び出して、細い路地を選んで逃にげ回まわる。この際、無賃乗車は大目に見てほしいと思う。

　ずいぶんと逃げた気がしたが、実際はそうでもなかったのかもしれない。

　たどりついたのは、いつかアルテミスや子どもたちとケイドロで遊んだ、あの公園だった。追われる立場はあのときのケイドロと同じだが、今度は雅人の人生がかかっている。同じ過あやまちは二度繰くり返せない。今度こそ完かん璧ぺきに隠かくれてやると、雅人は灌かん木ぼくの陰かげに身を伏ふせて息を殺した。

　そのまま一分ほどたった頃だった。

　ゆっくりと足音が近づいてきた。公園の入り口からはダチョウの鳴き声が聞こえてきたので、アポロンに間ま違ちがいない。

　アポロンは雅人のすぐそばの灌木にゆっくりと、ゆっくりと近寄り──

　通りすぎた。

　気付かれずにすんだ。そう胸をなで下ろした雅人の目の前に、突然。

　矢が突つきたった。

　慌あわてて立ち上がったその鼻先を、アポロンの金の矢が狙っていた。

「ボクから逃げきりたかったら、木の陰に隠れるぐらいじゃ甘あまいね。どうせならダプネのように、木そのものにでもならないとね」

　そうだった。アポロンは恋したダプネを追い詰つめて、月桂樹に変身させたことがあるほどの、根っからのストーカー体質だった。これぐらいの追つい跡せきはなんでもない。

　雅人はアポロンに睨にらまれて、身動きひとつできなかった。いや、逆に身動きした瞬間に射られるのは間違いない。

　雅人がごくりと唾つばを飲み込み、アポロンはその相そう貌ぼうに笑みを浮うかべ、そして。

「そこまでよ、アポロン」

　声とともに、アポロンと雅人の間に割って入ったのは、他でもない。

　アポロンの姉、アルテミスだ。

「姉さん！　どうして、ここに？　川原に向かっているはずなのに」

「エロスの救出にはケイローンだけで向かってもらっているわ」

　飛んできたアルテミスは翼つばさをおさめて、ゆっくりと公園に降り立った。

「わたしとケイローンを“〝二人で”〟なんて書き方できるのは、ケイローンの正体を知っているごく限られた身内しかいない。そして二人とも呼び出だしたってことは、もしかしたら家から追い出したかったのかもしれないと思って戻ってみれば、ダチョウが走ってるって騒ぎになってるじゃない。あんただって、確信したわよ」

　雅人には話のすべてはみえていない。

　ただこれだけはわかった。アルテミスの鋭い機転によって自分は救われ、そしてアポロンの企たくらみは失敗に終わった、と。

　安心した雅人は情けなくも足の力が抜けて、その場に座り込んでしまった。そんな雅人をちらりと見やり、アルテミスはアポロンを糾きゆう弾だんする。

「なんで、こんなことを？」

「そんなの決まってるよ。こいつが姉さんを泣かせているからだ！」

「……オレが？」

　雅人を振り向いたアポロンは掴みかからんばかりに激げき昂こうする。

「お前、まだわからないのか！　お前が姉さんをどれほど──」

「黙だまりなさい！」

　アルテミスは厳しい目つきで睨みつけると、アポロンはさっきまでの勢いがウソのように憮ぶ然ぜんとした。

「それじゃあエロスの金の矢を奪うばったのも、わたしのためなの？」

「そうだよ。天城結衣って娘こが死んで、落ち込んでいたはずの九条雅人が、すぐ別の女にうつつを抜かす。そんなことになれば、姉さんだって目を覚ますだろ？」

　雅人も納得した。姉が天界に帰る理由を作りつつ、雅人に対して幻げん滅めつするように仕組む。そんなふたつの狙いがあったのか。

　雅人は内心、舌を巻く。なかなか頭がキレる。だが残念なことに性格までキレてしまっている。

　アルテミスは静かに、ゆっくりと言葉を紡つむぐ。沸わき上がる怒いかりをなんとか抑おさえようとしているのが、傍はた目めからも見て取れた。

「言ったわよね、アポロン。雅人には手を出すなって」

「だから雅人は殺してないだろ？」

　金の矢で射ようとしたのは、手を出したうちに入らないのか。

　雅人はツッコミを入れようとしたが、それより早くアルテミスの異変に気がついた。大きく息を呑のんで、身体を強こわ張ばらせていた。覗のぞき込んでみると、その顔色は真っ青だった。

「……雅人“〝は”〟殺してない？」

　アルテミスのつぶやきに、雅人は違い和わ感かんを覚えた。雅人は思考を巡めぐらせる。

　もし雅人の株を下げることが目的ならば、ただ誰かにうつつを抜かすだけでは足りない。ひどく落ち込むような……例えば親しい人が倒れるような事態が必要なはずだ。

　そしてアポロンは、雅人には手を出していないと言った。

「おい。まさか……」

　愕がく然ぜんとする雅人に向けて、アポロンは冷笑さえ浮かべて言い放った。

「ああ。そうだよ、姉さんにケンカを売った結衣って身のほど知らずは、ボクが制裁した。魂たましいだけを抜き出してステュクス川を渡らせたよ」

　それがなにを意味するのか。

　雅人は次し第だいに理解していった。アキレスが半死半生の思いで不死身を獲かく得とくしたその川は、猛もう毒どくの流れる三さん途ずの川かわであり、渡った者は帰って来られない。

「渡らなければ雅人がどうなるかわからないと脅おどしたら、苦しみながらも大人しく渡ってくれたよ。肉体はまだ健在のようだが、じきにそちらも死ぬだろうね」

　さっきまで青かったアルテミスの顔色が、激昂して赤くなった。弓矢を取り出して、つがえるまでにまばたきほどの時間もかからなかった。

　しかし矢が放たれるよりも早く──

　雅人はアポロンを殴なぐっていた。

　力ちから一いつ杯ぱい殴なぐったはずなのに、アポロンはよろけることもなかった。むしろ殴り慣れていない雅人の手の方がダメージが大きい。じつはこのとき手首を捻ねん挫ざしているのだが、それでも雅人はその痛みを感じなかった。

　ただ悔くやしさで胸が痛かった。

「相手が神だろうが関係ない。お前をぶっ殺す！」

「面おも白しろいじゃないか。やってみろよ」

　素す手での雅人に対してアポロンは円えん盤ばんを構える。

　アルテミスも黙っていなかった。素す早ばやく矢をつがえてアポロンを狙う。

「動かないで、アポロン！　……あなたは、なんてことをしてくれたのよ」

「これも姉さんのためなんだよ。いまはわからなくても、きっとあとでわかってくれるって、ボクは信じてる」

















　勝手な言い分にアルテミスはすぐに言葉が出て来ない。目を閉じて深呼吸をして、ようやくセリフを口にした。

「そんなにわたしのことが大切なのね」

「もちろんだよ！　姉さんのためだったら、ボクはなんでもできるよ」

「……だったら、いますぐわたしの前から消えなさい」

「そんな！」

　アポロンは美しい相貌を崩す。

　そして雅人も憤ふん慨がいした。ここであっさり帰していいはずがない。

「落ち着いて、雅人。わたしは雅人にまで死んでほしくない」

　アルテミスの声は切実だった。

　雅人もようやく我に返る。冷静に考えれば当然のことだ。アポロン相手にどうこうできるはずもない。アポロンはなんの容よう赦しやもなく、むしろ嬉き々きとして雅人を返り討うちにするだろう。アポロンを逃がすことは、そのまま雅人を守るためでもあるのだ。この期ごに及およんで守られるしかない事実に雅人は唇くちびるを噛む。

　そんな雅人から目を背そむけるように、アルテミスはアポロンを見やった。

「父さんとセメレの悲劇を知らないわけじゃないでしょ、アポロン。……同じことをしてほしい？」

　セメレとはかつてのゼウスの愛人だ。嫉しつ妬とに狂くるったヘラに唆そそのかされて、セメレはゼウスに本当の姿を見せるように迫せまる。神の本ほん性しようは人にとっては強すぎて目にしたらどうなるかわからないのだが、せがまれたゼウスはしかたなく雷かみなりに包まれた本性をあらわした。その雷に打たれたセメレは、そのまま帰らぬ人となってしまう。

　泣きそうだったアポロンの顔に、焦しよう燥そうの色が混ざる。

「わ、わかった！　でも姉さんもすぐに気が変わるはずだから。天界で待っているよ」

　アポロンはそれだけ言い置いて背中を向けると、まるで逃げ出すようにその場をあとにした。公園から出たところでダチョウの鳴き声と、続く慌ただしい足音が聞こえてきた。

　そのさまを見送って、アルテミスは腕を組んで鼻息をもらした。

「あの子を脅すときは、やっぱり昔からこれに限るわね」

　雅人はなかば現実逃とう避ひのように、どうでもいいことに思考の矛ほこ先さきを向けた。

「昔からって、そんなにしょっちゅう『殺す』って脅してるのかよ」

「殺すなんて言ってないけど？」

「だって、いま『セメレの悲劇』って……」

「ああ。セメレは父さんの浮うわ気き性しようという本性を目にして、雷に打たれたようなショックを受けたのよ。それからというもの実家に引きこもって、二度と帰らぬ人となったんだけど……あれ？　雅人は知らない話？」

　知っている話とは、ずいぶん違う。

「それじゃあアルテミスが『同じことをする』って言うのは……？」

「わたしも引きこもって、アポロンと二度と会わないってことよ。あの子にとっては殺されるよりも辛つらいことらしいのよ」

　なるほど。アポロンにとってはアルテミスを人ひと質じちに取られることがなにより効果的なのだろう。たとえ脅きよう迫はくしているのが、アルテミス本人であったとしても。

　雅人はおかしく思って笑おうとして──

　できなかった。

　受け止めるにはあまりに大きな現実が、目を背けようとしても雅人に迫ってきた。

「なあ、アルテミス……ステュクス川を渡ったら、もう二度と帰れないって言うのは、本当なのか？」

　以前、エロスがそう言っていた。

　エロスがウソを言うとは思えない。

　しかしエロスは記き憶おく違ちがいしているかもしれない。大げさに言っているのかもしれない。雅人が聞き間違えているのかもしれない。そんな可能性はゼロではない。少ないとはわかりつつも、一いち縷るの望みをかけざるを得ない。

　しかし。

「残念だけど」

「…………そうか」

　雅人はあえて微び苦く笑しようしてみせた。ここで悲しそうな顔をすれば、アルテミスにまたヘンに気をつかわせてしまう。そんな矜きよう持じが、最後にまだ少しだけ残っていた。

　雅人はアルテミスに背を向ける。追いすがろうとするアルテミスに、小さく告げる。

「悪いけど、一人で帰らせてくれないか。大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと帰れるから」

　アルテミスはなにも言わなかった。

　もしかしたらなにも言えなかったのかもしれない。



　その夜、たしかに雅人は帰ってきた。

　ただ全身あざだらけの傷だらけで、そのまま倒れるように寝込んでしまった。










　　　五章





「ええっ！　じゃあ、犯人はアポロンだったの？」

　目を丸くするエロスにアルテミスも驚おどろく。

「気付いてなかったの？」

「だって呼び出されたときは『結ゆ衣いを救う方法を知っているから教えてやる』って、メールをもらっただけだし」

「メール？　あんた、アポロンにメアドなんて教えてたの？」

「ううん。違ちがうよ？　メールって言っても、ほら。矢文だから」

「!?」

「部屋の窓を開けたら、びゅんって飛んできてね。あと、実際に犯人と顔をあわせたときだって、月桂樹の冠の下には蝶ちようみたいなヘンな仮面を付けていたもん。それで気づけって言う方がムリあるよね」

「山ほど気付くチャンスはあったように思うけど、まあいいわ」

　もはや怒おこる気力を失くしたアルテミスはケイローンと視線が合った。目だけで励はげまされて、苦く笑しようを返す。

「でもさ、アルテミス。アポロンが関かかわったんなら、じいちゃんが手を貸してくれても良さそうなものだよね。そう思わない？」

「たしかにそうよね」

　あまり期待するのもどうかと思うが、以前にもゼウスは雅まさ人とを救っている。結衣とも顔なじみなのだし、アポロンが暴走したという点では同じなのにと、疑問が残る。

　そこでいままで黙っていたケイローンが、小声で口を開いた。なるべく人通りの少ない路地を選んでいるとはいえ、街を歩いているのでケイローンは犬に変身しており、その声も限りなく小さい。

「それなんじゃがのぅ。天界に情報を集めに戻ったときに聞いたんじゃが、どうやら大変なことになっておるようじゃ」

「え、まさかじいちゃんの身になにか？」

「うむ。ゼウスさまの浮うわ気きを知ったヘラさまが烈れつ火かのごとく怒ってのう。ゼウスさまは行方ゆくえ不明になっておった」

「……まったくぅ。じいちゃんの浮気性は治らないなあ。本当に懲こりないんだから」

「そんなセリフは女の子へのメールをやめてから言いなさいよ」

　アルテミスのツッコミにエロスはようやく顔をあげた。

　たしかに、じつはさっきからエロスは手にしたケータイに目を落として、指をちまちま動かしながら歩いていた。エロスは口をとがらせて反論する。

「ボクのは女遊びじゃないもん。本気だもん」

「それ、なお悪いわよ」

　プシュケという奥おくさんもいるのに、エロスはじつに堂々としたものだった。

「情報収集をお願いしたから、その御お礼れいをしてるだけだもん。えっと──『お騒がせしました。なんとかケイローンが』──あ、ケイローンって言っちゃダメか──『知り合いが見つけてくれました。いろいろとありがとう。今度会ったら、きちんとサービスするね』と」

「サービスってエロス、あなたね」

　あらぬことを考えてしまったアルテミスに、エロスは天然なのか計算なのか、きょとんと首を傾かしげて問いかける。

「ん？　なあに？」

「なんでもないわよ！　そんなことよりケイローン」

　いきなり名を呼ばれてケイローンはびくりとする。すでにさきほど路地から抜け出でて、人が多く行き交う大通りに出ていた。ケイローンは返事をせずに、ただ犬の顔をあげる。

「本当にこんなところに、あの子はいるの？」

　ケイローンはこくりと、深々とうなずいた。

「ケイローンの耳にした情報だと、休きゆう暇かを取ってこの街のどこかを遊び歩いているってことだったよね」

　エロスの言っていることは、アルテミスにもわかる。

　同じ日本にいるなんて幸運な偶ぐう然ぜんもあるものだと喜んでいたのだが、ここに来てから少し不安になってきた。

　まだ夕刻前で、賑にぎわいを見せる時間には早い。が、それでも色とりどりのカクテルドレスやミニスカート、なかにはセーラー服を着込んだ男たちが、じろじろとアルテミスたち一行を見つめていた。

　だいたいの男たちは見慣れて、過か剰じような嫌けん悪お感も消えつつあったアルテミスだが、いま目にしているのは、またなにか違う生き物のような気がした。

　ここは東京都新宿区新宿二丁目。

　日本屈くつ指しの歓かん楽らく街がいであり、世界有数のゲイタウンだった。

　エロスはアルテミスの耳元にささやくように尋たずねる。

「怖こわいの？」

「そんなわけないでしょ！　ちょっと不思議な格好しているけど、人間相手にビビるアルテミスさまじゃないわ」

　挑ちよう発はつ的てきなセリフにあたりのゲイたちも、わずかに色めきだった。ケイローンが『声が大きい』と言わんばかりに、ばうわう吠ほえる。

　そしてそんな空気もどこ吹ふく風かぜでエロスはアルテミスに微笑みかける。

「そうじゃなくって。結衣ちゃんが復活するの、本当は怖いんじゃない？」

　アルテミスが、ぎょっとしてエロスを見つめた。

　この十日間ほどずっと、そのために情報収集からなにから動いてきたのに、いまさらなにを言うのか。そんな戸惑いもあった。

　しかし、それ以上に、アルテミスの心の奥おく底そこをのぞかれた気がした。

　そしてその動どう揺ようを見み逃のがすエロスではなかった。

「まさかと思っていたけど、そうなんだ」

「もしかしてカマをかけたの!?」

　答える代わりに、エロスはにへへへと笑う。

「アルテミスも好きなんだね。雅人のこと」

　たしかに。結衣がいなければと思う瞬間が、かつてまったくなかったわけではない。

　結衣がいないいま、雅人の心の傷を癒いやしてやりたいと思わないはずがない。

　そしてその心のスキにつけこめば、雅人はもっと自分を必要としてくれるのではないか。もっと自分を見てくれるのではないか。そんなふうにみじんも考えたことがないと言えば、それはウソになる。

　本当にアルテミスは下界に来て、自分がイヤになりそうになった。

　けれど同時に、こんな自分もいるのだと気がついて、とても新鮮だった。天界の故郷である山やま奥おくで、獣けものを相手に生活していては、永久に気付かなかったに違いない。そんな意味では結衣にも、雅人にも感謝している。

　そう。感謝しているのだ。

　だからアルテミスは言った。

「雅人と結衣がまたいちゃいちゃしはじめるのは、正直見ていて面白くないけれど。でもいまの雅人を見ているよりは、よっぽどマシよ」

　アルテミスの不器用な返事に、エロスはくすりと笑う。が、すぐに真顔になった。

「そうだよね。ボクもヤケになってケンカふっかけて、ケガをして帰ってくる雅人なんてもう見たくないよ」

　ケガをして帰ってから十日たったいまも、雅人は部屋で『治ち療りように専念』という名の引きこもりを続けている。傷だらけのあざだらけではあったが、一番のケガはアポロンを殴ったときの手首の捻挫なので、そろそろ学校にも行こうと思えば行けるはずなのだ。

　だがそんな雅人を責められる人間も神さまもいるはずがない。

「結衣の身体が朽くちるのも時間の問題よ」

「だよね。急ごう」

　ケイローンも深くうなずく。

　アルテミスは歓楽街の大通りと道行くゲイたちを見み渡わたすと、声を張った。

「行くわよ、戦いの舞ぶ台たいへ」

　アルテミスが一歩を踏み出した。その背中にエロスがぼそっとつぶやく。

「……戦いって大げさなんだから。やっぱりゲイさんたちが怖かったのかな」

　しっかり聞こえていたアルテミスは、振り返りざまにエロスの頭を叩たたいた。

「だから声が大きいと言うのに」

　ケイローンは思わず小声でつぶやいた。



　　　　　※　　　　※



　開店前の忙いそがしい時間からか、その大おお柄がらなゲイは不ふ機き嫌げんそうだった。しかも相手は未成年の女の子にしか見えない神さまである。興味本位としか思えない。

　本来、ゲイバーはある意味安心して遊べるお店として、女性客もそれなり存在する。プロなので接待するのはやぶさかではないが、それでも興味のみで近づいてくるような女性は歓かん迎げいされない。

　ましてや出入りしているお客を詮せん索さくするような輩やからとなれば、なおのことだ。

「……そんな名前の外国人は、聞いたこともないね」

　それだけ言うと、そのゲイはそそくさとエロスたちを追い出そうとした。触ふれられたアルテミスの首筋にしばらくぶりにじんましんが浮かび、ほぼ反射的に弓矢を取り出そうとしてエロスに取とり押さえられた。

「ちょ、ま、待って！　えっと、ほら、偽ぎ名めいとか使っているかもしれないから。目立つの困るだろうしね」

「だったら、どうすれはいいのよ」

「そだ、似顔絵。似顔絵をかこう。お姉さんもそれだけ見て、ね？」

「あら！　お姉さんだって。わかってるじゃな～い、もうっ」

　彼かれとしては軽くエロスの肩かたを叩いたつもりなんだろうが、それはほとんど相撲すもうのつっぱりだった。思わずよろけつつも、エロスはあはははと笑ってみせた。その顔には『おじさんって呼ばなくて良かった～』と書いてある。

　ともあれアルテミスは、レジ横にあったメモ用紙とペンを勝手に拝借して、すらすらと捜さがし人の似顔絵を描えがいた。

「どう？　見覚えない？」

「こ、これは!?」

　見せられたゲイの顔色が変わる。

「なに？　あるの？」

　喜色を浮かべるアルテミスに、ゲイは真顔でこう聞いた。

「捜しているのは、人間なのよね？」

　アルテミスは、ずっこけた。エロスもその似顔絵をのぞき込んで、やはり顔色を変えた。

「アルテミスはダメだ。貸して、ボクが描くから」

「ダ、ダメってなによ？」

　エロスは取り合わずにペンを走らせてゲイに見せる。

　やはり彼は息を呑んだ。アルテミスは勝かち誇ほこったように笑う。

「やっぱり、エロスもダメじゃない」

　ゲイはつぶやいた。

「こ、この子は……」

「なに、知ってるの？」

　エロスは喜びに目を輝かせた。アルテミスはちょっとショックを受けるが、すぐに立ち直る。こんなに早く、捜し人の情報が見つかるとは思ってもいなかった。

　しかし彼は断言した。

「こんな子は知りません！」

「ウソだ！　いまのは、絶対なんか知ってる顔だ」

「知らないって言ってるでしょ？　いま驚いたのは……そう！　ずっと考えていた『イイ男を堕おとす必勝法』が、ついに思いついたからよ！」

「本当に!?　それって『イイ女を堕とす必勝法』としても応用、利きくかな？」

「なんで話に乗っかっているの！」

　アルテミスはエロスの頭を叩いて、下した唇くちびるをかんだ。考えてもみればお得意さまの情報をおいそれと教えてくれるとは限らなかった。しかもある種、特とく殊しゆなコミュニティーとなれば、なおのことその結束力は強い。

　アルテミスと大柄なゲイは、真っ向からにらみ合う。店の奥からは格好こそ派手なドレスに身を包つつんでいるが、どれも筋骨隆りゆう々りゆうな男たちが騒さわぎを聞きつけて顔を出してきた。

　一いつ触しよく即そく発はつの空気に、エロスはおろおろする。表につないであるケイローンに助けを求めようとしたのか、外に顔を出したそのときだった。

「お、お義と父うさん!?　うわあ、久しぶりだね！　どうしたの、こんなところで？　あ、もしかして、お義父さんもそっちに目覚めちゃった？」

　どこぞのＣＭではないが、犬の姿のケイローンの前にしゃがみ込んで、本気で話しかけている青年がいた。

　普ふ通つうのサラリーマンのようなスーツ姿だった。小指に付けた指輪と片耳につけたピアスがやけに存在感を放っていた。短めに刈かり込んだ頭と、それなりにしっかりしたガタイをしていて、スーツを着ていなければ「なんのスポーツ選手だろう」と、普通のすれ違う人はまず思うに違いない。そしてその気のある男たちは「あら、なんていい男」と思うかもしれない。

　ケイローンは驚きのあまりに固まっている。エロスもいっぱいに目を見開いて、その男を指さした。

「いたぁっ！」

「うわあ、びっくりした。……え？　エロスちゃん？　それに、その後ろにいるのは、アルテミスおばさん？」

　エロスの声に駆かけつけたアルテミスは安あん堵どの息をついて、青年に呼びかけた。

「良かった、アスクレピオス。捜したのよ」

　アポロンの子であり医学の神、アスクレピオスは突とつ然ぜんの来客に目を瞬またたかせた。





「別にアポロンの子だから、わたしは驚かないけど」

　そんな前置きをしてから、アルテミスは切り出した。

「昔っからこんな趣しゆ味みがあった？」

　エロスたち一行は、そのままゲイバーにお客として出で迎むかえられたが、居い心ごこ地ちはけっしてよくなかった。まるでアスクレピオスを守るように、屈くつ強きようなゲイが彼の座すわるソファーの左右に控ひかえていた。まるで阿あ吽うんの仁に王おう像ぞうのようだ。

　どうやら、アスクレピオスはこの店のゲイたちに、すごく気に入られているらしい。

　アスクレピオスはアルテミスの質問に苦笑まじりに答えた。

「おれが昔、死者を蘇よみがえらせたせいでハデスさんに怒られて、じいさんにお仕置き食くらったのは覚えているだろ？」

「うん」

　伝承ではハデスに「世界の秩ちつ序じよを乱す」として訴うつたえられて、ゼウスに雷で殺されたとされている。もっともゼウスには激しく折せつ檻かんされただけで、こうして生き延びているわけではあるが。

「あのとき、おれが蘇らせたのって、ハデスさんのお気に入りの女の子だったんだよね」

「は？」

　アルテミスは、すぐにはアスクレピオスの言っている意味がわからなかった。

「それまでにも何人も蘇らせていたけど、文句付けられたのは、あのときが初めてだったからさ。だからもう女の子も、誰だれかを蘇らせるのもこりごりだよ」

　アルテミスは呆あきれて声もない。エロスは「さすが、じいちゃんのお兄さんだよね」などと言って、けらけらと笑っていた。たしかに女にだらしないのは、兄弟の血らしい。

　アルテミスは笑っているエロスの膝ひざを叩いて笑いをおさめさせると、アスクレピオスに向き直った。

「そこをなんとか、お願い。もう一度、一人の女の子を蘇らせて」

　アルテミスは事情を説明する。アスクレピオスの父、アポロンの暴走によって一人の罪のない女の子が冥めい界かいに行ってしまった。いま連つれ戻さねば、二度と帰って来られない。

「そうか。父さんの尻しり拭ぬぐいでもあるんだ」

　渋しぶい顔をするアスクレピオスを前に、アルテミスはソファーから立ち上がった。

　すると、いきなりその場で膝をつき、額を床ゆかにこすりつけた。

　由ゆい緒しよ正しい日本のお願いスタイル、土下座だった。

　あまりのことにアスクレピオスどころか、エロスも目を丸くする。

「このとおり、お願い。アスクレピオス」

「そんな、おばさん。頭をあげてよ」

「じゃあ、ボクも。このとおり！」

「エロスに……と、義父さんまで？」

　アスクレピオスの養父ケイローンも、人間の手前ゆえに犬の姿ではあったが頭を下げた。

「そんなことされても困るんだってば。おれはもう復活はさせないって、心に決めたんだから」

「そこをなんとか」

　エロスやアルテミスとて必死だった。なにせ人間の復活となればオオゴトであり、エロスたちの力だけではどうにもならない。ゼウスが隠れているいま、頼たよれるのはアスクレピオスぐらいしかいない。

　そのとき店の入り口から、騒ぐ声が聞こえた。

「ちょっと！　ここは子どもが来ていいところじゃないのよ」

　だが止まらなかったのだろう。どたどたと足音が続く。

「どういうことだ、これは」

　雅人だった。

　走ってきたのだろう。息は切れ切れで、その額には汗あせで前まえ髪がみがぺたりと貼はりついている。顔のあざなどはほとんど引いているが、捻挫した手首にはいまだ包帯で添そえ木ぎが固定されている。

「雅人！　ど、どうしてここに？」

　エロスが声をあげた。驚くのも無理はない。雅人にはなにも告げずに来たのだし、ここがわかるような痕こん跡せきはなにも残していない。推理して来られるような場所でもない。

　雅人はジーンズの尻しりポケットにあった自身のケータイを取り出して、液えき晶しようを開く。そこにはこの一帯の地図が表示されている。

　つまりエロスのケータイにＧＰＳがついており、いざとなればいつでも追跡できるようになっていたらしい。

　そして雅人の目には、そのいざというときに見えたのだろう。神さまたちが揃そろって姿を消して、その一人のエロスがよりによって新宿二丁目にいるとなれば、ムリもない。

「なあ。説明してくれよ。こんなところでいったいなにをしているんだ」

「それは……」

　エロスとアルテミスが言いよどむ。その変わりにアスクレピオスが口を開いた。

「きみが九く条じよう雅人くんか」

　雅人は怪け訝げんな顔をする。アスクレピオスが何者なのか、よくわからないのだろう。

　またアスクレピオスも値ね踏ぶみするように雅人を下から上まで眺ながめる。ゲイバーの照明はやや暗くて、アスクレピオスの微び妙みような表情の変化まではアルテミスもエロスも捉とらえられない。口を挟はさもうとするアルテミスの気配を感じて、アスクレピオスは手だけで制止した。

　アスクレピオスと雅人、二人の視線がしばし交こう錯さくした。

　アスクレピオスは突然立ち上がって、雅人に歩み寄った。そしていきなり雅人の身体をぺたぺたと触さわり出した。

「な、な、な、なんだ？」

　エロスやアルテミスも訳がわからず目を剥むく。雅人は驚いて、その手を振ふり払はらった。

　捻挫していたはずの手で。

「……あれ？」

　アスクレピオスは微び笑しようした。

「どうだい？　もう治ってるはずだよ」

　雅人は唖あ然ぜんとして声も出ない。包帯を外して添え木を取って、手首をぐりぐり回してみるが、まったく痛くないらしい。

　アスクレピオスは微笑したまま、雅人に告げた。

「きみの望みをかなえてあげてもいいよ」

　エロスにアルテミス、ケイローンは喜色を浮かべる。

「ただし、ひとつ条件を付けさせてもらうよ」

　浮かれた雰ふん囲い気きは、そのひと言で吹き飛とんだ。

「条件？」

「そう。おれだけじゃ不公平だろ。きみにだってそれなりのことをしてもらわなくちゃね」



　　　　　※　　　　※



「これからこのメモに書いてある場所を雅人くん一人でまわって、そこで出された指示に従ってくれ。きみの名前を告げれば、わかるようになっている。最後までこなしたとき、きみの望みもかなえてあげよう」

　アスクレピオスは雅人にそう告げて、一枚のメモを手て渡わたした。

　かつてヘラクレスは自分の狂きよう気きによって親族を殺してしまい、その悔かい恨こんを乗のり越こえるためにもと十二の功業を果たした。それを気取っているのかもしれない。

　だがしかし雅人だって怖おじ気けづいてはいられない。結衣が生き返るのならばなにを犠ぎ牲せいにしてもかまわない。どんな困難が待ち受けていても、きっと乗り越えてみせる。

「本当にひとりで大丈夫？」

　ゲイバーから出てきたところで、エロスは心配そうに雅人を覗き込む。義父として育て方を間違えたかとケイローンは悄しよう然ぜんとしている。アルテミスは腕うでを組んで、眉み間けんに皺しわを寄せていた。

「条件を出すなんて、人の足元を見ているみたいで気に食わないわ」

　エロスとアルテミスたち、それにケイローンはバーに残って雑用をさせられるらしい。店を騒がせた迷めい惑わく料りようの代わりだとアスクレピオスは言っていた。女め神がみ二人はともかく犬の姿のケイローンになにをさせるつもりなのか、雅人には見当もつかなかった。

　納なつ得とくいかない一同に、雅人は笑ってみせた。

「オレは大だい丈じよう夫ぶだから。先に帰るようだったら、母さんによろしくな」

「そんな、雅人。まるで死亡フラグみたいだよ」

「バカ、エロス、違う。オレの帰りが遅おそくなるかもしれないから、母さんに抜け出してきたことがバレそうになったときには、フォローしてくれって言ってるんだよ」

「そっか、びっくりしたぁ」

　胸をなで下ろすエロスに、雅人は別れを告げようとする。

「あ、待って。雅人」

　呼び止めるとエロスは突然、雅人をぎゅっと抱だき締しめた。

「わわ、おい！　ちょっと!?」

「頑がん張ばってね、雅人。結衣ちゃんの命がかかっているんだから」

　どうやら激げき励れいのためのハグらしい。雅人は微苦笑する、が。

「どうしておまえはオレのケツを触っているんだ？」

「おっといけない。いつものクセで。あははは、ごめんごめん」

「いつもって……おまえは、いつもなにをしているんだ」

















「まあ、そんなことよりさ。──ほら！　アルテミスも、ハグしておけば？」

「わ、わわわ、わたしはいいわよ。突然ふらないでよ、そんなの」

「そう？　だってなんか羨うらやましそうな顔していたよ？」

「してない！　絶対にしてない！」

　真っ赤になって、涙なみだ目めにまでなって否定するアルテミスを目にして、エロスは楽しそうに笑っていた。

「まったく。これから大変だってときに」

　雅人は苦笑するが、いい具合に力りきみが取れていた。もしかしたらこれもエロスなりの激励なのかもしれない。雅人は二人に手をあげて別れを告げると、背中を向けて歩き出した。

　どれだけの苦行かわからないが、あまりのんびりもしていられない。

　メモに目を落とすと、全部で四カ所書かれていた。見ればすべてこの近所だった。

　なにが待っているのかと警けい戒かいしながら雅人が最初の場所に向かう。

　そこは、とある美容院だった。何度もメモと住所、店名まで確かく認にんするが間違いない。

　首を傾げつつ、自動ドアをくぐる。

　店内もやっぱり普通の美容院だった。声をかけてきた美容師に名前を告げると、すぐさま話が通った。アスクレピオスの手がすでにまわっているらしい。

「どうぞこちらに」

　店内に案内される。ここからなにかあるのかと思ったら、ただ普通に美容室の椅い子すに座らされた。

「あ、あの？　オレはどうすれば？」

　ハサミをくるくる回していた担当美容師に声をかけると、首を傾げられた。

「もうお話は聞いてるからぁ。あなたはただじっとしていればいいのよん。安心して、すぐに素す敵てきに変身させてあげるからん」

　なんとなく先のゲイバーの店員たちと似たような匂においを感じたのは雅人の気のせいだろうか。ともかくなかば無理やり座らせられて、ハサミをちょきちょき入れられる。ある意味おまかせで切られるのは、なかなかに恐おそろしかった。と、すぐに美容師はハサミをシザーケースにしまった。ごくわずかに毛先を揃えたぐらいで、もう終わりと思っていると。

「な、え、ちょ！　それ使うんですか？」

「あら、ごめんなさい。うちではこれ以上の高級品は扱あつかってないのん。でもこれだって、相当いいものなのよん」

「いや、そんなことを心配しているわけじゃなくて」

「もう、だったら黙ってあたしの腕を信じなさい」

　そこはやはり男の腕だった。がしっと首を前に固定されると問答無用で髪かみをいじられた。

　結果。

　美容室に入る前より、髪が長くなって出てきた。

　肩までの長さのエクステンションを施ほどこされた。全体的にふんわりとした印象のヘアスタイルとなって、おそらく後ろ姿だけみたら女の子に見み紛まがうに違いない。

「いったい、なにを考えているんだ、あいつは」

　思わず吐き捨すてたが、これぐらいでめげるわけにはいかない。

　いや、むしろこれは雅人に対する精神攻こう撃げきなのかもしれない。だとしたら、なかなかやる。現にもう雅人は半泣きなのだから。アスクレピオスのツケですんだあたりは不幸中の幸いだったが、懐ふところはともかく心は全然温められなかった。

「くそ、負けていられるか、次だ。次」

　次も比ひ較かく的てき近かった。雅人はわざと大おお股またで男らしく歩いて、その場所を目指す。十分とかからずにたどり着いたそこは一軒けんのブティックだった。出入りしているお客さんは十代から二十代の女性が多いように見えた。

　──美容院の次はブティックか。

　雅人は腹を括くくった。なにを買い出しさせる気か知らないが、いまだったら女性モノの下着だろうがなんだろうが買ってやると思う。

　雅人が店内に入って、女性店員を捕つかまえる。と、こちらもすぐに店の奥に通された。

　そこにあったのは更こう衣い室しつだった。

「すでに中に用意してありますので、どうぞご試着ください」

「……オレが？」

「はい」

　店員は満面の笑えみを浮かべていたが、冗じよう談だんを言っている様子はなかった。

　雅人は渋しぶ々しぶと試着室に入る。と、そこには黒のハイソックスにクリーム色のワンピースだった。しかもミニワンピなので、太ふと股ももが見える。

「これを着ろと？」

　思わず独りごちると、すぐそばに店員がいたらしい。

「あ、サイズがあわないようでしたら、遠えん慮りよなくおっしゃってくださいね」

「いや。そういうことじゃなくて」

　おそらくアスクレピオスに言われただけなのだろうから、店員に突っ込んでもしかたなかった。しかたなく雅人は、ゆるゆると着き替がえはじめる。

　一通り着替え終え、鏡の中の自分を目もく撃げきして死にたくなっているところでカーテンの外から声が聞こえてきた。

「サイズはいかがですか？」

「ああ、それはもう。不思議なぐらいにぴったりです」

　雅人が来たときにはすでに服が用意されていたところからして、サイズまでアスクレピオスは指定したらしい。そんなことをしてなんになるのか。それこそ雅人をイジメているぐらいにしか意図は思いつかない。

　そのとき店員が、妙みように明るい声で雅人に言った。

「良かった。それなら、そのままお帰りいただけますね」

「そのまま？」

「ええ。あ、もちろんタグなどは、いまから私がお切りいたしますので、心配なさらずに」

「そんな心配はしてないです」

「あと、もしなにか言われたら『それを着るのが条件だ』と伝えてくれと承うけたまわっております」

「そうですか！　わかりました！」

　雅人はもはやヤケだった。

　しゃあっとカーテンを開けると、店員の前で仁に王おう立ちする。全身の服のタグを外してもらい、着ていた服を紙かみ袋ぶくろに入れてもらって店を出た。ちなみに会計は今度もアスクレピオスのツケですんだが、もはやそんなことはどうでもよかった。足元がすーすーするのが、とっても落ち着かない。

「次行くぞ、次」

　日が沈しずんで薄うす暗ぐらくなり、さらに身につけた衣装のせいもあって、今度は前から見ても遠目には女の子に見えた。そんな子が大股で歩いているので、余計に人目を引いていることに雅人は気付かない。

　次は料理屋だった。メモにはありふれた名字が書いてあったので、てっきり人家だと思っていた。『ふぐ、すっぽん、季節料理』の看板がなければ、和の情じよう緒ちよただよう一いつ軒けん家やだといまでも思っていたかもしれない。

　雅人は躊ちゆう躇ちよする。まず明らかに場ば違ちがいだ。値段だって高そうで、高校生が一人でふらりと入れるような店ではない。しかもいまはこんな格好だ。普通ならまずつまみ出される。

　いままではアスクレピオスの口くち利ききがあった。しかし今度もそうとは限らない。いままでが伏ふく線せんであって、ここで恥はじをかかされるとか、変質者呼ばわりされて通報されるとか、そんなシナリオが待っているのかもしれない。

　店の前で雅人がしばし固まっていると、勝手に扉とびらが開いた。女将おかみさんらしき人と目が合い、すみませんと告げて踵きびすを返したところで、雅人の名を呼ばれた。

　思わず立ち止まった。

「ああ、やっぱり。お待ちしてたんですよ。ささ、どうぞ、こちらへ」

　正直、女将さんの笑え顔がおが気味悪かった。

　この奥でなにが待っているのか。そらおそろしさに雅人は小さく震ふるえた。通された和室の部屋ではなんと。

　湯気を立てたすっぽん鍋なべが待っていた。

　他にも、すっぽんの生き血からから揚げに、口直しのデザートまですっぽんのコース料理が並んでいた。

　ますます雅人には理解がしがたい。どう解かい釈しやくすればいいのか。

「ささ、そちらにおかけになって。お代はいただいてますので、存分にお召めし上あがりください」

　女将にうながされるままに雅人は座ざ布団ぶとんに座り、おそるおそる鍋をつつく。

　びっくりするほどに美お味いしかった。まさか毒でも盛っているのかとまで疑ったがとんでもない。さっぱりしながらもコクのあるうま味が舌全体に広がり、溶とけ出したコラーゲンがそのまま身体にしみこんでいくようだった。

　舌した鼓つづみを打っている途中で、雅人は気がついた。

　これから命に関わるなにかが待っているのかもしれない。最後の晩ばん餐さんぐらい美お味いしいものを食べておけという、アスクレピオスの心こころづかいに思えてならなかった。そして、そんな危き惧ぐを持っていてもなお美お味いしく感じる料理に、恐ろしさすら覚えた。

　たらふく食べたのち最後に記されていたのは、マンションの一室だった。

　そこだけは住所だけで他にはなにも書かれていない。ゆえに薄うす気き味み悪い。

　オートロックでないのが、ちょっと不思議なくらい大きくておしゃれな五階建てのマンションの五階角部屋だった。雅人は緊きん張ちようする自分を落ち着かせようと、呼よび鈴りんを鳴らす前に深呼吸をした。

　鬼おにが出ても蛇へびが出ても、これが最後。

　次の試練を乗り越えれば、結衣が復活する。それを思えば、もう怖さは消えていた。

　雅人は呼び鈴を鳴らす。

　思いのほか早く、インターホンも使われることなく、ドアが開いた。

「やあ、来たね。待っていたよ」

　笑顔を浮かべたアスクレピオスが、そこにいた。










　　　六章





「どういうことなんですか？」

「なんだ、まだわからない？」

　アスクレピオスの部屋のリビングは相当な広さだった。雅まさ人との部屋の優に三倍はある。中央に敷しかれた絨じゆう毯たんの毛足は長く、テーブルの足は猫ねこのように丸い。五十インチはありそうなテレビの対面にあるこれまた大きな革かわ張ばりのソファーに、雅人は勧すすめられるままに座った。

　アスクレピオスはコーヒーメーカーにあったコーヒーをカップに入れて、そのまま雅人の前に置いた。砂糖と生クリームも出されたが、とても口を付けられる気分ではなかった。

「不思議そうな顔をしているね。じゃあ、これを見て」

　アスクレピオスは雅人の前にあるテレビの電源をつけた。

　そこには女装している九く条じよう雅人が映し出された。

　突然のことに、雅人はぎょっとする。

　が、よく見ればテレビのすぐ横に小型のビデオカメラが置かれていた。あれで撮った映像を直結して映しているらしい。

　それにしてもと、雅人は身を縮める。試着室の鏡でも目まの当あたりにしたが、それでもやはり慣れることはない。テレビの中にいるのは、雅人に似た別の誰か──もっと言えば、エクステンションをつけて、黒のハイソックスにクリーム色のワンピースという格好をした女の子だ。

　こうして鏡とはまた違った客観的な視点で見ると、よりいっそう女性に見えた。

「髪かみ型がたや衣装のせいで、女の子っぽく見える──もしかしてそう思っている？」

　アスクレピオスに図星を指されて、雅人は目を瞠みはる。

　そんな雅人を見つめるアスクレピオスの微笑は、じつに優やさしげだった。

「それは違うよ、雅人くん。衣装のせいなんかじゃない」

「？」

　アスクレピオスは同じソファーに腰こし掛かけると、雅人が手を出さなかったコーヒーを一口飲んだ。戻もどしたカップは目の前のテーブルのより奥へ、さりげなく移動させた。まるでこのあと、こぼさないようにするためであるかのように。

　アスクレピオスは雅人に、ささやくように言った。

「その姿こそが、きみの本当の姿なんだよ」

「はあ？」

　その瞬しゆん間かん、雅人はアスクレピオスに押おし倒たおされた。しかも雅人が座っていたソファーはベッドにもなるらしく、背もたれがいきなり倒れた。仰あお向むけに寝ね転がらされた雅人が戸と惑まどっているうちに、アスクレピオスは凄すさまじい手て際ぎわで仕事をこなした。雅人の両手両足を用意していたロープで縛しばると、ソファーの脚あしに固定してしまったのだ。雅人はベッドと化したソファーの上で、大の字になったまま動けなくなった。

「ああ、やっぱり、いいっ！　その姿」

　アスクレピオスの目は恍こう惚こつとしていた。

　どこかで見たことのある目だと思ったら、父親であるアポロンにそっくりだった。髪の色と目の色は母親ゆずりなのか、まったく似ていない。しかしアポロンが姉の話をするときに浮うかべる表情と、よく似ていた。やはり血は争えないらしい。

「な、なんだ！　これはどういうことだ？」

「だからきみの本ほん性しよう──その中に眠ねむる中性的な魅み力りよくをおれがこの手で教えてあげたくてね。そのためにきみには、いろいろと回ってもらったんだ」

　なるほど。美容室とブティックは、すべて雅人を女装させるために仕組んだらしい。

「服のサイズだって、見立てどおりだったろ？　おれの目にかかれば体重や体質、アレルギーまで見て取れる。サイズなんて、わけないよ」

「なんて才能のムダづかいなんだ！　え、待てよ。じゃあ最後のすっぽんは……」

「きみにも精をつけてもらおうと思って。本当は二人で食べたかったけど、当日いきなりの予約では一人分が精せい一いつ杯ぱいらしいんだよね。残念だよ」

「オレも残念だ。一いつ緒しよに食っていたら、そのときに気づけたかもしれないのに！」

「そうだよね。あ、でも安心して。おれはそんなの食べていないけど、精力は足りているから」

「むしろ有り余ってるだろ、おまえは！」

　雅人はすでに恐きよう怖ふと憤いきどおりで涙目になっているが、アスクレピオスは純じゆん粋すいな不安だと勘かん違ちがいしたようだ。まるで幼児をあやすように、寝ている雅人の頭をなでる。

「怖くて痛いのは最初だけだから。世界観ががらりと変わって、きっとびっくりするだろうけど、安心して。きっと快楽におぼれて、女の子なんてどうでもよくなるよ。結ゆ衣いなんて子を思い出さないぐらいにね」

「お、おい！　まさか、最初っから結衣を助けるつもりなんてなかったのか？」

「おれはね『きみの望みをかなえてあげる』と、そう言ったんだ。まだきみ自身ですら気付いていない、潜せん在ざい的てきに眠っている望みを、ね」

「そんなもの眠っていない！」

　ツッコミを入れつつ、またもバタバタと暴れるが、やはりロープは緩ゆるんでくれそうになかった。雅人はかつてないほどに貞てい操そうの危機を感じた。

「や、やめろっ！　その手をわきわきさせるなっ！」

　雅人は絶ぜつ叫きようするがアスクレピオスは止まらない。

　アスクレピオスは雅人の爪つま先さきから責める。爪先から足の裏、さらにくるぶしやふくらはぎ、膝とどんどんあがってくる。ハイソックス越ごしではあるものの気持ち悪いことこの上ない。

　ぎゃーぎゃー騒いでみても、アスクレピオスにとっては、むしろ逆効果のようだった。いやらしいうすら笑いを浮かべ、じつに楽しそうな目で雅人を舐なめるように見る。ついに雅人の素す肌はだ、太股にアスクレピオスの指が触れる。さらにあいている手が雅人のワンピースのスカートにかかった。

　もう限界だった。この場で舌をかんで死んでやると雅人が本気で考えた、そのとき。

　ガタガタ。

　突然バルコニーに面した掃はき出し窓が音を立てた。まるで誰かが一いつ生しよう懸けん命めい、開けようとしているようだが、レースのカーテンがかかっているせいで、雅人にははっきりとわからない。

「お、おい！　バルコニーに人！」

「あはははは。ここは五階だよ？　そんなことでおれの気をそらそうとしてもムダだよ」

　アスクレピオスは窓を見ようともしなかった。垂れそうになったよだれを、じゅるりと吸い込んで、ついに雅人のスカートをめくろうとする。

　バリィィィィンン。

　窓ガラスが割れて、金きん髪ぱつと銀ぎん髪ぱつの二人組──エロスとアルテミスが侵しん入にゆうしてきた。土足のままでフローリングに上がり込むと、雅人を見つけて声をあげる。

「ああっ！　やっぱり、いた！　いたよ、アルテミス」

「見ればわかるわよ」

　アルテミスの抑おさえた声が、逆にそらおそろしかった。アスクレピオスばかりじゃなく、雅人まで思わずびびってしまう。

「なぜ、ここが？　追えないように足止めしていたはずだぞ。義父さんだって酔よい潰つぶしておいたのに」

　みんなをバーの雑用として居残らせたのは、エロスたちを足止めし、アスクレピオスの悪わる巧だくみに気付かれないように監かん視しする意味があったのだと、雅人はいま気がついた。

　エロスは、してやったりと笑みを浮かべる。

「ふふん。そんなことだろうと思ったんだよね。だから、これ！」

　エロスはポケットから“〝雅人のケータイ”〟を取り出してみせた。雅人も目を丸くする。

　いつの間にかと言えば、別わかれ際ぎわにエロスにハグされたときしか考えられなかった。たしかに別れてから一度も使っていなかったが、しかし尻ポケットにケータイの感かん触しよくがあったように雅人は思う。あれはなんだったのか。

「ボクのケータイと取り替かえておいたんだ」

「そうか。ＧＰＳで！」

　雅人がエロスたちを捜したときと同じことを、彼かの女じよたちもやったのだ。

　アルテミスは両手の指をバキバキと鳴らすと、目にもとまらぬ早さで弓を取り出して、矢をつがえた。ぴたりとアスクレピオスを狙ねらう。その目は血走っており、引ひき絞しぼった強さに弦げんがぎりぎりと悲鳴をあげる。

　アスクレピオスはびびりすぎてソファーから転げ落ちて、そのまま壁かべの端はしまで這はって下がった。

「お、おばさん！　落ち着いて！　おれを殺したら、その結衣って子は復活させられないんだよ？」

「させる気なんて、本当はなかったクセに」

　アスクレピオスの表情が凍こおりつく。雅人も同じように焦あせった。アスクレピオスのやったことは到とう底てい許せないが、それでも言っていることは正しい。結衣を救う最後の手だてを自らの手で失うわけにはいかない。

「待て、アルテミス。落ち着くんだ」

「雅人は黙だまっていて。いまこの子をお仕置きして、性しよう根ねを叩き直なおしてあげるんだから」

「おばさんの矢はお仕置きじゃすまないだろう！」

「アスクレピオス。この国にはね、こんな言葉があるそうよ。『バカは死ななきゃ治らない』って」

「やっぱり殺すつもりなの!?　待った、ストップ。おばさん」

　雅人も叫さけぶ。

「やめるんだ、アルテミス！」

「アルテミス、ボクにまかせて」

　エロスの声がさらに重なり、それが引き金となった。

　放たれた矢は、アスクレピオスの心臓に深々と突つき刺さった。アスクレピオスは白目を剥いて、そのままばたりと倒れる。

　雅人は状じよう況きようを見ようと必死に起こしていた頭を、ソファーベッドにばたりと乗せた。

「なんてことをしてくれたんだ……」

　雅人は絶望する。もう結衣とは、本当に二度と会えないのだ。

　目を閉じてもなお暗く感じる闇やみに身を任せていると、エロスとアルテミス二人の失しつ笑しようする声が聞こえてきた。

「なにがおかしいんだ、おまえら！」

「そうじゃなくて、よく見てよ、雅人。あ、ほら、急いで急いで」

　雅人は目を開け、首をあげる。視界の端、倒れているアスクレピオスの胸に突き刺さっている金の矢が、いまにも消えようとしていた。

　はたと気がついた雅人は、今度はアルテミスを見やる。その手にはいまだ矢が握にぎられたままだった。

　そしてエロスも弓を持っていた。

「なんだ、そうだったのか」

　雅人はホッと息をついた。エロスが得意気に胸を張る。

「ボクだって、やればできるんだから。ね、ちゃんと刺さったでしょ？」

「まあ、それはわかったけど。どうするんだ、あんなことして」

「うん。好みじゃないんだけど、しかたないよね」

「は？」

「だからアスクレピオスはボクに惚ほれるようにしたんだよ。それこそボクの言うことなら盲もう目もく的てきになんでも聞いちゃうぐらいにね」

「あ。ああ、なるほど。そういうことか」

「まあ、これでなんとかなるでしょう」

　アルテミスは肩の荷が下りて力が抜ぬけてしまったらしい。ぽすんと雅人が縛られているソファーに腰こしを降ろして、またもいきなり笑い出した。

「な、なんだよ」

「だって、その格好」

　雅人は目を剥いた。矢や継つぎ早ばやに物事が起きたので一時とはいえ失念していた。雅人は頬ほおを真っ赤に染めて、唾つばを飛ばさんばかりに怒ど鳴なる。

「こら、笑うな！　見るな！　ちょっ、ともかくほどいてくれよ」

　じたばたと雅人はもがくが、アルテミスはお腹なかを抱かかえて笑っていてすぐに行動に移してくれそうにない。エロスはと言えば、

「ああ、そうだっ！　いいこと思いついた」

　両手を叩いたエロスは、屈くつ託たくのないじつに無む邪じや気きな笑顔を浮かべるが、それが雅人にはおそろしい。絶対にろくなことを考えていない。

「雅人のこんな可愛かわいいカッコ、ボクたちだけで独どく占せんするのはよくないよね。結衣ちゃんも帰ってくるだろうし、みせてあげなきゃ」

　やっぱりろくなことじゃなかった。

「ボクのケータイは、着替えの入ったあの紙袋かな？　写真に取っておかなきゃね～」

「うおおおぉぉぉっ。ばか、やめろっ！　こら、お願い、頼たのむからやめて！　なんでも言うこと聞くから、エロスさま。やめてお願いだから、ケータイをこっちに向けないでぇ、うわ、うわあああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」



　　　　　※　　　　※



　アスクレピオスの施し術じゆつは目にも止まらぬ早さで行われた。

　なにが起こったかわからないうちにことは終わり、「無事成功しました」とばかりにアスクレピオスはエロスに得意気な顔をするが、彼かれのことなど誰も見ていなかった。

　エロスに雅人、アルテミスは固唾かたずをのんで、結衣の様子を見守る。

　医い療りよう機器だけの小さな電子音だけが、静かに響ひびく。

　そして、ふいに。

　結衣の目が開いた。まばたきを数度繰くり返かえして、口元につけていた人工呼吸器のマスクを外して、ゆっくりと起き上がる。身体につけていた電極が次々と外れていった。

　ここがどこだかわからないのか。それともなんで現世に帰って来られたのかわからないのか。結衣はきょとんとする。

　しかし雅人たちの姿を認めて、すぐに理解したらしい。

　その目に涙が浮かんだ。

　ほぼ同時、雅人は結衣に飛び掛かかるような勢いで、力ちから一いつ杯ぱい抱だき締めた。エロスは奇き声せいをあげて小こ躍おどりし、アルテミスは浮かんだ涙を見せないようにくるりと背を向け、無視されつづけているアスクレピオスは両りよう手両膝ひざを床について落ち込んでいる。

　エロスたちは全ぜん身しん全ぜん霊れいを以もつて、それぞれのやり方で喜びを表現した。

















　おかげで勝手に医療器具の電極を外したことや、あまりに大おお騒さわぎしたことを、のちのちナースさんに叱しかられるわけだが、それも致いたし方かたのないことかもしれない。

　なにせ結衣が帰って来たのだから。





「もう平気なのに。経過監かん察さつで今日は退院できないなんて、つまらないなあ」

　病院の中庭は花か壇だんやベンチなどが整備されていて、さながら小さな公園のようだった。結衣の散歩につきあう雅人たちは、揃って微び苦く笑しようを浮かべる。

「原因不明で倒れていたからな。心配されるのも、しかたないだろ」

「そっか。そうだよね。冥界に行ってましたなんて言ったら、よけいに気をつかわせちゃうかもしれないしね」

　結衣は苦笑すると、ふいに真顔になって立ち止まり、雅人やエロスたちに向き直った。

「本当、みんなのおかげです。助けてくれて、ありがとうございました」

　結衣は深々とお辞じ儀ぎする。

「「「いやいやいやいや」」」

　みんなそろって首を横に振った。

「違うだろ、結衣。先におまえがオレを助けてくれたんだろ？」

『雅人がどうなるかわからない』──そうアポロンに脅おどされたから、結衣は言われるままにステュクス川を渡わたらざるをえなかった。

　雅人の話にエロスは、こくこくと何度もうなずいて、ちらりとアルテミスを見やる。

「それに元はといえばアポロンが悪いんだし」

　弟の名を出だされるとアルテミスも反論できなかった。素す直なおに頭をさげる。

「ごめんなさい。まさか結衣に迷めい惑わくかけることになるなんて思ってもいなくて。わたしの監かん督とく不行き届きよ」

「そ、そんな、やめてよ、アルテミス」

　しかしアルテミスは、まだ頭をあげない。深いを懊おう悩のうをその顔に滲にじませて、か細くため息をつく。わずかな逡しゆん巡じゆんのあと、アルテミスは言った。

「それだけじゃないわ。ほんの一いつ瞬しゆんだけど、わたしは結衣が生き返らなくてもいいかなって考えた。それを謝あやまらせて」

　その懺ざん悔げには結衣ばかりでなく、雅人も驚おどろいた。

「お、おい！　なにを言ってるんだ!?」

　思わずアルテミスに詰つめ寄よろうとした雅人を遮さえぎるように、結衣は手を伸のばした。結衣を振り向むいて雅人は、また驚かされた。

　怒って当然の結衣は、なぜか柔やわらかな微笑ほほえみを浮かべていたのだ。

「アルテミスってば、ひどーい！」

　なんて言って、眉間に皺を寄せているが、やはり怒っているようには見えなかった。むしろどこか楽しそうですらあった。頭を下げているアルテミスは、それに気付かない。

「ごめんなさい」

　そこで結衣は、わかりやすく「あはっ」と破顔した。

「でも許す。だって、あたしもアルテミスがいなくなればいいなって、ちょびっとだけ考えたことあるもの」

　ようやくアルテミスは顔をあげた。そんな空気じゃないことは百も承知ながら、思わず雅人が笑ってしまいそうになるぐらい、アルテミスは面おも白しろい表情をしていた。

　結衣は言った。

「だってアルテミス、ずるいよね。おんなじ屋根の下で暮らしてさ」

　結衣とアルテミスの目が合う。

　わずかに緊張が走る。雅人も固唾を呑んだ、そのとき。

　二人同時に笑い出した。

　雅人は我が慢まんできずに隣となりにいたエロスの肘ひじを突つつく。

「なあ。……さっきまで物ぶつ騒そうな話をしてたはずだよな。なんで笑ってるんだ？」

　エロスは雅人を振り向き、信じられないものを見たような顔をした。もう少しで危あやうく魚に変身するところまであった。

「雅人って、本当にバカなんだなぁ」

「し、しみじみ言うな！」

「あははははは。でもさ、ボクはそんな雅人が好きだな」

「……全然嬉うれしくないぞ、それ」

　がっくりと肩を落とす雅人を目にして、またいっそう結衣たちも笑顔を浮かべた。その笑い声を聞いていると、またいつもの日常が帰って来たんだと思えて、雅人もつられて笑いだした。

　ひとしきり笑った、そのあと。ふいにエロスがあたりを見渡して、首を傾げた。

「あれれ？　そういえばアスクレピオスは？」

　ひどい話だが雅人も言われて、ようやく気がついた。一緒に病室から出てきたはずなのに姿が見えない。アルテミスや結衣とも顔を見合わせるが、みんなも気付いていなかったらしい。

　いったい、どこへいったのか。金の矢によってエロスにメロメロになったせいで、言われなくても金魚のフンのようについて回ってきたのに。

「おまえたちが捜しているのは、こいつ、か？」

　割って入った声に振り返った。

　病室の陰かげから、一人の男が姿をあらわした。身長二メートル近くで体重は百キロを超こえていそうな大男で、ぼさぼさの髭ひげ。黒い開かい襟きんシャツの胸むな元もとからは、これまた硬かたそうな胸むな毛げがのぞいていた。妙におしゃれなサングラスをかけていなければ、クマと間ま違ちがわれかねなかった。

　そしてなにより奇き妙みようなのは、その肩にこれまた黒い袋ふくろを担かついでいることだった。かなり大きくて、しかもびっくんびっくん暴れている。あの大きさからすると、人が入っていてもおかしくない。

　と、思ったら袋の口が開いて、中身がのぞいて見えた。

　アスクレピオスが猿さるぐつわを噛かまされていた。さらに両手を背後で縛るロープも見えた。あれでは両足も拘こう束そくされているのだろう。

　明らかなまでの人さらいを前に戦せん慄りつする雅人の隣で、エロスは男の質問に答えた。

「ボ……ボクたち、そんな人は知りません」

「おい！　いくらなんでも、ひどすぎるだろ！」

　雅人にしても、アスクレピオスに対しては好印象を持っていないし、あの黒ずくめのクマは見るからにいかつくて強そうだし。見なかったことにしたくなる気持ちはわかる。

　しかし、そうではなかった。

「雅人はあの人が誰か知らないから、そんなこと言えるんだよ！」

「え？　誰なんだ？」

「ボクも直接会うのは初めてだけど、間違いないよ。ねえ、アルテミス」

　話を振られたアルテミスは、男から視線を外さないまま、大きくうなずいた。あのアルテミスが威い圧あつされているのか、青い顔をしている。

「わたしの叔お父じさん──つまりゼウスさまの兄、ハデスさまよ」

　雅人は驚いた。あまりにも有名人だった。

　三つの頭を持つケルベロスを飼かい馴ならして地じ獄ごくの番犬とし、魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こする冥府を統治する王である。また、妻であるペルセフォネを奪うばいに来たペイリトオスに対しては、忘ぼう却きやくの椅子に座らせてすべてを──目的や言語すらも忘れさせて、ただただ座らせつづけた。

　そんなハデスが、なぜわざわざこんなところにいるのか。

　答えはひとつだった。

「一度勧かん告こくしたにもかかわらず、また行うような輩やからは許しておけぬ。世界の秩ちつ序じよを乱した罪は、きっちり償つぐなってもらわねば、な」

　かつてアスクレピオスを裁いてくれとゼウスに嘆たん願がんしたのは、他でもない。このハデスなのだ。アスクレピオスにとっては頭のあがらない、おそろしい神なのだろう。ハデスと軽く目が合っただけで、がくがく震えて気を失ってしまった。

　ハデスは小さく息をついて、雅人たちを見やる。

　正確にはエロスを、見つめた。

「教きよう唆さしたエロスも同罪、だぞ？」

「あははは、やっぱりダメ？」

「当然」

「だよねぇ。じゃあ、しかたない。ボクがやったんだ、罪を認めるよ」

「わかっているなら話は早い、な」

　エロスは肩かたを落とすが、その表情から絶望は感じられなかった。むしろ浮かんでいるのは諦てい念ねんからくる微笑だった。

　アルテミスは慌あわてて、エロスとハデスの間に割ってはいる。

「待ってよ！　手を貸したわたしも同罪のはずよ。なんでエロスだけなの」

「いいんだ、アルテミス。金の矢を射たのはボクだし、アスクレピオスを操あやつったのは事実なんだから」

「……だからあのとき、どうしても自分が射るって言ったのね」

　愕がく然ぜんとするアルテミスの横で雅人は考える。

　あたりまえのことだ。かつてアスクレピオスが死者を蘇よみがえらせたとき、ハデスが激げき怒どし、ゼウスが泣く泣く裁かねばならなかった。それほどのことをもう一度行えば、こうなることぐらい、女神たちだって見当がついていたはずなのだ。

　ただひとつアルテミスにも誤算があった。

「最初から、ひとりで罪をかぶるつもりだったのね」

　エロスは微苦笑を浮かべたまま答えなかった。

　それが答えだった。

「なかなか良い心意気だ、な。しかし容よう赦しやはしない。ついてきてもらおう、か」

　結衣や雅人だって黙ってはいられない。結衣は自分を救うためにエロスが無む茶ちやをやったことぐらいわかっていたし、雅人にしても首をつっこんでうっかり捕とらわれの身になどならなければ、他に手があったかもしれない。

　二人が同時に口を開こうとしたそれより、一瞬早かった。

　まばゆい光があたりを包つつんだ。

　ドッカァン。

　続く轟ごう音おんは、雅人の耳には爆ばく発はつ音おんにしか聞こえなかった。空と病院の屋上を駆かけ抜ける閃せん光こうが見えた。空気を震わせる衝しよう撃げきに、雅人は固まるしかない。悲鳴すら出せなかった。

　まさに青天の霹へき靂れきだった。

　雲ひとつなかったはずなのに、いきなり落らく雷らいした。そればかりでない。

「ちょっと待ってもらおうか」

　雅人たちのかたわらに雅人も見知った顔が立っていた。

「じいちゃん！」

　エロスが目を丸くする。

　そう。ギリシャの主神でありハデスの弟でもあるゼウスがそこにいた。

「父さんだったのね。いまの雷かみなり」

「うむ。慌てておったから、天界での力をちょこっと下界に持ち込んでしまったわ。うっかりした。あっはっはっはっはっ」

　雅人は唖然として声もない。ギリシャ神話最強の武器と謳うたわれたゼウスの雷らい霆てい、その一いつ端たんを垣間かいま見みたのだ。無理もない。そしてゼウスはやはり天界の主神なのだと、雅人はいまさらながら思い知らされていた。

　そんなゼウスに、アルテミスは食ってかかった。

「笑いごとじゃないわよ。いままでどこにいたのよ」

　ギリシャの天界では、ゼウスが行方ゆくえ不明だと、ちょっとした騒ぎになっていた。エロスたちにしても、ゼウスを頼たよれないからアスクレピオスに賭かけねばならなかった経けい緯いもある。

「日本の天上界に、ちょっと挨あい拶さつ回りをしておった。いやあ、相変わらずアマテラスちゃんは可愛かったな！」

　だらしない顔をするゼウスに、アルテミスは思わず呆れた顔をした。

　雅人も、さっき感心した気持ちを返してほしいと思った。いくらギリシャの天界の長だろうが、中身はそこらの浮うわ気きオヤジとさして変わりなかった。

　冷たい視線をぐさぐさ感じて我に返ったゼウスは、咳せき払ばらいして兄に向き直る。

「わしの可愛い孫を断りもなく連れていくなど、ずいぶん勝手をするではないか」

　いままで眉まゆひとつ動かさなかったハデスが、あからさまにムッとした。

「領分を侵おかしてきたのは、こいつら、だ。そもそも、なぜおまえは上から目線、だ？」

「だってわしは天界の主神じゃからな。暗くじめじめした冥めい界かいにいる兄貴とは違ちがうのよ」

　安い挑ちよう発はつに意外なほどハデスは乗っかった。こめかみに血管を浮かせて怒鳴る。

「クジで勝っただけ、だ！　あのクジだって俺おれは不正があったに違いないと、そう睨にらんでいる、ぞ」

「そ、そそそそそ、そんなことないわい」

　ポセイドンもふくめた三人の神は、どの領域をおさめるかをクジで決めたのだが、これだけ動どう揺ようするあたり、ゼウスはなかば告白しているようなものだった。

「まあ、いまさら配置換がえする気も起きない、が」

　そう前置いてから、ハデスは太い指をゼウスに突きつけた。

「俺は昔からおまえの要領がよくて、そのくせだらしないところが気に食わぬ、のだ。女性と何人も交こう渉しようを持つなど、な！」

「なんじゃ。嫉しつ妬とか？」

「否！」

　真っ赤になって否定するあたり、どうやら図星だったらしい。ゼウスはニヤニヤと口元をゆがめて、兄を眺ながめる。ゼウスに比べてハデスは色いろ恋こい沙ざ汰たの話が少ない。が、少ないからと言って、興味がないとは限らない。アスクレピオスを処しよ罰ばつしたのも女性がらみと言うし。

　ゼウスは自信満々に切り札を出した。

「ペルセフォネちゃんのときは、わしがいろいろと知ち恵えを貸してやったのに、ずいぶんな言いぐさじゃなぁ」

「そのせいで大騒ぎになった、だろ！　なにが『女は強ごう引いんな男に弱い』、だ。しかもあとからデメテルの味方をするなど、とんでもない裏切り、だ！」

　ペルセフォネとはハデスの正妻だ。一ひと目め惚ぼれしたハデスは彼女を強引に下界に連れ去ったのだが、母親である豊ほう穣じよう神デメテルが嘆なげき悲かなしんだ。それによって穀物などが実らなくなったために、ペルセフォネは帰ることになったのだが、冥界のざくろを口にしてしまっていたために、一年の三分の一は冥界に戻らなければならなくなった。その間はデメテルが悲しむために植物などが実らない寒い冬となった──という伝承がある。

　ゼウスは悪びれもせずにハデスに言った。

「ずいぶん機き嫌げんが悪いようじゃな。さてはあれじゃろ、ちょうどペルセフォネちゃんが冥界にいない時期じゃから寂さびしいんじゃろ」

「ぐふっ」

　ハデスは咳せき込んだきり、言い返せない。しかも信じがたいことに、いきなり泣きはじめた。大おお粒つぶの涙が頬を伝って流れていく。ひっくと、しゃくりあげる音まで聞こえた。

「ペルセフォネ……」

　クマのような大男が子どものように泣く姿に雅人はうっかり笑い出しそうになった。が、ハデスと目が合って、慌てて笑いをかみ殺した。間かん一いつ髪ぱつ、危ないところだった。

　ところがゼウスは。

「へへー、泣いておる。ざまーみろじゃ！」

　ハデスもさすがに怒いかり狂くるった。ゼウスに腕を伸ばすとその頬をひっぱる。負けじとゼウスも応おう酬しゆうした。

　雅人は呆あきれてしまう。

　まるで子どものケンカだった。

　なにも言わずに振り向くと結衣は茫ぼう然ぜんと目をしばたかせ、エロスは「もっとやれ」とばかりに手を振って応おう援えんし、アルテミスは無言のままに苦笑した。

　たっぷり数分間は子どものケンカを繰り広ひろげたゼウスたちだが、決着はあっけなく訪おとずれた。お互たがい同時に飛びのいた、そのとき。ハデスは低い声でこう告げた。

「よひ、ならば俺にも考えがあふ、ぞ。イオの一件をヘラに暴ばく露ろ、すふからな」

　微妙に舌が回っていないのは、まだ頬が麻ま痺ひしているせいだろう。ゼウスもハデスもつねられすぎて頬がぱんぱんに腫はれていた。だが、そんな痛みも、きっとゼウスは一瞬忘れたに違いない。

「な、なん、じゃと!?　ヘラに、もしあのことがバレたら……バレたら……う、うわああああぁぁぁぁぁぁああっ。今度は、ヘラの蛇に噛まれるぐらいでは、すまされんぞ。う、うおぉぉぉぉおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ」

　ゼウスはがっくりと両膝を地につけ、自分の身体を抱くようにして震えはじめた。その額に浮かぶ冷ひや汗あせといったら、尋じん常じような量ではなかった。

「ど、どういうこと？」

　話が見えない結衣は、雅人に尋たずねた。

　雅人の知っているかぎり、イオとはゼウスの浮気相手の一人だ。ヘラに浮気を咎とがめられたイオは、ゼウスによって牝め牛うしに変えられ、さらにアルゴスという怪かい物ぶつを見張りにつけられた。ゼウスはヘルメスに頼んで、イオを秘ひ密みつ裏りに奪だつ還かんしようとしたが失敗。ヘルメスはアルゴスを殺してイオを解放するが、当然、ヘラの知るところとなる。ヘラはイオを虻あぶによって海を隔へだてたエジプトまで追い立て、そこでようやく許した──そう説明する。

　ハデスがそこで口を開いた。

「ところが、だ。俺は冥界に来たアルゴスに真実を聞いた、のだ。ヤツは今いま際わの際きわに見た。ゼウスがやってきて、イオと本物の牝牛を入れ変えて、」

「わあ、わあ、わあ！」

　ゼウスが突然大声をあげて、ハデスの言葉を遮る。

「あのあと密ひそかにゼウスは、本物のイオと」

「うおーっ、うおーっ、うおーっ！」

「……」

　ゼウスとハデスは視線をかわして、しばし沈ちん黙もくする。

　ゼウスはふいに立ち上がるとエロスを振り返り、その肩にぽんっと手を置いた。

「エロス、やっぱり罪は罪だ。きちんと償わねばな」

「ええええええっ！　あっさり手のひら返した!?」

　雅人は思わずツッコミを入れるが、ゼウスは聞いていない。額に浮かんだ汗を手の甲こうで拭ぬぐい、大きく息をつくと、ゼウスは再びハデスに向き直る。

「じゃがな。刑けいは天界で執しつ行こうさせてもらう。それだけは譲ゆずれん」

　最後の威い厳げんは、どうにか保ちたいらしい。言葉とは裏腹に泣き出しそうなゼウスの表情にハデスも苦笑する。

「ならば、それでよしとしてやる、か。その代わり手を抜くな、よ？」

「もちろんじゃ」

　うなずくとゼウスはエロスを見つめた。かばいきれなくてすまないという無言の謝罪に、エロスは首を横に振る。

　そこでエロスは雅人に向き直った。

「じゃあ、そういうわけなんで、雅人。ボク、帰らなくちゃいけないんだ」

「お、おい」

　あまりにもあっさりしすぎていて雅人は拍ひよう子し抜ぬけする。

　あれだけ下界のことが気に入った様子だったのに。あれほど結衣や忍しのぶたちとも──いや、誰よりも雅人と仲良くなったのに。言いい募つのろうとするが、言葉はつまって出て来なかった。

　そのスキをつくように、エロスは畳たたみかける。

「ねえ、雅人。ボクの最後のお願いだよ。もう会えなくなるだろうから、雅人にきちんと恩返しがしたいよ」

　エロスは十分、救ってくれた。

　雅人はそう思う。しかしエロスは、それで納得しないだろう。むしろきっと寂しそうな顔をするに違いない。

　だったらエロスの言うとおりに、きちんと恩を返させてやるのが優しさかもしれない。

　エロスの最後の望みなのだから。

　最後の。望み。

　──本当にそれでいいのか？　こんな別れでいいのか。

　いいはずがない。どうすれば、エロスを救うことができるのか。

「早く、雅人。時間がないよ。──誰に金の矢を射ればいい？」

　誰に。

　その瞬間、雅人に天てん啓けいが舞まい降おりた。もはや、これしかないと思う。雅人はちらりと結衣を見やる。と、結衣もこちらを見つめていた。

　アイコンタクトですべてが通じた。結衣が「それでいいよ。ううん、そうしてあげて」と言っている気がして、雅人は深くうなずく。

　アルテミスは青い顔をして、エロスと雅人を交こう互ごに見つめている。エロスがピンチなのだ。気が気じゃないのは雅人だってわかった。ただ、雅人が下す決断にも、アルテミスは同じくらい気を取られていると、雅人は気付いていない。

「決めたよ、エロス。オレが金の矢を射てほしい相手は、こいつしかいないよ」

　雅人はゆっくりと腕うでをあげて、その人を指し示した。

「………………え？」

　エロスがきょとんとする。



　雅人の指先は、まっすぐエロスを指し示していた。



「ボク？」

「ああ、そうだ。エロス、オレを好きになれ。そしてオレのそばにずっといろ」

　自分で自分の声を聞いて、雅人は頭に血が上るのがわかった。なんて恥はずかしいセリフなんだろうと思う。でも他に方法は思いつかなかったし、後こう悔かいもない。

「なん、だと？」

　ハデスが色めきたつ。

　ゼウスは呵か々か大たい笑しようすると、膝ひざを打ってエロスに告げる。

「よし、おまえの処しよ遇ぐうを決めたぞ。おまえは雅人が死ぬまで、天界からの追放処分とする。一歩でも踏ふみ入いれてはならんぞ？　その間、下界でもどこでも好きなところで過ごすがいい」

　エロスにも意味はわかっている。が、いまだ実感がわかないのか、笑う一歩前のような微び妙みような表情を浮かべていた。それがまた雅人はおかしかった。結衣も思わず笑っている。

「ま、待て！　それでおれが納なつ得とくするとでも思っているの、か？」

　一同を睥へい睨げいして低い声を響かせるハデスに、背後から涼すずやかな声が届いた。

「納得しましょうよ、あなた」

　ハデスが目を見開いて、固まった。

　雅人たちは巨きよ漢かんの背後に現れた、小さな人ひと影かげに目を向け、やはり同じように目を瞠った。

　そこには髪をふたつに結ゆった小学生らしい女の子がいた。ちょっと垂れ目だけれど、顎あごのほくろが妙に艶つやっぽい。その背にはランドセルまで背せ負おっていた。

「あのときの！」

　アルテミスが声をあげる。

　いつだったか、アルテミスと雅人とともにケイドロで遊んだ女の子──乙女おとめだった。彼女はぷくっと頬を膨ふくらませると、腰に手を当てかぼそい指をアルテミスに突きつける。

「アルテミスったら、なにかあったら連れん絡らくしてって、ケータイ番号を教えておいたのに！　ダメじゃない、もう」

　アルテミスはなんで怒おこられているのかわからずに目を瞬またたかせる。

　ハデスはゆっくりと振り返って、その少女を見つめて、その名を呼んだ。

「ペルセフォネ！　どうして、ここに？」

「「「「ペ、ペルセフォネ!?」」」」

　雅人や結衣だけではない。エロスやアルテミスも声をあげた。ゼウスは一同を見み渡わたして「ああ」とうなずいた。

「そうか、みんなは初めてか。地上か冥界におるのが常だから顔をあわせる機会もなかったかもな。たしかにこんなところで偶ぐう然ぜん会えるとは思えないから驚くのもムリはないか」

　──いやいやいやいや。

　みんなして首を左右に振る。驚いているのは別のところだ。

「ペルセフォネ、さんって、こんな小さな子だったの？　それに乙女って」

「それはほら。わたしはコレとも呼ばれていたでしょ？　日本語にすると娘むすめとか乙女とか、そんな意味じゃない」

「だからって、こんな小さな……」

　さらに驚くべきことが起こった。ハデスが泣きながらペルセフォネに抱だきついたのだ。あまりに身長差がありすぎて、ハデスは膝から滑すべり込んでいる。

「うおおおおおおおっ！　ペルセフォネ、寂しかったよぉぉぉぉぉぉぉぉ」

「よしよし。もうしかたないなぁ。冥界に帰れる冬には、まだまだあるのに……」

「それはそうだけど、も」

「でも、まあ期せずして会えて、わたしも嬉しいわ。あなた」

















「うおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　ハデスはなおいっそうペルセフォネを抱き締しめた。まさにベアハッグ。うっかりすれば子どもがクマに襲おそわれていると勘違いされて通報されかねない光景だった。ペルセフォネはちょっと苦しそうな顔をしたが、すぐに苦笑を浮かべてみせる。

　どうやら、いつものことらしい。

　雅人は唖あ然ぜんとつぶやく。

「あんな顔してハデスって……ロリコンだったんだな」

　聞きつけたゼウスが、大きくうなずいた。

「じゃからなおのこと、わしに敵てき愾がい心しんを抱くんじゃ。冥界に行く女性は、ほとんどが老ろう婆ばじゃからな」

　なるほどなと雅人は苦笑する。

　ようやく落ち着いてきたハデスに、ペルセフォネは言って聞かせる。

「ねえ、あなた。エロスちゃんはきちんと罰ばつを受けるんだし、なによりあなたは冥界の王なんだから。これぐらいでいちいち目くじらたてちゃダメよ！」

「おう。おう。そうだな。わかった」

　ペルセフォネの一言一句に、ハデスはこくこくとうなずく。これではどちらが子どもかわからない。極きわめつけは。

「聞き分けがよくて、さすがよ」

　ペルセフォネにいい子いい子と頭を撫なでられたハデスは、それはもう見ていられないほどに相そう貌ぼうを崩くずしていた。

　ペルセフォネは、呆れる雅人たちをちらりと振り返り、ぱちんとウインクしてみせた。

　人だけではない。神さまも見た目じゃないんだなと、深く深く思う雅人だった。










　　　エピローグ





「ハーレムも一夫多妻も、愛があれば問題ないとボクは思うんだ」

　通学路でエロスは朝からそんなことを言って、雅まさ人との手をぎゅっと握った。

　声が大きかった。当然、あたりには近所の子どもたちやクラスメイトたちもいるわけで、みんなして振ふり返ってざわついた。

　結局、エロスもアルテミスも変わらず雅人の家に居い候そうろうしつづけることになった。

　エロスは雅人のそばを離はなれないという名目での減げん刑けいだから当然として、アルテミスもだ。彼女は「わたしが見ていないと、エロスは絶対にいろいろ問題や面めん倒どうを起こすわよ。それでもいいの？　もしトラブル起きたら、解決できるの？」と雅人に迫せまったのだった。そんなことを言われて断る勇気は、雅人にはない。

　雅人と手をつなぎながらエロスは上じよう機き嫌げんで右みぎ隣どなりを歩く。人の視線とかエロスは気にしないし、そもそも「見せつけてやればいい」とかなんとか思っているに違いない。

　雅人はしみじみとつぶやく。

「いまさらながら大変なことをしちゃったのかもなぁ」

　すると左ひだり隣どなりにいた結ゆ衣いが微び笑しようを浮かべた。

「あたしは雅人が正しかったと思ってるよ？　正直、ちょっとほれ直した」

「お、おう。そっか、ありがとう」

　なんのひねりもなく誉ほめられると、雅人としても少しテレる。普ふ通つうの理り屈くつで考えれば、雅人を好きだと告白した結衣が一番面白くないはずなのだが、そう言ってくれるとありがたい。こと恋れん愛あいに関して言えば、理屈ではないのかもしれない。

　そこでふと、あいていた左手に結衣の指先が触ふれた。偶然かと思えば、どうやら結衣まで手をつなごうとしたらしい。

　結衣はいきなり真っ赤になって、わたわたと求められてもいない説明をはじめた。

「ほらっ！　まだあたし、病やみ上がりで、ちょっとふらついてるからさ。できればつないで、支えてもらえると嬉しいかなって思っただけなのよ、うん」

　雅人は額面どおりに受け止めた。

「おいおい。それなら無理して学校来なくても」

「大だい丈じよう夫ぶ！　学校には行けるから。それに、頑がん張ばればなんとかなるから」

「そうか、ならいいけど」

　つぶやくと雅人は結衣の手を握った。

「え？」

「そんなに頑張るなよ。病み上がりなんだから」

「う、うん」

　結衣はうなずいたまま顔をあげなかった。爪先を見つめて雅人の左隣を歩く様子を見ていると、むしろまわりが見えなくて危ないように思う。まあそのぶん、自分が気をつけていればいいかと雅人は気を取り直した。

「うーん、どうしたら雅人は腕を増やせるのかな」

　またエロスが、唐とう突とつにヘンなことを言い出した。

「今度は、なんだ？」

「ほら、日本にはそういう神さまいるんでしょ？　阿あ修しゆ羅らとか千手観音とか」

「……あれは神ではない気がするけどな」

「そっかぁ……ヘカトンケイルはボクが生まれる前に封ふうじられたって聞いたから、会えそうにないしな……」

「だから！　なんでそんなに、オレの腕を増やしたいんだよ」

　エロスは「え？　わからないの」という顔で雅人に告げた。

「だってボクが右手、結衣が左手を握っているから、アルテミスがあぶれちゃってるじゃない。可哀かわいそうでしょ？」

　雅人の斜ななめ後うしろ。いきなり話を振られたアルテミスは、ぎょっとした。

「なっ！　なにを言ってるのよ！　いつわたしが、そんなことしたいって言ったの!?」

「でも寂しそうな顔をしてたよ？」

「そんなことない！」

　怒鳴ったものの、アルテミスはエロスを睨むことができなかった。むしろ顔を隠かくすように、あさっての方を向いている。

「もうアルテミスったら。ほらほら。素直になりなよ」

「う、うるさいわね！」

　なんてやっているエロスの耳元で、ぼそりと声がささやかれた。

「調子に乗るなよ、エロス」

　いままで影かげのように気配を殺していたアポロンだった。エロスをぎろりと睨みつけるが、

「こら、アポロン。すごまないの！」

　アルテミスのひと言で、瞬またたく間まにしぼんでしまった。

　もちろん許されたから、アルテミスのこんな近くにいるわけではない。アルテミスはむしろまだまだ怒っていた。ゆえにもっとも厳しくて過か酷こくな、それこそ死にたくなるような罰を与あたえたのである。

　雅人ですら恐おそれおののくほどの厳しい刑だった。

「あー。やっぱりさ。いいよ鞄かばんぐらい、自分で持つから」

　雅人はアポロンに手を差し出す。しかしエロスがそれを許さなかった。

「だーめ。ボクの手と結衣ちゃんの手をつないだら、鞄なんて持てないでしょ？　せっかくの“〝雅人の下げ僕ぼく”〟なんだからうまく使わないと」

　アポロンが顔をあげた。

「アルテミスー、アポロンがボクのことを睨むー」

　アポロンは無言でぶるぶると首を横に振って、アルテミスの様子を伺うかがう。あまりにも哀あわれで雅人は可哀そうに思う。が、ちょっとだけ胸がすっきりする自分がいるのもたしかだった。よくない傾けい向こうだよなぁと雅人は苦笑していると。

　遠くに望む学校からチャイムが聞こえてきた。

「わあ、大変！　遅ち刻こくだよ、遅刻」

　エロスは雅人の手をひっぱった。

「お、おい。こら。走るなよ！」

















「エロスの言うとおりよ、急がないと」

「結衣、おまえ元気じゃないか？　なんでオレより早く走っているんだよ」

　呆れながらも、雅人の口もとには笑みが広がっていた。



　どたどたと駆け出した雅人たち三人の後ろ姿を見つめて、アルテミスが独りごちた。

「まったく、どうして雅人なんて好きになっちゃったかな。自分で自分がわからないわ」

　結衣やエロスといちゃつく雅人を見ていると、ムッとする。けれど、じゃあ自分もあんなふうにじゃれたいのかと言われれば、ちょっと違う気もする。正直、自分がどうしたいのかも、よくわからないのだ。

　でも。雅人を好きだというその気持ちだけは確かなんだと、アルテミスは思う。

　その事実は、認めてあげてもいいような気がした。

「なんか、言ったか？　アルテミス」

　肩ごしに振り返った雅人に、アルテミスはぶんぶんと首を左右に振る。

「なんでもない！」

「そっか。ならいいけど──おっと。だからひっぱるなって、おまえら！」

　エロスたちに引かれて再び走り出した雅人を見て、アルテミスはホッと息をつく。

　そのときアポロンがつぶやいた。

「ねえさんのそんな顔、みたくなかったよ……」

「なんで泣いてるのよ、アポロン」

　まさか他の男に惚れている自分の姿が、アポロンにとって一番効く薬になっているとはアルテミスは思っていない。不思議そうに首を傾かしげるも、すぐに切きり換かえた。

「まあいいわ。──わたしはわたしなりに、やっていくわよ」

　その一歩として。

　アルテミスは雅人たちを追いかけて、青空の下を走り出した。










　　　あとがき



　二〇一一年三月十一日に東日本大震しん災さいが発生しました。

　この地震によって、多くの犠ぎ牲せい者が出てしまいました。亡なくなられた方々に慎つつしんでお悔くややみを申し上げます。そして被ひ災さいされた地域の方たちに、心よりお見み舞まいを申し上げます。

　私はこの地震の報道で、ときおり「神」という単語を耳にしました。

「神の怒いかり、天てん罰ばつ」であるとか、もしくは「神に祈いのろう」であるとか。

　たしかに、大自然の脅きよう威いの前に人は無力だと思います。しかし、かといって、こんなときだけ神さまのせいにされたり、神さまにすがられても、神さまだって困ると思うのです。

　人を救うのは神ではなく、人なんじゃないかと私は思っています。生きる人がみんな、できることをすべてやって、それではじめて神さまも「しかたないな」と、手を貸してくれる。そう思うのです。私も些さ少しようではありますが義ぎ援えん金を送らせていただきました。

　そしてこんなときだからこそ、みなさまを笑え顔がおにすることが、この小説によってできたのならば、とても嬉うれしいです。読んでいただき、ありがとうございました。

　　　　　二〇一一年三月某ぼう日じつ

鯨くじら　晴はる久ひさ　　拝
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